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学校の授業力

校長 伊藤 雅和

私は昔から「授業改善」という言葉に違和感を感じてきました。自分でも慣用句のよ

うに使ってしまう言葉でありながら、どこか心に引っかかる小さな棘のある言葉です。

それは「改善」という言葉に「悪い現状を改める」という意味合いがあるからだと思い

ます。そのため何か自己否定から出発しているような、卑屈な感覚が生じるのです。お

そらく授業に完成形はないでしょうし、「今日の授業は完璧だった」と思うこともあま

りないでしょうから、その意味では「改善」すべき点は必ずあるのでしょうけれど、「現

状として悪い」とは思いません。

一人一人の授業にはその人の持ち味があります。誰でも試行錯誤を繰り返しながら、

数多くの失敗とわずかな成功から学び、経験を積み重ねる中で教材研究が深まり、授業

力が向上していくのだと思います。毎日の実践が授業力向上のプロセスと言えます。

ただ、本校に限らず、授業づくりが個人の中で閉じてしまいがちな傾向があることは

否めません。個人がもつ優れた授業の実践は、教科内や教科を横断して共有されること

により、学校としての授業力向上に資するものとなります。

この秋田南高校が中高一貫教育校であり、高い志を貫くグローバルリーダーを育成し

ようとする学校であれば、なおのこと、中等部と高校を貫く秋田南高校としての授業力

向上が求められます。

ＳＧＨの財産と言える探究活動が本校の教育活動の特色となっていますが、探究活動

の質を保障するのは、各教科の授業で高められた思考・判断・表現力と主体的・協働的

に学びに向かう力です。大学入試を乗り越える力でもあるこれらの力を、いかに授業で

意図的に高めるのか、それが本校の授業研究の大テーマだと思います。授業と探究活動

とが相乗的かつ効果的に生徒の学力向上に作用するための組織的で体系的な授業力向上

の取組が求められるのです。

この一年、校内の様子を見るに、実に心強く思うのは、この学力向上のための組織的

な取組を率先しようとする自発的な動きが見られることです。今年が初年度となる生徒

一人一台端末の活用については自らの授業実践を公開したり、研修を企画するなどタイ

ムリーで継続的な動きがありました。ＨＰを活用し、小中学生や保護者に向けて授業動

画を発信する動きもありました。大学入試研究については有志職員の動きがあります。

指導主事学校訪問に際しても積極的に研究授業を担当してくださいました。

一人一人の教員が日常的に、自分の授業、そして本校の授業の在り方について考え、

実践し、その成果を共有しようとすることが、学校の授業力向上につながります。そし

て、そのことが、間違いなく、本校の魅力をより一層高めると考えるのです。
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第３学年 数学科学習指導案

実施日 ９月１３日（月）３校時
授業者 大友 和也
場 所 ３年２組教室

１ 単元（題材）名 課題学習

２ 単元（題材）の目標

○これまで学習した基本的な概念や原理・法則などを基に、事象を数学化したり、数学的に
解釈したり、数学的に表現・処理したりできる。【知識・技能】

○既習事項を振り返り、何を適用すれば問題解決を図れるか見通しを立て、適切な処理をす
ることができる。【思考・判断・表現】

○問題解決に向けて粘り強く考え、問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとする
ことができる。【主体的に学習に取り組む態度】

３ 生徒と単元（題材）
(1) 単元（題材）観

中学校数学の学習を終えるにあたり、これまで学習した内容を振り返るとともに、数学的
な見方・考え方を更に豊かなものにするために、この時期に課題学習を設定した。これまで
の学習の積み重ねを基に、問題解決の見通しをもったり筋道を立てて考えたりすることは、
生徒の思考力、判断力、表現力等を高め、問題解決能力を一層伸ばす上で効果的であると考
える。また、数学のよさや楽しさを実感したり、数学をより深く理解したりできるよい機会
と考える。

(2) 生徒観
多くの生徒は基礎的・基本的内容が定着しているが、それを応用することには困難を感じ

る生徒が大半を占めている。しかし、ほとんどの生徒が難しい問題に意欲的に取り組む姿が
見られるため、今回扱う課題学習の内容にも積極的に取り組もうとする姿が大いに期待でき
る。ただし、数学への苦手意識が強く、何から取り組んだらよいか分からない生徒もいると
予想されるので、ここでは、目標や到達度の近い生徒同士でグループづくりをすることや、
ヒントとなる問題によって基礎・基本の確認をすることで、課題学習に取り組む意欲を下げ
ないようにしたい。

(3) 指導観
まず、問題解決していく上で必要となる基礎事項の確認と定着を確実に図っていく。その

上で、各領域の内容を総合したり、関連付けて問題を解決できるようにする。また、問題解
決に至るまでの過程の中で、様々な試行錯誤をしたり、周囲の生徒と協力したりしながら、
どんな問題にも粘り強く考え解決しようとする姿勢を身に付けさせたい。
問題解決に取り組む際に、不明な点を言語化しながら周囲と協力することで、少しずつ解

決を図らせたい。また、なぜそのように考えるのかといった自分の考えを発表したり説明し
たりする場面を設定し、学習の定着、充実を図っていく。

４ 全体計画（総時数４時間）

学習活動 評価規準 時数

１ 二次関数と一次関数、等積変形を利用 ・等積変形のために平行線を引くこと １
して解く問題を考える。 とを考え、一次関数に結び付けて問題

を解決することができる。【思考・判
断・表現】

２ 二次関数の最大・最小の場合分けの問 ・周囲と協力したり、タブレットを利 １
題を考える。 用したりしながら、場合分けの意味を

考え、解決しようとする。【主体的に
学習に取り組む態度】

３ 条件を満たす点の集合や三角形の重心 ・２点からの距離が等しい点の集合が １
を利用して解く問題を考える。 垂直二等分線であることを利用し、問

題を解決することができる。【思考・
判断・表現】

４ ２円の位置関係から、相似や三平方の ・ヒントとなる問題を解いたり周囲と １
定理、１次方程式、２次方程式などを 協力したりしながら、応用問題を解決
利用して解く問題を考える。 しようとする。【主体的に学習に取り 本時

組む態度】
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５ 本時の計画（４／４）
(1) ねらい

これまで学習したことを応用して大学入試問題に挑戦し、解法を考えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】

(2) 展 開

段 階 生徒の活動
学習

教師の支援 評価（方法）形態

導 入 １ 問題を把握する 一斉 ・大学入試の問題を解く
(5分) ことを伝える。

２ 本時の課題を確認す 一斉 ・問題を把握できていな
る い生徒には助言する。

図形の問題で行き詰まったら、どのようにしていくとよいだろうか？

展 開 １ 大学入試の問題を解 個別 ・個で考える時間を確保
(40分) く ↓ する

グループ ・自力解決が困難な生徒
が見え始めたらグループ
で相談してみるよう促す。
・目標や到達度の近い生
徒で数学の学習グループ
にし、考えが深まるよう
にする。

・机間指導を通して生徒
の達成状況を把握し、全
く見通しの立たない生徒
には助言する。

・ヒントとなる問題を準
備し、既習事項の確認が ヒントとなる問題を
できるようにする。 解いたり周囲と協力

したりしながら、応
用問題を解決しよう

・苦手な生徒に対しては、 とする。
ヒントとなる問題が解け 【主体的に学習に取
るだけでもよいことを伝 り組む態度】
える。 （学習シート・観察）

・解決した生徒は、他の
グループにも教えに行っ
てもらう。

２ 解法を発表する 一斉 ・机間指導を通して発表
するグループを指名して
おく。

まとめ １ 本時のまとめをする 一斉
(5分)

必要な部分の図形を取り出し、分かっていることと求めたいことを整理したう
えでどうやって解くかを考えればよい。

２ 本時の振り返りをす 一斉 ・この問題を解くための
る まとめではなく、他の問

題にも活用できるように
まとめを書くよう指示す
る。

６ 協議の視点
(1) 他者の様々な意見に触れ、自分の考えを広げたり、課題について多面的・多角的に考えた

りする場の設定ができていたか。
(2) グループづくりを工夫したがどうだったか。
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令和３年度 秋田県教育庁中央教育事務所 学校訪問  

 

計画訪問 ３年２組 数学科 授業者 大友和也 

 

指導助言 石井 和史 指導主事 

協議の視点の確認 

（１） 他者の様々な意見に触れ、自分の考えを広げたり、課題について多面的・多角的に

考えたりする場の設定ができているか。 

（２） グループづくりを工夫したがどうだったか。 

授業説明 

大友 

本単元（課題学習）で取り扱ってきたのは大学入試に関連した問題であり，４時間扱いの

最終である。前時までの３時間においては取り組み易い問題を提示してきた。本時において

は実際の大学入試問題を扱ったが，本時の授業内で正解を導き出すことができた生徒がい

たことは嬉しい。学習計画（指導案）では生徒が解法を発表する場面や教師の解説を計画し

ていたが，生徒同士が相談し合ったり，ヒントとなるシートを活用したりしながら自力解決

に挑んでいく姿勢を重要視した（そのため学習計画とのズレが生じた）。 

今回の学習活動を進めるグループについては，数学科の授業用且つ「似たような進路目標」

を掲げている生徒の集団によるグルーピングとしている。 

協議の内容 

工藤(道) 

目標の近い生徒によるグループとの説明があったが，具体的にはどのような内容か。特に

本時で取り扱った問題は，普通の中学校の授業では扱っていないレベル（高難度）と考える

が，これまでも発展的な課題に取り組んできていたか。 

大友 

「目標」の指標としているのは定期考査での目標点数であり，その近い者同士でのグルー

ピングある。難易度の高い問題としては，６月頃から県の高校入試問題などを取り扱ってき

ている。 

石井指導主事 

このグループ編制で進めているのはいつ頃からか。 
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大友 

９月から本グループで数学科の学習活動を行っている。目標としている点数が同レベル

であって実力が伴っていない生徒も中には存在するので，グループによっては“思考力の高

い生徒の集団”，“理解力に乏しい生徒の集団”もあるが，試行錯誤しながらできるだけ自力

解決にできるように，グループのレベルに応じた声掛けをしている。 

工藤(道) 

生徒が自力解決するため，考えを深めるための時間を十分に保障していたと思う。 

解答を導き出すうえでヒントとなる問題シートを準備していた。生徒(関連づけする能力

に乏しい)によっては使いこなせない面があったかもしれないが，間接的に本題に迫ること

ができる問題シートの出し方が良かったと思う。 

猪股 

ヒントとなる問題シートがあることで，本題に対する生徒の気付きが多かったと考える。

指導案にあったように，学級全体として(課題の解決法など)共有する場面があってもよか 

ったのでは。 

工藤(道) 

グループ内で活発に意見交換し思考を深めていたが，グループ間での情報交換も有効と

思われるが，その点はどうか。 

大友 

本時の授業においては「グループ内で解決に臨む」かたちであったが，授業時のルールと

しては，必要に応じグループ間の情報交換・共有もある。 

工藤(昭) 

広範囲の知識を駆使しながら問題解決に努めるといった観点からも，本単元に対しマッ

チングしたグループの活用だったと考える。通常であれば(どこから考えていくべきか解ら

ず)一歩引いてしまうような課題であったが，生徒の問題への食いつきが良く，また，諦め

ずに解決に努めていたと思う。 

大友 

 協議の視点(１)の「考えを深めるための場の設定」に関しては，“難しい問題に挑戦する”

という意欲を育むためにも，“色々な問題を解く”ことを授業に取り入れたいという思いが先

にある。 

工藤(道) 
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 協議の視点(２)に関しては，いわゆる“お客さん”になる生徒がでないということからもグ

ループづくりが機能していたと考える。それは安心して教え合える環境ということがいえ

るのでは。 

門間 

 自分が理解でき、グループ内で教え合いをする際，表現の仕方を変え理解できていない生

徒に伝えることもできる(理解力の高い)生徒の工夫であり，それが視野の広がりに繋がって

いく。グループ内のミニティーチャー的存在になる。 

工藤(道) 

 グルーピングにより学習に対する意欲を向上させる効果は十分にあったと考えられる。

より学習効果を向上させるため，どの場面でどのようにグループを活用させるか？につい

て，今後も研究すべきであろう。 

石井指導主事から 

導入においてすぐに課題に向かわせ，各自が問題と十分に向き合う時間を確保していた

ことは，本校での「探究力」の育成に繋がる学習活動と考える。通常とは違った問題に出会

ったとき，既習内容と突き合わせながら答えや解法の見通しをたて，自力解決していく。本

時における「課題」が何で，「学習の目的」は何なのかをどのように提示するかが大切であ

る。 

展開の場面では生徒の既習事項をどのように活用し，その考えがどのように深まってい

るかを確認していく。指導観にある“様々な試行錯誤をしたり”や，“粘り強く考え解決しよ

うとする”，“不明な点を言語化”，“自分の考えを発表”の状況である。本時の生徒の様子は、

集中力をもって，粘り強く課題解決に努めていた。グループの特徴(個々の思考レベル)はそ

れぞれであるが，活動を進めるうえで“相手意識”をもった学び合いは必要である。例えば問

題集を開いて参考にすべきか，ヒント問題にしても“どのシート”をもとにするか？ 机間指

導をする中で，グループ内の個人差への対応が必要となったり，教え合いが“教える側のみ

が知っている”一方通行になっていないか確認したり，協議のなかでも話題になった“違う表

現の仕方を考え教えることで・・・”をさせてみたりが「協議の視点(１)」にかかってくる。 

まとめの場面においては「振り返り」が重要となる。例えば生徒の声を拾い上げ本時の学

習の跡を板書したりすることで，自己の変容を確認できる場が設定できたり，前時や次時と

の関係を見える化して学びの繋がりを確認できたりがそれに当たる。 

評価に関しては，例えば“ヒント問題”を活用しながら学び合いをする場面において「思考・

判断・表現」を見取ったり，“記録に残る”ような学習シートの作成で学習を進める姿を見取

ったり，行動観察から“自らの学習を調整する学び”になっているか「意思的」な部分をも見

取っていくことが大切である。 
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最後に，本校中等部での数学科学習への取り組みが，南高校に進学し学習内容をより深め

ていくという継続性を感じることができた。 
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第２学年１組 道徳科学習指導案

実施日 ９月１３日（月）４校時

授業者 金 敬子

場 所 ２年１組教室

１ 主題名 いのちを考える（内容項目Ｄ－19 生命の尊さ）

２ ねらい

末期がんに冒されながらも、最期の瞬間まで生を全うした北村さんの生き方を通して、生

命の有限性を理解し、自他の生命を大切にしながら、今を精一杯生きていこうとする心情を

育てる。

３ 教材名 「奇跡の一週間」（一部抜粋して作成）

出典：新しい道徳２（東京書籍）、ゆたかな命のために（偕成社）

４ 主題設定の理由

（１）ねらいや指導内容についての教師の捉え方

生命がかけがえのない大切なものであることは誰もが分かっているが、比較的健康に恵ま

れて毎日を過ごしていると、生きていることが当たり前で、その有り難さに深く思いを寄せ

る機会は少ない。生命に限りがあるということは、生きている時間にも限りがあるというこ

とだが、そのことをあまり意識せずに、時間を無駄に過ごしてしまいがちである。

生命について、連続性や有限性だけでなく、自分が今ここにいることの不思議（偶然性）

や、生命あるものは全て互いに支え合って生き、生かされていることを改めて意識させるこ

とで、自らの生命の大切さを深く自覚させるとともに、他の生命を尊重する態度を育み、ど

んな時でも自分が出来ることに全力で取り組む姿勢を養いたい。

（２）生徒のこれまでの学習状況や実態と教師の生徒観

５期生となる現２年生は、女子生徒の割合が高いが、どのクラスも男女の分け隔てなく、

協働して物事に取り組むことができる学年である。本クラスは、比較的大人しい生徒が多い

印象だが、話合い活動では、自分の思いや考えを伝え合おうとする姿が見られる。

昨年度、「命の大切さ」出前講座で助産師から生命誕生の奇跡について学び、多くの人々

のおかげで「今」があるということに、改めて思いを寄せていた。総合的な学習の時間で取

り組んだ職業調べや、今年度、英語の授業で取り上げた"My Future Job (NEW HORIZON
English Course 2 Unit 3)"などをきっかけに、将来の生き方について具体的に考え始めるこ
の時期に、自分の生命も今の生活も「有限」であることを意識し、お互いの生命を尊重しな

がら、それぞれの目標に向かって、今を一生懸命生きていくことの大切さを考えさせたい。

（３）使用する教材の特質や取り上げた意図および具体的な活用方法

ホスピスでボランティア活動をしていた筆者は、死と向き合いながらも懸命に絵を描く末

期がん患者の北村さんに出会い、生きることの意味について深く考える。今回は、文字通り

命を削るようにして、最後の最期まで生き抜いた彼の姿に、筆者の、ホスピスにいる人たち

への認識が変わっていった場面に焦点を当てるため、原作となった書籍から一部抜粋しなが

ら教科書を編集した。北村さんの生きる姿を通して、「生を全うするということ」について

深く考えさせたい。
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５ 本時の学習指導過程

段 階 学習活動
学習

主な発問と予想される生徒の反応 教師の支援
形態

導 入 １ 事前アンケートの 全体 ○「生きている」とは？ ・今、生きている時間

(５分) 結果から、本時の主 ・心臓が動いている。 を、どのように過ご

題に関わる問題意識 ・呼吸している。 しているかへの気付

をもつ。 きを促す。

○「生きている」と感じる時は？

・好きなことをしている時

・死を身近に感じた時

・危機を感じたあと

○「生きている」＝「心臓が動い

ている」だろうか。

展 開 ２ 教材を読む。 ・題材とホスピスにつ

(35分) いて、説明する。

・教師が範読する。

・適宜、イラストを掲

示していく。

３ 筆者が挿絵を依頼 全体 ○自分が甲斐さんだったら、北村 ・心情円を使って、自

した時の気持ちを考 さんに挿絵の依頼をするだろう 分の立場を示させる。

える。 か。 「する」→ピンク

・「する」→生きがいになるから。 「しない」→ブルー

・「しない」→辛そうだから。

４ 筆者が北村さんに 個 ◎甲斐さんの気持ちが変わったの ・ホワイトボードに書

対する姿勢を改めた ｸﾞﾙｰﾌﾟ は、北村さんの絵に向かう姿勢か かせて、全体で共有

きっかけについて考 全体 ら、何を感じたからか。 を図る。

える。 ・どんなことにも真剣に取り組む。

・周囲への感謝を忘れない。

・未来への希望を持ち続ける。

・最期まであきらめない。

まとめ ５ 自分自身を振り返 個 ○今日の学習を通して、感じたこ ・本時の学びをまと

(10分) る。 とを書きましょう。 め、考えを深められ

・今やるべきことを、精一杯やる。 るようにする。

・どんな時でも、希望を持ち続け

る。

６ 評価の視点

①話合いを通して、自分と違う考え方や感じ方を理解としようとしている。（机間指導、発言）

②北村さんの生き方を通して、生命の尊さや有限性に改めて気付き、今を大切に生きようとし

ている。（ワークシート）

７ 協議の視点

①他者の様々な意見にふれ、自分の考えを広げたり、課題について多面的・多角的に考えたり

する場が設定されていたか。

②生徒が主体的に考える雰囲気があったか。
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研究協議会記録＜道徳＞

司会 中 山 つづか

記録 長谷部 博 子

１ 協議の視点の確認

【協議の視点】

①他者の様々な意見にふれ、自分の考えを広げたり、課題について多面的・多角的

に考えたりする場が設定されていたか。

②生徒が主体的に考える雰囲気があったか。

２ 授業者から

・今日の題材「奇跡の一週間」は命や生き方について考えたいと思って選んだ。命の有限性というと

ころに焦点を絞って考えさせたいと思い、原作をもとに資料づくりから始めた。

・発問も生徒から最終的に「限られた命を大切に生きたい」というような考えを引き出すために、道

徳部で検討したり、事前に他クラスで同じ資料で授業を行ったりして、発問を考え授業作りをした。

・できるだけ１時間の流れが分かるような板書計画を立てた。

・さらに生徒たちに考えさせるためにどんな方法があったか、助言いただきたい。

３ 協議の視点のもとづく話合い

・ホワイトボードを道徳の授業で使っているが、フレーズ、や単語を書き、それをもとに補足説明さ

せると様々な考えに触れさせることができると感じた。

・道徳では「ねらい」は示さないで、教師がそこに落とし込む、示し方についてはこれから。

・自分の考えをもち、グループの中で考えさせて、人の考えを知るということはできていた。そのた

めの時間を十分に与えるための工夫が大切だと思う。

・たくさんの考え見方を引き出すのは大変だが、とてもいい一時間だったと思う。

・心情円を使い、それを共有化させることが大事だと思う。

・心情円を教師が見取るために使っていたので、もう一回授業の中で子供に自覚させる場面があって

もよかった。

・自分と違っていることに気づくことも、多面的、多角的につながっていく。

４ 指導助言

・温かい授業の提示であり、普段から子どもたちの気持ちによりそって授業しているのが伝わってき

た。

①微視的視点から。（授業の成果）

・主体的な学びに結びつく、導入が工夫されていた。「生きているということは心臓が動いていると

いうことだろうか」という発問から生活体験を振り返り、「生を全うする」というテーマに導かれ

ていた。道徳的価値を自分自身の問題としてとらえる場を設定したり、アンケートを通してこれま

での経験や生き方について振り返る機会を設定することは、主体的な学びに結びつく、授業改善の
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手立てとして大変有効である。道徳科の授業で大切なことは子供が自己との関わりでねらいとする

道徳的価値について思考し、判断し、表現する。同時に授業を通しての自己の変容を自覚すること

である。そのためには子供一人一人が授業前の自分について、メタ認知をしておく必要がある。自

分のものさしを持っていないといけない。ものさしが違うからこそ対話が生まれる。

・対話的な学び、共感的な人間関係が醸成されていた。日頃からみんなで学び、みんなで考える雰囲

気が作られていることを感じた。対話的な学びには共感的な人間関係が欠かせないが、本校の先生

方が思いを語れる学級づくりに努めていることを実感した。展開部で「北村さんに私ならお願いで

きないな」と自分のフィルターを通した。また「自分であっても北村さんみたいに最後まで好きな

ことを続けたい」と話していた。自我関与しながら本音を語る姿があった。道徳科の授業づくりは

学級が安心安全でなければ、人間理解、他者理解まで踏み込んだ議論は難しく、うわ滑りになって

しまう。子どもたちは互いの意見を受け止めながら、私たちでさえ難しい「生きるとは何か」とい

う問いに向き合っていた。ファシリテーターである金先生も、時には一人の人間として、向き合っ

ていた。教師と子どもが一体となって作り上げた授業だった。

・今後検討してもらいたいことは、ねらいに迫らせる発問と学習過程について一層吟味が必要。

道徳科の発問には大きく４つある。

１場面発問…基本発問、教材理解のための発問、

２中心発問…核となる発問、「なぜ主人公はこういうことをしたのだろうか」等、

３テーマ発問…価値に迫る、教材から離れた発問、

４補助発問…切り返し、即興的

「テーマ発問」、教科書に答えがない発問をすることによって、最適解、納得解を自分で模索する

のが道徳科の授業づくりである。

・「テーマ発問」を入れるために、どこを削ればよかったかというと、重なる部分がおおかったので、

全ての班が発表しなくとも、そこをカットすれば「テーマ発問」を入れられたのではないか。

②巨視的視点から。（道徳科の果たす役割）

・全教育活動を通して行う道徳活動。特別の教科。道徳を要として学校の教育活動全体を通して行っ

ていくもの。いろいろな場面で道徳教育を行っていくという理念をもっていなければならない。そ

のときに道徳性、指導の方向性、本校のベクトルがそろっていなければならない。

・全体計画に本校の道徳の教育目標、本校で特に大事にしたい価値項目が示されなければならない。

・道徳の教育目標の設定が来年度以降の課題。

・本時だけでなく流れがある授業が大切になってくる。そういうものがあって、よりよく生きるため

の基盤となる道徳性が養われてくる。
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高校２年Ｄ組 現代文Ｂ 国語科学習指導案

日 時 令和３年１０月１８日（月）６校時
授業者 三 浦 弓 子
場 所 ２年Ｄ組教室

１ 単元･教材 小説を読み味わう 「こころ」 夏目漱石

２ 単元の目標
（１）小説を読んで、書き手の意図や、人物や情景、心情の描写などを的確にとらえ、表現を
読み味わおうとする。［関心・意欲・態度］ ＊指導事項イ

（２）小説を読んで、書き手の意図や、人物や情景、心情の描写などを的確にとらえ、表現を
読み味わう。［読む能力］ ＊指導事項イ

（３）文章の組み立てや語句の意味･用法を的確に理解し、語彙を豊かにする。［知識･理解］
＊指導事項オ

３ 本単元で育成しようとする「思考力・判断力・表現力」
・文章の表現描写を根拠とし、人物の心情や人物関係を的確に読み取って、説明する力。

４ 評価規準
関心・意欲･態度 読む能力 知識・理解

小説を読んで、書き手の意図 小説を読んで、書き手の意図 文章の組み立てや語句の意
や、人物や情景、心情の描写 や、人物や情景、心情の描写 味･用法を的確に理解し、
などを的確にとらえ、表現を などを的確にとらえ、表現を 語彙を豊かにする。
読み味わおうとする。 読み味わう。

５ 生徒と単元
（１）生徒の実態
２年Ｄ組４０名（男子２２名・女子１８名）、２年次から設定した学術探究コースであり、文

理混合クラスである。学術探究コースを自ら選択した生徒たちであり、学習に対して真面目で意
欲的に取り組む。少人数での話し合い等はできるが、全体の前で自ら積極的に挙手･発言するこ
とは比較的少なく、普段の授業では説明を待つ受身的な姿勢が目につく。また、問題演習等にお
いては、理解した事柄を的確な語句や表現を用いて説明することも課題である。

（２）本単元・教材について
現代文の教科書教材として定番である小説「こころ」は、長く多くの人々に愛読されている「私」

の一人称小説として、人間の心理やエゴイズム、友情と恋愛、人生や生き方などについて、多く
の深い思索を読者にもたらす作品である。本教科書には「下 先生と遺書」の遺書の一部が、か
るたの場面からＫの自殺の場面まで省略なしで掲載されている。教材として扱う際には、原典の
長編小説の設定・構成を理解した上で読み進めていく。指導に際しては、各場面ごとの登場人物
の心情や人物関係の変化等を優れた文章表現から読み取ること、場面展開の面白さや主人公の内
面の葛藤の描写を読み味わうこと、人間の心や生き方について考えを深めることを目指す教材と
して扱いたい。

（３）本単元の指導について
今回の授業改善を機会として、学術探究コースの生徒たちの学習意欲の高さを生かし、小説の

場面読解においてジグソー法を用いた協働的な学習活動を取り入れることとした。班活動によっ
て能動的・主体的に文章を読み味わう態度を養うことで、発表に臆せずに互いの考えや感想を深
め合っていけるよう指導を試みたい。また、人物の心情とその変化を適切な表現・語句を用いて
まとめ、吟味し合うことで、知識･理解を自己の表現に生かし、より的確に説明する力も伸ばし
ていきたいと考える。また、国語科の授業でのＩＣＴ活用に向けて、課題提示や振り返り･評価、
意見共有の場面等においていくつかの方法を試みてみたい。
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６ 全体の指導計画（全体８時間扱い）
第１時 通読、概要・構成・設定等の把握、作者・時代背景等の理解
第２･３時 第一段落読解（かるた、Ｋの告白、魔法棒、魔物、生返事）、ジグソー法説明
第４時 第二段落読解（図書館、他流試合、要塞の地図、「向上心の～ばかだ」、狼と羊）
第５時 第三段落読解（覚醒、黒い影法師、覚悟、奥さんに談判）
第６時 第四段落読解（私の恐れ、婚約の発覚）
第７時 第五段落読解（Ｋの死、遺書と「私」、その後）
第８時 主題、感想 ＊授業進度により課題として後日提出

７ 本時の計画（３／８時間）
(１)本時のねらい
・「私」とＫの心情や関係の変化を、表現に即して読み味わう。［読むこと］
・「私」とＫの心情や関係の変化を、表現に即して読み味わおうとする。［関心・意欲・態度］

(２)本時の学習過程

過程 学習内容 学習活動 留意点・準備 評価の観点

導入 １）本時の目標を ○本時の目標と話し合いの手順 ・目標の提示
5分 知る。 の確認をする。 ☆ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ、ﾀﾌﾞ

ﾚｯﾄ等
○班員(4～6名)・担当の確認。 ・人数･位置調整

２）第一段落につ ○メイン課題について自分の考 ［個人］
展開① いて、各場面での えを書く。 ☆ﾜｰｸｼｰﾄ
15分 人物の心情や関係

を考え、話し合う。 ○担当場面ごとに人物（私、Ｋ）［ｸﾞﾙｰﾌﾟ①]
(エキスパート活 の心情や関係について考える。 ＊計時 各場面から
動) ・エキスパート課題①～③ ＊机間巡視･助言 人物の心情

・各班４～６名で構成。 や関係を読
み取ること

３）第一段落の人 ○自班に戻り、三つの場面にお ［ｸﾞﾙｰﾌﾟ②] ができたか。
展開② 物の心情や関係の ける私とＫの心情や関係を説明 ＊計時 ［読むこと］
15分 変化を話し合い、 し合い、その変化をまとめる。 ＊机間巡視･助言

まとめる。
(ジグソー活動）

４）班での読み取 ○各班のまとめを発表し合う。 ☆拡大提示など 人物の心情
まとめ りを全体で共有し、 や関係を読
12分 読み取ったことを [全体共有→ｸﾞﾙｰ み取ろうと

まとめる。 ﾌﾟ→個人] しているか。
（クロストーク） ○メイン課題について話し合 [関心･意欲･

い、心情説明をまとめる。 態度]

まとめ ５）本時の振り返 ○振り返りの記入をする。 ・自己評価、疑問
３分 りをする。 や感想 ☆ﾀﾌﾞﾚｯﾄ

◎メイン課題 第一段落における「私」とＫの心情や関係はどのように変化したか。
○エキスパート課題（第一段落を三つに分けて分担し、各場面の私とＫの心情や関係を読み取る。）
［①Ｋの恋の自白前②Ｋの恋の自白直後③翌日以降］の、私とＫの心情や関係はどのようであったか。

◎評価の目安
Ａ「私」とＫの心情や関係を、表現に即して読み取り、根拠や関連を示して的確にまとめ説明できる。
Ｂ「私」とＫの心情や関係を、表現に即して読み取って、説明したりまとめたりできる。
Ｃ「私」とＫの心情や関係を、表現に即して読み取ることができない。

※班・個人でのまとめや学習のふりかえりは、ClassiNoteの課題に提出し、適宜画面で共有する。
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研究授業の教科協議会の記録

1ヶ月前課題：「協働的な学習活動を通して、思考力・判断力・表現力を育む授業の実践」
視点：① 授業のねらいや学習過程がわかる授業の実践

② 生徒自らが協働的な学びに向かうような発問の工夫
③ 学びの質を保障するための形成的評価の工夫と活用

授業者のねらいと反省
１ヶ月前課題に対するアプローチとして協働的な学習活動に「ジグソー法」を使った小説

の読解に取り組むこととした。当然、その学習活動の中で思考力・判断力・表現力の育成を
めざしていくことになる。特に登場人物の心情についての長い表現から心情を捉え、グルー
プの中で読解の成果を共有するために人に伝わる表現活動を重視する授業を組み立てた。さ
らにICTを活用しての活動を入れたことで、じっくり考えたり、話し合ったりする時間がや
や不足してしまった。課題や作業の内容を焦点かするべきだった。

班別協議：今回は① 授業のねらいや学習過程がわかる授業の実践、② 生徒自らが協働的な
学びに向かうような発問の工夫の二つを視点として、三つの班に分かれての授業協議が行わ
れた。

①について
成果・よかった点
・ICTを活用し、考えを共有できていた。
・エキスパート班では同じ課題のもと、心情の変化を考え、それを共有し合っていた。
・ＩＣＴや学習シートを活用し、生徒自身が内化と外化の状況を可視化できるよう工 夫さ
れていた。

課題・改善点
・班の中で考えを深められていたか。

②について
成果・よかった点
・同じ課題にグループで取り組むことで、考え方を深めることにつながっていた。

課題・改善点
・各グループの話合いの進め方の工夫。
・変化をたどるよりも変化した契機に焦点あてた方がよいのではないか。
・生徒が、５０分の活動を経た後の自らの変化を事前に意識することができるようなねらいの

提示がなされるとよい。
・自班に戻った際にジグソー法による協働的な学習が効果的に行われるために、エキスパート

課題の分け方に工夫が必要である。

指導助言（柏谷浩樹指導主事）

授業について良かった点は、
１ 言語活動場面の設定がなされていた授業であった。表現するということは、思考・判断をし
ているということであり、表現の場面が二重三重に設定、確保され、思考力・表現力の育成に
つながった。

２ タブレットを使って考えを打ち込む場面など、思考を深める活動が行われていた。
３ ICTの活用に挑戦した授業で、さらに高度な活用が考えられる。
今後の課題として明らかになったこととしては、

１ 学習活動をもっと焦点化する必要がある。
２ 学習活動の評価方法を工夫する必要がある。
３ 学習活動に行かせるワークシートを開発する必要がある。また来年度から新しい評価の観点

が導入される。評価規準の策定が必要になるが、特に「主体的に学習に取り組む態度」をど
う評価するかは重要のなポイントである。評価規準の検討にあたって教科で一つの評価の型
を作りあげるのも一つの方法である。
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高校 第２学年ＣＤ組（理系） 地歴公民科（日本史Ｂ）学習指導案 
 

                             日 時 令和３年１２月６日（月）２校時 

                             授業者 亀田 茜 

                             場 所 中等部棟 選択教室４ 
 

１ 単元名 第６章 幕藩体制の確立 ３ 幕藩体制の成立 
 

２ 単元の目標 

 織豊政権や江戸幕府によって近世国家が成立していく過程および近世社会の特質についての知識を身に付

け，それを世界の動向と関連させて考察することができる。 
 

３ 単元観 

 本単元では，ヨーロッパ諸国やアジア各地が相互に交流する世界の動向の中で，我が国が受けた文化的影

響やその外交体制の変化について，幕藩体制の形成と関連付けて考察させる。その際，東アジアにおける国

際関係や，４つの窓口を通してそれぞれオランダ・中国・朝鮮・アイヌとの交流や北方貿易が行われたこと

に着目させる。 

 来年度より開講される「歴史総合」では，生徒が「問いを表現（＝資料から生徒が情報を読み取ったりま

とめたり，複数の資料を比較したり関連付けたりすることにより，興味・関心を持ったこと，疑問に思った

こと，追究したいことなどを見いだす学習活動）」し，その問いに答えるために主体的に学び，答えを見い

だし，さらに新たな問いを生み出すことがひとまとまりの学習活動とされている。それをふまえて本時は，

生徒に「問いを表現する」とはどのようなことかを理解させた上で，前後の時代とのつながりを意識しなが

ら，歴史を「自分ごと」としてとらえられるような良質な「問い」を表現させるよう支援し，江戸幕府の支

配体制の確立について課題意識をもって主体的に学びに向かう姿勢を養うことを目指す（歴史総合の１時間

目を想定している）。 

 

４ 生徒観 

 総合探究コースと学術探究コースの混合クラスである。高い進路目標をもつ生徒が多く，集中して意欲

的に授業に取り組んでいる。中学校社会科での既習事項は概ね定着しているが，学習集団内での理解力の

差が大きいことが課題である。 

 

５ 単元計画 

・織豊政権（３時間） 

・桃山文化（１時間） 

・幕藩体制の成立（５時間 本時１／５） 

 ・幕藩体制の構造（３時間） 
 

６ 単元の評価規準 

Ａ 関心・意欲・態度 Ｂ 思考・判断・表現 Ｃ 資料活用の技能 Ｄ 知識・理解 

近世国家の形成過程と

その特色や社会の仕組

みについて関心と課題

意識を高め，意欲的に

追究している。 

近世国家の形成過程とそ

の特色から課題を見出

し，国際環境と関連付け

て多面的・多角的に考察

するとともに公正に判断

して，その結果や過程を

適切に表現している。 

近世国家の形成過程とそ

の特色に関する諸資料を

収集し，有用な情報を適

切に選択して，読み取っ

たり図表などにまとめた

りしている。 

近世国家の形成過程と

その特色についての基

本的な事項を，国際環

境と関連付けて理解

し，その知識を身に付

けている。 
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７ 本時の計画 

（１）目標 

既習事項をふまえて諸資料を読み取り，問いを表現し，学び合いながらそれを深めることができる。 

（Ａ 関心・意欲・態度，Ｃ 資料活用の技能） 

 

（２）学習過程 

過程
 

生徒の学習活動
 学習 

形態 
教師の支援

 
評価

 

導入 

２分 

本時の活動の流れを理解する。 全体 本時の活動の流れを説明し，目標を提示

する。 

 

 

 

 

展開 

４５分 

 

 

 

・グループに与えられたテーマにつ

いて，室町時代および明治時代の

既習事項を確認し，ワークシート

に記入する。（５分） 

 

・与えられた史料に基づいて，読み

取れることをワークシートに記入

する。（１３分） 

・問いを表現する。（５分） 

 

 

 

・問いの深め方を理解する。 

（１０分） 

 

 

・グループで問いを共有し，協議し

ながら問いを深める。（７分） 

・グループで出された問いを発表す

る。（５分） 

 

 

 

個→ 

グループ 

 

 

 

個→ 

グループ 

 

個 

 

 

 

全体 

 

 

 

グループ 

 

全体 

 

 

 

・グループごとに「統制①」「統制②」

「外交①」「外交②」というテーマを

与え，室町時代および明治時代にはそ

れぞれどのような様子であったか想起

するよう促す。 

・史料どうしを比較したり，事象と関連

付けたりしながら読み取ることができ

るよう支援する。 

・調べればすぐ答えが分かる問いではな

く，前後の時代と比較したり仮説を立

てたりと，様々な視点から考察して問

いを表現するよう支援する。 

・前時に生徒が表現した「織田信長につ

いての問い」を分析し，より質の高い

学びが展開されうる問いをもつことの

重要性を指摘する。（別紙参照） 

・意見交換によって問いが深められるよ

う支援する。 

 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

Ｃ 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

まとめ 

３分 

本単元における自分のテーマを決

め，ワークシートに記入する。 

個 他のグループが表現した問いを追求して

もよいことを確認する。 
Ａ 

 

（３）目指す生徒の姿 

既習事項をふまえて諸資料を読み取り，問いを表現し，学び合いながらそれを深め，本単元における自分

なりの学習課題を見いだすことができる。 

 

  

 

【本時の目標】この単元の学習における自分のテーマを決める。  

【発問】江戸幕府は支配を安定させるためにどのようなことをしたのだろう。 
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【別紙】指導案７（２）  

「前時に生徒が表現した「織田信長についての問い」を分析し，より質の高い学びが展開されうる

問いをもつことの重要性を指摘する」ことのねらいについて 

 

 『学習指導要領解説』には，「社会的事象の歴史的な見方・考え方」を働かせて考察や構想に向かうた

めの問いの例」として次のように示されている。 

 

〇時系列に関わる問い【時期や年代】【過去の理解】 

〇諸事象の推移に関わる問い【変化と継続】 

〇諸事象の比較に関わる問い【類似と差異】【意味や意義と特色（特徴）】 

〇事象相互のつながりに関わる問い【背景や原因】【影響や結果】 

〇現在とのつながりに関わる問い【歴史と現在】【歴史的な見通し，展望】【自己との関わり】 

 

 前時に「織田信長の統一事業」の学習のまとめとして，学習事項をもとに自由に問いを表現させてみた

が，次に示す表のとおり「社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて考察や構想に向かうための問

い」としては不十分なものが多かった。そこではじめに江戸時代についての問いを自由に表現させた後，

前時の生徒の問いを例にその深め方を示し，その後自分が表現した問いを深めさせることにより，本単元

の学習においてより質の高い考察や構想が展開されうると考えた。 

 

表 

生徒が自由に表現した問いの例 
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて 

考察や構想に向かうための問いの例 

信長はキリスト教から何を学んだのだろう。 【影響や結果】信長がキリスト教から学んだこと

は，彼の政策や生き方にどのような影響を与えた

のだろう 

鉄砲伝来からしばらく経っているにもかかわら

ず，長篠の戦いの際，武田軍が鉄砲隊を攻略でき

なかったのはなぜだろう。 

【類似と差異】鉄砲を駆使した信長と，伝統的な

騎馬隊を重視した武田の違いはなぜ生じたのだろ

う。 

信長の死体が見つかっていたらどうなるのだろ

う。 

【歴史と現在】信長の死体（遺骨）が発見された

ら，私たちは何を知ることができるだろう。 
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校内授業研究協議会記録（日本史Ｂ） 

１ 授業者の反省･感想 

新課程の新科目である歴史総合の１時間目を想定した、「問いを表現する活動」について

の実験的な授業であった。大きな反省点は次の２点である。 

 ①かなり急がせた上、２分時間オーバーをしてしまった。このことの原因として、前時代

の復習と中学時代の学習事項の定着度の確認に時間をかけすぎたこと・読ませる史料

が多すぎたこと・問いを深めるための視点が多すぎたことが挙げられると思う。 

 ②時間の不足もあって考察が十分にできず、問いの深まりが不十分な班もあった。 

２ 参観者の意見（具体的手立ての観点から） 

(1)授業のねらいや学習過程がわかる授業の実践 

・問いの深め方を説明して理解させるなど、本時の目標を達成するための手立てが見られ

た。史料も本時の目標からすれば適切なものであった。 

・時代を通貫した問いを立てることを導入部で示し、「単語でもよい」と生徒が書きやすい

環境を作った点がよい。 

・前後の時代のつながりを意識できるよう、ワークシートの形式を工夫していた。また、史

料の読み取りや考えた問いをグループごとに後ろの黒板に貼りだしていたのは、学習の

過程が視覚化されるとともに、クラス全体に共有化されていて効果的であった。 

(2)生徒自らが協働的な学びに向かうような発問の工夫 

・史料から考えたことをもとに問いを表現する活動に、さらに問いを表現する活動を入れ、

またその際の視点を明示していて、生徒はゴールに向かってどう考えればよいかわかり

やすかったと思う。 

・史料読解のポイントとして、どんな意図で出された史料なのか、そのことによってどう変

化したのかを考えさせた点がよい。 

・テーマを４つに分類し、全体・個・グループの場面を適切に設定し、協働的な学びになる

ような工夫が行われていた。 

(3)学びの質を保障するための形成的評価の工夫と活用 

・問いをグレードアップするために必要なスキルを模造紙で示して、生徒に道筋を示した点

がよい。 

・評価の場面が多いのでもう少し精選してもよいと思う。学びの質の保障のためには、もう

少し時間の確保が必要だと思う。 

３ 指導助言 

 問いを表現し、それを協働で深めるということに絞った授業は、新課程・新科目実施に向

けて思考力・判断力・表現力の育成に一石を投じた実践であった。前後の時代と結びつける

という視点は大切だが、室町時代・明治時代についての学習事項を思い出すのに時間がかか

っていたので、室町時代とのつながりを捉えさせるだけでもよかったのではないか。 
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高等学校数学科 数学Ⅱ 学習指導案 

                           日  時：令和 3 年 11 月 4 日(木) 4 校時 

                            学  級：2年 ABCD 組 高入理系 

Basic クラス 38 名 

      場  所：2年 B 組教室 

      授業者：堀内 純子 

 

１ 単元名 第６章 微分法と積分法 第２節 関数の値の変化 ５ 関数の増減・グラフの応用 

 

２ 単元の目標   

（１）微分法の考え方に関心をもち、事象の考察に活用しようとする。   【関心・意欲・態度】 

（２）微分法の考えを身につけ、具体的な事象について考察することができる。   【見方や考え方】 

（３）関数の値の変化を微分法の考えを用いて表現し的確に処理することができる。【表現・処理】 

（４）微分法の考えについて理解し、基礎的な知識を身につけている。      【知識・理解】 

 

３ 生徒と単元   

（１）生徒の実態 

男子 25 名、女子 13 名、計 38 名の Basic クラスであるが、学習に意欲的な生徒が多い。お互い

に話し合い教え合う雰囲気はあるが、自分の意見を積極的に発言する生徒は多くない。そして生

徒間の理解の差も大きい。そのため、ペアで互いの解答を確認する場や、考えを伝えあう場を増

やして、数学に対する自信を高めることに努めている。新しい課題に対して、自ら考え抜き解決

していこうとする力だけでなく、協働的に解決していこうとする力も養っていきたい。 

（２）本単元について 

 微分の概念は、いろいろな事象を数理的に扱うのに有用である。接線の傾きなどの具体的事象

の考察を通して微分の考えを理解し、その考えのよさを認識できるようにする。また、関数の値

の変化を調べるなど、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばしていきたい。 

（３）本単元の指導について  

接線の方程式や関数の極値を求めるなどの基本事項を身につけた後、それらを応用した問題

を自分で解決しようとする姿勢や思考力を身につけることを期待している。そのために、教科

書の問題を中心に授業をし、それに問題集や大学入試問題へのチャレンジ問題など、基礎から

発展へとつながるよう問題を選定しながら指導をしている。また、ペアでの話し合いの場を設

定し、自分の思考を自分の言葉で伝え、相手からも教えてもらうことで、「わかる」実感をも

たせたい。「わかる・できる」の実感と経験を重視した指導を丁寧に行っていきたい。 

 

４ 全体計画 

第６章 微分法と積分法（28 時間） 

第１節 微分係数と導関数（7） 

第２節 関数の値の変化（8）本時 7／8 

第３節 積分法（11） 

    章末問題（2） 

 

５ 評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

導関数を用いて関数の値

の増減や極大・極小を調

べようとしている。 

微分の考えを事象の考察

に活用しようとしてい

る。 

いろいろな事象を微分の

考えを考察し表現した

り、その過程を振り返っ

たりすることなどを通し

て、数学的な見方や考え

方を身につけている。 

導関数を応用して接線の

方程式を求めることがで

きる。 

関数の増減および極値を

調べ、グラフの概形をか

くことができる。 

微分係数と接線の傾きに

ついて理解し、知識を身

につけている。 

導関数を用いて関数の値

の変化を調べることを理

解している。 
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６ 本時の計画（本時 7／8 時間） 

（１）本時の目標 

・導関数を活用して、関数の増加、減少を調べる考え方に関心をもち意欲的に取り組むことが

できる。                             【関心・意欲・態度】 

・増減表やグラフを活用して、関数の最大、最小を調べることにより、日常の問題解決に微分

法が有用であることを理解する。                     【知識・理解】 

（２）学習過程  

過程 生徒の学習活動 教師の支援 
評価規準 

（評価の方法） 

導入 

(7 分) 

・復習問題を確認する。応用例題 4 

 

 

 

 

・どのようにして解くのか、ペアで

確認する。 

・発表してもらい、全体で確認する。 

 

 

 

 

 

・微分を用いて最大値を求めること、

長さを扱うことからx の定義域が

存在することを確認する。 

 

展開 

(35 分) 

●課題１を確認する。 

 

 

 

 

①個人で予想する。 

②A 班 B 班 C 班になり、展開図をも

とに立式し最大値を求める。 

【エキスパート活動】 

③各班から 1 人ずつ入る班に再構成

し、活動内容を伝えあう。その後、

分かったことや考えたことを話し

合う。【ジグソー活動】 

 

●課題２を確認する。 

 

 

 

 

・班で話し合い、問題解決に挑む。 

 

 

・六角柱、円柱、三角錐など、展開

図や容積を求められた班があった

ら発表してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・A、B、C の展開図はふたのある箱

ができることをイメージさせる。 

・切り取る部分のある長さをx cm、

箱の容積を ycm3とおいて立式す

るように指示する。 

・適宜話し合いが円滑に進むように

発問や机間指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身の回りにある箱や立体を想像す

るよう伝える。班で意見が出ない

ときは具体的な箱を提示する。 

（六角柱、円柱） 

・時間が足りない場合は、六角柱や

円柱の展開図を示し、それをもとに

次回までの課題として指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・微分法を用いて

最大値を調べ

ることに意欲

的に取り組ん

でいるか。【関

心・意欲・態度】 

 

 

 

 

 

 

 

・問題解決に微分

法が有用であ

ることを理解

しているか。

【知識・理解】 

まとめ

(8 分)
 

・学習課題の解決に際し、気づいた

ことをまとめる。 

・展開図、導関数、表面積などの観

点において、班や個人の考えをま

とめるよう伝える。 

 

1 辺の長さが 12cm の正方形の厚紙の四隅から、合同な正方形を切り取

った残りで、ふたのない直方体の箱を作る。箱の容積を最大にするには、

切り取る正方形の 1 辺の長さを何 cm にすればよいか。 

1 辺の長さが 12cm の正方形の厚紙から、一部を切り取って、できるだ

け容積が大きなふたのある箱を作りたい。次の 3つの箱の展開図なら、

どれを選んだらよいだろうか。 

A：       B：       C： 

 

 

 

1 辺の長さが 12cm の正方形の厚紙で、できるだけ容積の大きいふたの

ある立体を作る。そのためには、どのような立体、展開図を作ればよい

かを考え、容積の最大値を求めよ。ただし、立体は直方体でなくてよい。 
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校内授業研究協議会記録（数学） 

１ 授業者の反省･感想（授業者：堀内） 

・協働的な学びを実践する手法のひとつとして「ジグソー法1」を取り入れてみた。活発

な話し合いが行われていたが，ジグソー法の効果があったかどうかは検証が必要だ。 

・最終的な着地点があやふやになってしまった。時間が足りないことは予想していたが，

そのことをふまえて生徒の考えを絞った方がよかった。 

・生徒は「考える」をフルでやってくれたのでよかった。 

 

２ 参観者の意見（具体的手立ての観点から） 

(1)「授業のねらいや学習過程がわかる授業の実践」について 

・工藤：今日のねらいがあいまいだった。「微分ができること」なのか「立体の最大値を

求められること」なのかをはっきりさせた方がよかった。 

・中村：後半部の「直方体の展開図」を考えさせるだけでも面白かった。いろいろ扱い

すぎて授業のねらいがぼやけてしまったのかも。 

・小山：扱った題材がよかった。また入念な準備がなされていて，授業プリントも練ら

れていた。 

・虻川：１時間では内容が盛りだくさんだったのかもしれない。 

・鈴木：前半部の目的がよくわからなかった。「比べること」「計算できること」どちら

が目的なのかを明確にしたほうがよかった。 

 

(2)「生徒自らが協働的な学びに向かうような発問の工夫」について 

・工藤：いきなり「グループ活動」よりも，まず個人で考えさせるほうがいい。まず個

人で考え，その後グループで活動し，その成果を個人にフィードバックしたらどうか。 

・中村：教員の問いかけにより意欲的に授業に参加していてよかった。 

・小山：私も「個人」と「グループ」の切り替えが難しいと感じている。今回のグルー

プ活動は有効だった。 

・虻川：ジグソー法の可能性を感じた。このことについて勉強してみたい。 

・鈴木：よく準備されていた。生徒が生き生きと思考していた。 

・佐藤：授業の構成を工夫すると，さらに良い授業になったと思う。 

 (3)「学びの質を保障するための形成的評価の工夫と活用」について 

・工藤：グループ活動で話し合いが盛り上がったとしても，グループ内の一人しか理解
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していない場合がよくあるので，注意が必要である。 

・佐藤：生徒の M 君が「表面積と容積」について新たな疑問を持ち，それについて考え

ようとしていた。その考えを評価し，全体で共有すると面白かった。 

・鈴木：後半で「切り取る余白が小さくなれば，容積が最大になるのでは」と間違った

仮説を立てていた生徒がいた。そのことを拾い上げて掘り下げてみてもよかったのでは

ないか。 

 

３ 指導助言（数学科主任） 

 生徒が主役となって，様々な思考が時間いっぱいなされていた。また，教師の問いかけに

真剣に耳を傾ける様子から，平素からの生徒との信頼関係が垣間見られ，入念な準備による

生徒への仕掛け，グループ活動による思考の深化など，秋田型の授業が実践されていてとて

もよかった。 

 ジグソー法に関しては，今後の課題である。職員間で研修を深めながら効果的な指導方法

について模索していければと思う。 
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高等学校第 2 学年理科(化学)学習指導案 

日 時 令和３年１０月１８日 

授業者 秋田南高校 松田 達也 

場 所 2 年 A 組教室 

使用教科書 第一学習社 改訂 高等学校 化学 

 

１ 単元名  

第Ⅱ章 ３節 化学反応の速さ 

 

２ 単元の目標 

(1)化学反応には瞬間的な反応から長期間にわたる反応があることを知り、なぜそのような差を生じ

るのかを探求しようとする。 【関心・意欲・態度】 

(2)時間と濃度の関係を表すグラフから反応速度を求めることができる。また、反応速度式を用いて

反応速度を求めることができる。 【思考・判断・表現】 

(3)過酸化水素の分解反応において、定量的な実験であることを意識して観察し、実験操作を行うこ

とができる。 【観察・実験の技能】 

(4)反応速度は濃度、温度が高くなるにつれて、大きくなることを理解している。 【知識・理解】 

 

３ 単元と生徒 

(1)本単元について 

化学変化には、燃焼や爆発など瞬間的な変化の他に、金属がさびるなど長時間を要する変化

がある。そこで、化学変化の速さを表すものとして反応速度を定義することから単元が始ま

る。また、反応速度が反応物の濃度や温度、触媒の有無で変わることを学習する。基本的な条

件での反応速度を求めることや、濃度や温度の変化と反応速度の変化、触媒の有無による反応

速度の変化を論理的に説明できるようにしたい。この単元の学習を進めることで、化学平衡の

単元の導入となる。また、大学で学ぶ際には、化学反応の自発性や反応速度の考察による反応

機構の予測につながる重要な単元である。 

反応速度の前には化学反応と熱エネルギーの単元を学習しており、反応の自発性について触

れている。触媒は、中学生の理科から教科書に記載されており、また、化学だけでなく生物分

野でも取り上げられている。 

(2)生徒の実態 

男子２９名、女子１１名 

４０名の理系クラスである。理解力が高く、授業に臨む姿勢も積極的である。話し合いの時

間などは周囲と協働して解決しようとする姿勢がある。一方で、定期考査の結果からは、演習量

や計算力が不足している様子がうかがえる。授業内での演習の時間を増やしていく必要がある。 
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(3)本単元の指導について 

化学反応の速度を単位時間当たりの濃度変化で表すことを強調することで、反応速度式

で反応速度を表す場合も反応速度は mol/(L･s)となることに気付かせたい。さらに、速度定

数は反応速度の単位が mol/(L･s)となるように、反応次数により変わるということにつなげ

たい。発展的な内容ではあるが、過酸化水素や五酸化二窒素の分解反応のような一次反応

を例に取り上げ、平均の反応速度とその時間の濃度の平均値が、瞬間の反応速度を表す反

応速度式で求めた反応速度に近似的に一致することから、速度定数を求められるというこ

とにも触れたい。計算が中心となるとなる単元であるが、反応速度の変化と濃度や温度の

変化、触媒の有無がどのような関係にあるかを定性的かつ論理的に理解させたい。 

 

４ 本時の計画（本時 4/4時間） 

(1) 指導の目標 

・反応速度と温度、触媒の関係を理解している。 【知識・理解】 

・反応速度と濃度、反応速度と温度、反応速度と触媒の関係を説明できる。 

 【思考・判断・表現】 

(2) 学習の課程 

過程 生徒の学習活動 学習形態 教師の支援 評 価 

導入 

5 分 

・教師実験を観察する。 

 

 

・教師実験の結果から、

化学反応と温度の関係を

予想する。 

一斉 ・過酸化水素の分解反応

を温度の異なる水溶液で

反応させる。 

・反応速度と温度の関係

を生徒に予想させ、理由

とともに答えさせる。 

（反応は一目瞭然） 

 

 

 

 

展開 

40 分 

・教科書を読む。 

 

 

 

・教師の問いに答える。 

 

 

 

・教師の説明を聞く。 

 

 

 

個人 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

・教科書を読ませ、一般

的に 10 K の温度上昇で

反応速度は 2～3 倍にな

ることを伝える。 

・簡単な問に応えさせ

る。（温度が 30 K 上昇す

ると、反応速度は何倍に

なるか） 

・指数関数的に増加する

ことを強調する。 
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・反応速度と温度に関す

る問(50 字の論述)を解

く。 

(キーワードとして、活

性化エネルギーを上げさ

せる。) 

・近くの生徒と解答を確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

グループ 

 

 

 

 

 

 

・活性化状態、活性化エ

ネルギーについて説明す

る。 

・分子のエネルギー分布

図を思い出させる。 

・分子のエネルギー分布

図に活性化エネルギーを

書き足す。 

・温度が高くなると、反

応できる分子数が大幅に

増えることを確認する。 

 

 

・問を配信する。 

・キーワードは何かを考

えさせる。 

・生徒どうしでどのよう

な解答が最も適当か予想

させ、その根拠も話し合

わせる。 

・解答・解説を生徒に発

表させ、不足した内容を

補足する。 

・温度が高くなると、反

応できる分子数が大幅に

増えることを確認する。 

・触媒のはたらきを説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・反応速度と温度、触

媒の関係を理解してい

る。【知識・理解】 

・反応速度と温度、触

媒の関係を説明できる。 

【思考・判断・表現】 

プリント 

 

まとめ 

5 分 

・本時の授業の振り返り

をする。 

個人 ・本時の振り返りをさせ

る。 

 

 

 

【学習課題】 温度と反応速度の関係を説明できる。 
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家庭科「家庭基礎」学習指導案 

日 時：令和３年１１月２２日 

場 所：１年Ｆ組教室 

対 象：１年Ｆ組(３２名) 

授業者：髙橋 雅子 

 

１ 単元名    第８章 経済生活を営む   

 

２ 単元の目標   

持続可能な社会を見通して、自立した生活を営むために必要な生活における経済の計画や消費生活及び環境と

の関わり等に関する理解を深め、消費者の権利と責任を自覚して主体的に行動する力を身につける。 

 

３ 単元と生徒 

（１）本単元について 

 消費生活を取り巻く環境が多様化・複雑化している中、現代の高校生は、日々の消費行動を通して世界と密接

に関わっている。自立した消費者として適切に意思決定を行い、生涯を見通して経済生活をマネジメントする力

を身につけるとともに、消費行動における意思決定がやがて社会を創造することにつながることを理解し、環境

に配慮した選択を持続的に行っていくことが求められている。 

日常の消費生活から持続可能な社会を考え、世界や日本における取り組みを理解し、自分たちにできることを

考えさせたい。 

 

（２）生徒の実態 

現在、国際探究の活動を通して、ＳＤＧｓについての研究を行っている。専門講座や探究活動の中で地域や世

界の現状と課題を学んでいるが、自分の生活と関連づけて考え、行動している生徒は多くない。そこで本時では、

協働作業を通して、エシカル消費について考え、消費者として適切な意思決定ができるきっかけとなるように取

り組ませたい。 

 

（３）本単元の指導について 

ＳＤＧｓ「１２つくる責任 つかう責任」と関連させて、消費者市民社会の一員としてできることを考えさせ

たい。本単元では、グループワークの活動をGoogle Jamboardを用いて行う。 

 

５ 単元計画（総時数７時間） 

 （１）計画的に使う（１） 

 （２）現代の消費社会（１） 

 （３）消費者をめぐる問題（２） 

 （４）よりよい地球環境に向けて（１） 

 （５）私たちの消費生活が作る未来（２）（本時７／７） 

 

６ 単元の評価規準 

（ア）関心・意欲・態度 （イ）思考・判断・表現 （ウ）技能 （エ）知識・理解 

適切な情報の取捨選択や活

用に関心を持ち、消費行動

における意思決定の重要性

について考えようとしてい

る。 

環境保全に対する社会全

体の取り組みや見通しの

必要性から、持続可能な

社会に向けた消費行動を

しようとしている。 

消費行動における意志決定

について、具体的な事例を

ふまえて主体的に考え、適

切に判断することができ

る。 

消費行動と環境との関わり

について、自身の生活と関

連させて課題を見い出し、

生活の質を向上させるため

にはどのような消費生活を

築けばよいかを考え、工夫

している。 

自立した消費者として、多

様な情報の中から、適切な

情報を取捨選択し、目的に

応じて活用する技術を身に

つけている。 

身近な生活の中から、環境

に関わる生活の仕方を点検

し、生活様式の見直しや環

境に調和した生活など、自

分の消費行動を検証するこ

とができる。 

消費行動における意思決定

の重要性を理解している。 

環境問題に配慮したグリー

ンコンシューマーとなるこ

とが求められていることを

理解し、家庭生活と資源・

環境との関わりについて、

自立した消費者になるため

の知識を身につけている。 
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７ 本時の計画 

（１）目標   エシカル消費について理解し、自分たちの消費活動が作り出す未来について考える。 

 

（２）学習過程 

過程 学習活動 
学習

形態 
指導上の留意点 評価 

 

導入 

(5分) 

  

・本時の目標を確認する。 

・エシカル消費、エシカルコンシューマーに

ついて知る。 

    

 

全体 
  

 

・「エシカル消費」「エシカルコンシ

ューマー」の定義を確認させる。 

 

 

展開① 

(10分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・エシカル消費について、自分たちの消費行

動から考える。 

 

 

 

 

 

 

・ＳＤＧｓ１７の目標のうち、「１２つくる

責任 つかう責任」について考える。 

 

 

全体 

 

 

 

 

 

 

 

全体 
 

 

  

・バングラデシュで起きた縫製工場

ラナ・プラザの崩壊事故、フェアト

レード、児童労働などに触れ、自分

たちの消費行動が世界にもつなが

っていることを意識させる。 

（動画視聴） 

谷川俊太郎「そのこ」 

 

・「つくる責任」についてペットボト

ルを例に、企業の取り組みを紹介す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開② 

(30分) 
 

 

 

 

・「つかう責任」の視点からエシカル消費に

ついてグループでテーマを考え、広告を制作

する。 

・発表に向けたプレゼン内容について考え

る。 

・発表者、発表順を決める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グループ毎にプレゼンをする。 

 

 

 

ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 

 

 

 

・グループ毎にJam Boardを用いて

広告を制作させる。 

・「つかう責任」について、消費者が

エシカル消費に積極的に取り組み

たくなるような内容の広告を作ら

せる。 

・一人一人のエシカル消費が世界の

未来を変えることにつながること

を意識させる。 

・各グループの作品を確認し、自分 

たちの考えを補足するよう指示す

る。 

・Jam Board を効果的に使うことが

できるように適宜声かけをする。 

 

・各グループのプレゼン（キャッチ

コピー）を記録させる。 

      

  

まとめ 

(5分) 

 

  

・学習の内容を振り返り、ワークシートをま

とめる。 

 

個人 
 

・本時の振り返りをさせる。 

・次時の内容にふれる。 

  

ﾜｰｸｼｰﾄ 

（ア） 

  

 

私たちの消費生活が作る未来～エシカル消費の広告を作ろう～ 

- 28 -



 

Ａ－３ 初任者研修講座（高等学校） 

 

教諭 齊藤 智也 

 

１ はじめに 

 教育公務員特例法により、初任者研修が義務付けられており、学級や教科・科目の指導等を担当しなが

ら、実践的な指導力を身に付け、教員としての使命感を養うことが求められている。 

本県では、昭和 57 年度以来「豊かな人間性を育む学校教育」の実現を目指して、「思いやりの心を育て

る」「心と体を鍛える」「基礎学力の向上を図る」「教師の力量を高める」ことを目標に、学校教育の充実・発

展に取り組んでいる。「第３期あきたの教育振興に関する基本計画」（令和２年３月策定）において、「ふるさ

とを愛し、社会を支える自覚と高い志にあふれる人づくり」を、目指す教育の姿として掲げ、「教育立県あき

た」の実現を図っている。 

「秋田県教職キャリア指標」に基づく、教員一人一人のキャリアステージに応じた資質能力の向上に資す

る研修として、初任から３年目までの「実践的指導力習得期」には、「教員としての心構えや公務員としての

モラル、学習指導要領や教育課程についての基礎的知識及び指導力を身に付ける」ことが示されており、

「マネジメント能力」「生徒指導力」「教科等指導力」の向上や、それらの資質能力を活用して本県の共通教

育課題の解決を目指す研修を、ＯＪＴ（職場での業務を通じた研修）を重視して継続的に実施している。 

 

２ 概要 

【高等学校校外研修一覧】 

Ａ ­ ３ 初任者研修講座（高等学校） 

研 修 の 目 標 対  象 

教員としての心構えを身に付けるとともに、学習指 

導やホームルーム経営、生徒指導等についての

基礎的・基本的な指導力を養う。 

・今年度、高等学校に新規に採用された教諭 

期 日  時 研 修 内 容 指標における主な項目 

Ⅰ ４／28（水） 

【開講式】 初任者への期待 

○教育公務員の服務 

○学校組織の一員として①－組織原則の理解－ 

○授業づくりの基本 

○授業で取り組む情報教育① 

 

基礎的素養 

マネジメント能力③ 

教科等指導力①② 

教科等指導力① 

Ⅱ ５／12（水） 

○学習指導要領の要点 

○教科指導の現状と課題 

○教科指導計画の作成 

教科等指導力① 

教科等指導力① 

教科等指導力① 

Ⅲ ６／９（水） 

○教科における基本的な指導技術と授業展開 

○教科における評価の内容と方法 

○いじめ等の問題行動や不登校の理解 

教科等指導力② 

教科等指導力①② 

生徒指導力①② 
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期 日  時 研 修 内 容 指標における主な項目 

Ⅳ 

ａ ８／５(木) 

○安全教育と応急手当 

○教員のメンタルヘルス 

○他者と共によりよく生きる力を育てる道徳教育 

○授業で取り組む情報教育② 

マネジメント能力④ 

マネジメント能力 

教科等指導力① 

教科等指導力① 

ｂ ８／６(金) 

○キャリア教育の充実 

○いじめや不登校への具体的な対応 

○総合的な探究の時間の充実 

教育課題への対応① 

生徒指導力①② 

教科等指導力①② 

Ⅴ ９／１（水） ○中学校との関連を踏まえた授業づくり 教科等指導力②③ 

Ⅵ ９／２９（水） 
○授業展開の方法と実際① 

○教材研究と教材開発の工夫 

教科等指導力② 

教科等指導力① 

Ⅶ １０／１４（木） ○授業実践研修 教科等指導力③ 

Ⅷ １０／２７（水） 

○特別な支援を要する児童生徒の理解と支援① 

○特別な支援を要する児童生徒の理解と支援② 

○授業展開の方法と実際② 

生徒指導力①④ 

生徒指導力①④ 

教科等指導力③ 

Ⅸ １／６（木） 

○学校における教育相談 

○特別活動の理解とホームルーム経営 

○学校組織の一員として②－目標管理－ 

【閉講式】 初任者研修を終えるに当たって 

生徒指導力① 

教科等指導力①② 

マネジメント能力②③ 

※Ⅱ期、Ⅲ期、Ⅴ期、Ⅸ期はオンラインで実施。 

※６／３０（水）：令和３年度高等学校初任者研修「特別支援学校訪問」（場所：秋田県立栗太支援学校） 

※７／２６（月）：ＰＡ研修中止。 

※１０／１３（水）；授業研修（秋田明徳館高等学校）中止。 → レポート提出 

 

【校内研修】 

１ 一般研修 ２７日 

２ 教科研修 ３６日 

 

３ 研究授業 

 今年度、研究授業を行ってきた中で指導主事訪問の際に実践した内容を記載する。 

 高校では来年度から新学習指導要領の内容が年次進行で始まるに伴い、今回は保健の「精神疾患の予

防」を新学習指導要領の視点で授業実践した。単元の評価規準は現行のものではあるが、授業内容や単

元間のつながりは新学習指導要領で行ってみた。その際に、中等部では新学習指導要領で授業が始まっ

ているので、中等部の先生とも協議を重ね、新しい教科書の内容へ関連付けながらの指導案作成を行っ

た。授業ではパワーポイントや動画を活用するなどのＩＣＴの活用で授業を進め、生徒間の言語活動と発表

の場面、全体での共有の流れで行った。 

 授業後の協議では、生徒の変容を把握するための手立てや時間の設定が必要であること、本時の目標

を常に掲示しておく方法などの板書の仕方の工夫などの意見があがった。一人一台端末の活用も含めて、

生徒の意見の集約・共有や次時につながる授業構成の再考にしていきたい。 
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４ まとめ 

 今年度の高校採用人数は１８名であり、そのうち高校体育は２名であった。秋田県総合教育センター研修

は記載の通りであるが、新型コロナウィルス感染症の感染拡大のため急遽、第Ⅱ期・第三期・第Ⅴ期がオン

ライン研修になるなど例年とは違う形態でのセンター研修であった。初任者研修では教員としての在り方や

各教科指導の進め方、生徒指導や教育相談の工夫など、普段の教育活動において求められる資質・能力

の育成・向上を同期とともに研修に努めた。 

これまでの講師歴で様々な教育課程を経験してきたが、経験値だけでは教育はできないと実感した。初

任者としてこれまでとは違う教育活動（教科指導）はできないかと模索してきた中で、一人一台端末の導入

や校内無線ＲＡＮの整備が秋田県では進められていることもあり、ＩＣＴの活用を一つのテーマとして実践し

ている。教科指導においてパワーポイントでの授業構成やグーグルクラスミートで生徒の意見の集約と共有

を行ってみたりもした。技術不足もあり活用方法が十分ではないが、その他の教育活動も含めてＩＣＴの用

途の拡大に努めたいと思う。 

 今年度初任者として秋田南高校に赴任し、教諭として教科指導や部活動指導等などの教育活動をこれ

までよりも幅広い視点と一層の責任感で職務を経験している。秋田南高校はグローバルハイスクールネット

ワーク事業の参加校として探究活動にも力を入れている学校なので、前記のＩＣＴの活用も含めて様々な視

点で教育ができる力を身につけていきたい。 

令和４年度から新学習指導要領が高校でも始まるに伴い、変化に対応する能力が求められるとともに、

多様な生徒対応への対応と保護者の協力、地域との連携など、開かれた学校にするためには個の力では

なく、チーム学校としての力が求められている。初任者研修で学んだことをこれからの教員生活に還元でき

るようにしていきたい。 
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高校第２学年 A組 理科学習指導案 

日 時 令和 ３年 ７月１１日 

授業者 松 田 達 也 

場 所 2年 A組教室 

 

１ 単元名  

第Ⅰ章 ４節 溶液の性質 

 

２ 本時の計画（本時 2/7時間） 

(1) 指導の目標 

・ヘンリーの法則を理解することで、溶液に溶解している気体の量を求めることができる。 

【思考・判断・表現】 

 

(2) 学習の過程 

過程 生徒の学習活動 学習形態 教師の支援 評価 

導入 

5分 

・気体が液体に溶解して

いることを理解する。 
個人 

・身近な例を挙げ、具体

的にイメージさせる。 

 

展開 

35分 

・ヘンリーの法則を、例

題を通して理解する。 

・問を解く。 

 

 

 

 

 

・ヘンリーの法則と溶解

している気体の体積の関

係について考える。 

個人 

 

 

・問を解説し、法則の活

用のしかたを理解させ

る。 

・気体の法則を復習し、

混合気体の場合を考えさ

せる。 

・文字式を用いて具体的

なイメージを持たせる。 

 

 

・ヘンリーの法則を利用

して溶解している量を求

めることができる。 

【思考・判断・表現】 

（ノート） 

まとめ 

10分 

・気体の溶解度が実生活

に及ぼす影響を理解す

る。 

個人 
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中堅教諭等資質向上研修を終えて

教 諭 松田 達也

１ 研修を終えて

昨年から続くコロナ禍の影響もあり、予定していた研修は中止を余儀なくされるものもあった。部

活動の大会等も重なり、一堂に会して研修ができたのは1回のみであった。ちょうどⅣ期がそれにあ

たり、キャリア教育・情報教育・道徳教育が研修内容であったため、他校の実情や取り組み、個人

の考えを知る有意義な時間となった。

この研修を通して考えさせられたのは、学校経営上での「ミドルリーダー」という立ち位置である。

スキルアップシートでも研修当初から自らの課題として浮き彫りになったが、一貫してその課題の達

成には至っていないと感じていた。様々な経験を積んできたとはいえ、主体的かつ自覚的にそのこ

とを意識して学校経営に取り組む事はとてもハードルが高かった。考えは持てども実践力がはたし

てどの程度あったかは振り返ってみても自覚するに及んでいない。今回の研修で個人のスキルアッ

プはもちろんのこと、学校全体を考えた組織への貢献をいかに意識して仕事に取り組んでいくかを

認識した。更に研究と修養を積んでいきたいと感じた有意義な研修となった。最後に、この研修で

お世話になったすべての方々に感謝を述べたい。

２ 選択研修について

（１）研修先 トヨタカローラ秋田株式会社横手支店

（２）主な研修内容 接客業務・来客対応

（３）研修の成果

店長の伊藤様に終始言われていたことは、トヨタカローラ秋田株式会社は残業が無いという

こと。定年退職され、サポートとして働かれている方とも話す機会が多く、昔は残業や休日出勤

が日常的だったため、現在のように定時でショールームが閉まるようになった時には非常に苦労

したと伺った。特に、営業では時間外に客の家を訪問し、商談することも多かったからだそうだ。

トヨタカローラ秋田株式会社全体として、「そうするためにどうしたら良いかを考えること」

が習慣化されていて、定時にショールームが閉まるとしたらどうしたらよいかと考え続けて現在

の様に仕事の効率化がされたとのことだった。

私も、業務内容の取捨選択や効率化などどのようにしたら良いかを常に考え続けていきたい。
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秋田南高校 外国語科（英語表現Ⅱ）学習指導案 

 

日 時  令和３年７月１３日（火） 

     ２校時 9:40~10:30 

授業者  伊藤 孝紘 

場 所  秋田南高校２年Ｄ組教室 

 

１ 単元名    友人とは 

 

２ 単元の目標   

（１）自分の意見について、対話を通して内容を発展させ、論理的に書くことができる。 

【外国語表現の能力】 

（２）相手の意見に対して、質問を続け会話を続けることができる。     【外国語表現の能力】 

 

３ CAN-DO 形式での学習到達目標との関連 

・身近な話題について、自分の考えを相手に伝えることができる。               【GRADE 3 Speaking】 

・興味のある事柄について、自分の意見や感想を書くことができる。            【GRADE 4 Writing】 

 

４ 単元観 

本単元は、表現活動のために設定したトピックで、「自分のことについて語る」という内容のテ

ーマのうちの一つである。第１回定期考査までは賛成か反対かなど二者択一のテーマについて論理

的に具体例を示しながら作文を書き、今回からこのテーマを書き始めた。理由を列挙する”First, ... 

Second, ...”というフォーマットから離れた書き方を学んで欲しい。 

 

５ 生徒観 

このクラスは文理混合で２年次から「学術探究コース」を選択した生徒 40 人を２クラスに展開

したうちの 20 人であり、全員理系である。学力も高く難関大学を志望する生徒が集まっている。

ほとんどが本校中等部から進学してきた生徒である。英語で話すことに抵抗はないが、積極的に英

語を使おうという雰囲気はまだ集団の中で醸成されておらず、教師の求めがあってはじめて英語を

使い始める生徒が多い。学術探究では秋に英語での発表が控えており、積極的に英語で質疑応答が

できるように、相手の意見を聴き内容を理解し質問する技術を授業の中で身に付けさせたいと考え

ている。 

 

６ 単元計画 

１時間目 ・・・Speaking and writing（本時） 

２時間目 ・・・Feedback and Rewriting 

３時間目 ・・・Feedback 
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７ 単元の評価基準 

A コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 

B 外国語表現の能力 C 外国語理解の能力 D 言語や文化につい

ての知識・理解 

コミュニケーションに 

関心をもち，積極的に 

言語活動を行い，コミ 

ュニケーションを図ろ 

うとしている。 

英語で話したり書いた 

りして，情報や考えな 

どを適切に伝えている。 

英語を聞いたり読んだ 

りして，情報や考えな 

どを的確に理解してい 

る。  

英語やその運用につい 

ての知識を身につけて 

いるとともに，言語の 

背景にある文化などを 

理解している。 

 

 

８ 本時の計画（本時３／３時間） 

（１）目標 

 ・メモをもとに自分の意見を話したり、論理的に書いたりすることができる。【外国語表現の能力】 

 ・相手の意見に対して、質問を続け会話を続けることができる。       【外国語表現の能力】 

 

（２）学習過程 

過程 生徒の学習活動 学習形態 教師の支援 評 価 

導入 

20分 

・友人についての small talk

を行い、全体で数人の意見を

シェアする。 

ペア 

一斉 

 

Q&A を通して、生徒から情報を引き出し、

質問のモデルを示す。 

 

  

 

展開 

20分 

 

  ・本時のテーマを提示する。  

 

 

【学習課題】 

What is your definition of a good friend? 

 

 

 

 

 

 

・課題に対してBrainstorming

する。 

 

ペアで意見を交換し合う。 

 

ペアを変えながら意見を交換

し合う。 

 

Brainstorming と意見交換の

内容をもとに60~80語程度の

英語でテーマについて作文を

する。 

 

個 

 

 

ペア 

 

ペア 

 

 

個 

 

 

 

 

 

・机間指導しながら、支援する。 

 

 

・メモをとりながら聴くように指示する。 

 

・適切なフィードバックや質問をし、内容

を深めさせる。 

 

・理由や例を挙げながら内容を深めるよう

に指示する。 

・机間指導しながら、支援する。 

  

 

 

 

 

 

 

B 

まとめ 

10分 

・書いた内容をペアで意見交

換し、相手の意見に対して質

問をする。 

 

ペア 

 

・質問の答えに対して更に質問を続けられ

るよう指示する。 

 

B 
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中堅教諭等資質向上研修を終えて 

 

教諭 伊藤 孝紘 

 

１ 研修を終えて 

実践的指導力向上研修から早くも３年が過ぎ、教員生活の１つの節目となる中堅教諭等資質向上研修

を行った。今年は私を含め３人が研修に参加したが、それぞれが忙しい中お互いに声を掛け合いながら研

修を進めることができ大変心強かった。コロナ禍で中止になったり、リモートで開催したりと多少の変更はあ

ったものの無事に１年間研修できたことをありがたく感じている。 

教育センターでは、教科指導、生徒指導、キャリア教育、情報教育、道徳教育、そして教員の服務につ

いての講義やワークショップを受講した。自分自身のこれまでの経験と照らし合わせながら様々な事案につ

いて他の教員と話し合う中で、それぞれの教員が違った１０年間を過ごしてきたことにより、様々な視点から

意見を出し合うことができ学ぶことが多かった。特に最終回のキャリアデザインのワークショップでは、これま

でのキャリアを振り返り共有するという活動を行ったが、他の教員が経験してきた喜びや悩みに深く共感す

ることができ、仲間意識がより強固なものになったように感じた。 

この研修を最後に年次研修は終わるが、中堅教諭に求められる資質や能力に関してまだまだ足りないこ

とが多く感じた。学校規模のこともありいわゆるミドルリーダーであるという自覚がなく、これまで学校運営に

関わってきたわけではないが、教科の指導など自分の得意とする分野から積極的に意見を出し、校内の取

り組みに繋げていきたいと考えている。 

 

２ 選択研修について 

（１）研修先  花火伝統文化継承資料館はなび・アム（大仙市） 

（２）主な研修内容  資料のデジタル化、接客、文化財の見学 

（３）研修の成果 

８月１７日（火）から１９日（木）の期間で実施した。花火伝統文化資料館では主に、全国各地の花火大会

で打ち上げられた花火のリバーサルフィルムに番号を付け、それぞれの玉名をエクセルファイルに打ち込

むデータベース作りの作業を行った。また、大仙市内の文化財や資料館を案内していただき、展示や保存

に関する方法や、地域への発信について教えていただいた。 

３日間を通して一番に感じたことは、自分の住む市にこれほどまで価値のある文化財や資料について知

らなかったことが多すぎるということである。花火だけでない、地域の魅力を再発見する機会となった。文化

財巡りに同行してくださった職員の方々は、他の施設を見ながら、自分たちの施設をどう発信していくかに

ついて真剣に話し合われており、その姿勢にも感銘を受けた。花火を大仙市の産業として発展させるため

市役所は花火産業推進課を設置し、また地元の花火業者は共同で会社を立ち上げ、花火の生産受注か

ら、国産花火用マツ炭の生産販売などを行い、市と花火業者が連携をしながら花火産業を発展させていこ

うという取り組みが見えた。 

 研修初日に大仙市の小中学校新任教諭 10 名ほどが、ふるさと学習の一環としてはなび・アムを訪れ研

修を行っていた。県立高校の研修ではそのような機会は得がたいので、赴任する先々で自ら地域の歴史

や伝統文化について理解を深め、それを生徒に発信していきたいと思う。 
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令和３年度中堅教諭等資質向上研修

特 定 課 題 研 究 レ ポ ー ト

所 属 校 秋田南高等学校 職・氏名 教諭 伊藤 孝紘

Ａ：本県の教育課題に関する研究 Ｂ：マネジメントに関する研究

Ｃ：生徒指導に関する研究 Ｄ：教科指導に関する研究

研 究 内 容 Ｅ：道徳教育に関する研究 Ｆ：特別活動に関する研究

Ｇ：総合的な探究（学習）の時間に関する研究 Ｈ：特別支援教育に関する研究

Ｉ：その他

研究テーマ 外国語の授業におけるライティングとスピーキングの統合的な活動による生徒のアウト

プットに係る技能の向上

１ 研究の概要

2021年度大学入学試験から、外国語の試験にスピーキングテストが導入される予定であったこ
とを受け、授業の中で継続的にスピーキング活動を行い、技能を高める必要性に迫られた。スピ

ーキングテスト自体は見送られたものの、話すことの技能が「発表」形態のものと「やりとり」

の２つに分類されるなど、その重要性は更に高まっている。さらに、新課程では論理的に表現す
ることが求められ、ただ英語が話せるのではなく、自分の意見を正確に伝える力が必要になる。

秋田県では外国語指導の重点として『パフォーマンステスト等の実施による、多様な評価の工夫』

を挙げている。そこで最終的な目標としてスピーキングテストを設定し、それに向けスピーキン
グ活動だけでは深めることが難しかった内容の部分をライティング活動で補い、ライティング活

動でよく生徒が直面する問題をスピーキング活動で補うことによって、これら２つの技能がそれ

ぞれ相乗効果をもたらすことを期待して上記のテーマを設定した。

（１）現状と課題

ライティング活動において生徒が直面する課題としてよく挙げられるのが“what to write”の
問題である。何を書いたらよいか分からず、ペンが進まない生徒をよく目にする。これは英語力

の問題ではなく、十分に材料があれば解決できる問題である。

スピーキング活動における課題は、話す英語の正確性について評価とフィードバックがしづら
く、スピーキング活動を続けることだけでは技能の向上にはつながらないということである。

ライティング活動とスピーキング活動の両方に共通してある課題としては、40人規模のクラス

では活動に時間がかかりすぎ、また生徒一人一人にフィードバックすることが難しい点である。
エッセイを課題として出しても40人のものを一度に添削するのは容易ではなく、更には複数クラ

スをもつことを考えると一度に100枚前後の添削はあまりにも負担が大きく継続することが困難で

ある。スピーキング活動においては１時間の授業の中でフィードバックできる人数には限りがあ
り、スピーキングテストを実施するにしても２時間程度かかってしまう。

（２）方法
現在、英語表現の授業を、クラスを解体し20人以下の規模で実施している。これによって、ラ

イティングの添削の負担が格段に減り、年間で10題程度扱うことができる。週２時間の授業を１

時間は教科書、もう１時間はスピーキング・ライティング活動に充てることで、次のライティン

グ活動までの時間が空き、余裕をもって添削することできる。複数クラスを担当しても添削のタ

イミングをずらすことができ、心理的にも負担を減らすことができる。またスピーキング活動に

おいては１時間でスピーキングテストを実施することが可能になり、評価やフィードバックに余

裕が生まれる。

活動はテーマ１つにつき２時間を割り当てている。１時間目はスピーキング活動を行ってから

１回目のライティングを行う。２時間目は添削した作文を返却し、それを元にペアで質問などを

繰り返し、内容を深めた上でもう一度書き直し提出する。定期考査ごとに２～３題扱い、そのう

ち一つを題材にしたスピーキングテストを行う。

前述のwhat-to-writeの問題を解決するために、スピーキング活動をライティング活動の前に取
り入れた。ライティングのテーマに対してブレーンストーミングをし、それをペアで共有するこ
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とによってまずは材料を得ることができる。さらにペアを変えながら同じことを何度か繰り返す

ことで様々な視点を得ることができ、多角的にテーマを捉えることができるようになる。次に、

ペアで出てきた意見をクラス全体で共有し、それについて他の生徒や教師から質問をする。教師
からはその場でフィードバックも行う。ペアワークや全体共有の中で出てきた意見を自分の作文

に反映させることも許容することで、what-to-write問題を解決できる。

スピーキングテストの評価については、ルーブリック（別紙）を用いることで教員間の評価の
ブレを少なくし、生徒にも評価基準を開示し自己評価させることで次のテストに向け改善すべき

ポイントが明確になる。評価の観点は①聞き取りやすさ②内容③質問の理解④質問への回答、の

４つを設け、①と②は「発表」についての評価、③と④は「やりとり」についての評価と分けて
いる。スピーキングテストは１対１で行う。生徒はライティング活動で扱った題材の中から一つ

選びそれを暗記して発表する。その内容について教師が質問をし、やりとりの部分を評価する。

教師は２度添削をした内容なので質問をあらかじめ準備でき、生徒は添削されたものを覚えるの
で、表現の正確性についてはある程度保証されている。やりとりの部分のテストでは生徒の発言

に対してリキャストするなどして文法的なフィードバックをコミュニケーションの中で行うこと

ができるので、即時性という点においても有効である。

２ 成果と課題

与えられた題材についての知識がないために英作文に手をつけられない生徒はほぼいなくなっ
た。さらには、自分の知識や経験をスピーキング活動の中で引き出し、他の生徒の意見と結び付

けながら内容を深めることができるようになった。このようなスキーマアクティベーションの活

動はコミュニケーション英語で単元の初めに行うことはあるが、ライティング活動においても有
効であると感じた。生徒個人だけの活動では、どうしても内容を深め切ることができなかったり、

教師からのフィードバックも回数が限られてしまったりという課題があった。生徒同士でやりと

りをする時間を設けることで１人の生徒が受けるピアフィードバックの回数が格段に増え、新た
な視点から自分の考えを述べることができるようになった。

スピーキング技能については、回数を重ねるごとにテストの平均点が上がっている。ルーブリ

ックを使って自分のスピーキングを自己評価し、それを教師の評価と比べることで自身の課題を
明確にし、次のテストに向けて具体的な目標を掲げ取り組むことができているようであった。ま

た、評点に占めるスピーキングテストの得点の割合を以前よりも高く設定することで、生徒がよ

り真剣に取り組むようになった。特に理系には英語を苦手とする生徒が多いが、スピーキングテ
ストに力を入れることで点数が取れ自信につながっているようである。

これからの課題として一つには論理性の不足が挙げられる。説明不足や、日本語使用者に特有

の読み手に行間を読ませる書き方など、生徒同士では気付きづらい点は教師からなんらかの形で
提示しなければならないと感じた。１年の中で浮き彫りになった課題については年間計画の中に

落とし込んで、指導する準備を整えていきたい。

内容に関しても、生徒の知識だけではこちらが求めるレベルまで辿りつかない場合があった。
２回目を書く前に全体でフィードバックすることもしたが、生徒が自分自身で能動的に得た知識

である方が外国語の学習として相応しいように感じた。コミュニケーション英語の教科書などの

読み物を題材として与え、ある程度背景知識を共有した状態でライティング活動に取り組むこと
も内容を深める上で重要である。２時間のユニットの活動で４技能を統合的に使うことができる

という利点も得られるため、英語表現に限らずコミュニケーション英語の時間でもクラス規模に

よっては実施できる。また、教科横断的な授業を展開することも可能になる。理科や国語、地理
歴史などで扱った内容について英語で表現活動を行うことでC L I Lを実践するためのプラットフ

ォームとして各教科をつなぐ役割を担うこともできるだろう。

この活動は扱う題材によってはディベート活動にスムーズに繋げることができる。これまで全
県の様々な高校で英語ディベートに関する授業研究がなされており、本校では積極的に英語ディ

ベート大会に生徒が参加しているが、一部の生徒に限った活動になっている。授業の中でディベ

ートに必要な力を身に付けさせるためには、英語の授業だけでは到底まかないきれるものではな
く、ましてや英語でやるよりも母語で行った方がはるかに効率的である。英語ディベート活動を

推進するにあたり学校を挙げて批判的思考力の育成を推進していく必要があると強く感じる。探

究活動の時間を軸に、様々な教科が関連するテーマを取り扱う教科横断的な統合型の授業が実施
できれば、効果的にグローバル人材の育成に向けて特色のある取り組みができると考える。今後

の研究課題として引き続き取り組んでいきたいと考えている。
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中堅教諭等資質向上研修 校内授業研究

保健体育科（体育）学習指導案

日時：１１月４日２校時
対象：１年 AB組３６名
授 業 者：金 森 道

１ 単元名 球技（ネット型） 「バレーボール」

２ 単元目標
（１）勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、技術の名称や行い方、体力の高め方、運動観察の方法などを

理解するとともに、作戦に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開することができるようにする。
ネット型では、役割に応じたボール操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる攻防をする

ことができるようにする。（知識及び技能）

（２）攻防などの自己やチームの課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。（思考力、判断力、表
現力等）

（３）自主的に取り組むとともに、フェアなプレイを大切にしようとすること、作戦などについての話
合いに貢献しようとすること、互いに助け合い教え合おうとすることなどや、健康・安全を確保す
ることができるようにする。（学びに向かう力、人間性等）

３ 単元について
（１）生徒観

中学校時の学習経験が多く、課題に積極的に取り組む姿勢が見られる。東京オリンピックや人
気アニメの影響もあり、本単元に対する好感度は高い。レディネスでは「興味がある」の割合は
高いが、「得意である」が低く、理由は「うまくボールがつながらない」が最も多かった。

（２）単元観
バレーボールは適切なボール操作により、仲間と連携した「拾う、つなぐ、打つ」などの一連

の流れで攻撃を組み立てたりして、相手側のコートの空いた場所をめぐる攻防の展開に楽しみや
喜びのあるスポーツである。勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決したりするなどの多様な
楽しさと喜びを味わい、「作戦や状況に応じた技能で仲間と連携しゲームを展開する」ことなど
が求められる。

（３）指導観
バレーボールは限られたスペースを有効に使い、制限のある回数内でボールを拾う、つなぐ、

打つ競技である。そのためにも思い通りの場所にボールを送ることは、バレーボールを楽しむた
めの重要なスキルと言える。自己及びグループでの気付きや話し合い、思考の共有はスキル向上
に大きな役割を担っている。自己や仲間の考えたことを他者に伝えることを大切にし、本時の目
標につながるようにしたい。

４ 学習活動に則した評価基準
知識・理解 運動の技能 思考・判断 関心・意欲・態度

①バレーボールの特性や攻 ①味方が操作しやすい位 ①自己やチームの課題を発 ①相手を尊重するなど

撃の種類などについて具体 置や高さに、ボールを送 見し、自己や仲間の考えた のフェアなプレイを大

例をあげている。 ることができる。 ことを他者に伝えることが 切にしようとしている。

②ルール等を理解し、試合 ②ねらったエリアにサー できる。 ②作戦などについての

の運用や審判の仕方につい ビスをに打つことができ ②自己のチームや相手チー 話し合いに貢献しよう

て言ったり書き出したりし る。 ムの特性を踏まえた作戦や としている。

ている。 ③ポジションの役割に応 戦術を選んでいる。 ③健康・安全を確保し

じて、拾ったりつないだ ③体力や技能の程度に配慮 ている。

り打ち返したりできる。 して、仲間とともにバレー

ボールを楽しむための活動

の方法や修正の仕方を見付

けることができる。
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５ 指導の評価と計画

時 目 標 学習活動
評価機会

知 技 思 関
バレーボールの特性や学習の仕方を ・オリエンテーション

１
理解する。 ・パス練習 ・試しのゲーム

① ①

２ 健康・安全を確保して活動できるよ ・パス練習
うにする。 ・サーブ練習 ③

３ ・パスゲーム(簡易)
自己やチームの課題を発見し、自己 ・パス練習

４ や仲間の考えたことを他者に伝えるこ ・サーブ練習 ①
(本時) とができる。 ・簡易ゲーム(正規コートの半分)

５ 体力や技能の程度に配慮して、仲間 ・パス練習 ①
とともにバレーボールを楽しむための ・サーブ練習

６
活動の方法や修正の仕方を見付けるこ ・スパイク練習 ③

７ とができる。 ・タスクゲーム(生徒主体のﾙｰﾙ) ② ③

８ ポジションの役割に応じて、拾った ・ドリル練習(ﾄｽ、ｽﾊﾟｲｸ、ﾚｼｰﾌﾞ) ③ ②
９ りつないだり打ち返したりできる。 ・6人制ゲーム

10 味方が操作しやすい位置や高さに、 ・スキルテスト
①

ボールを送ることができる。 ・ルール、審判法の説明
自己のチームや相手チームの特性を ・ドリル練習

11 踏まえた作戦や戦術を選んでいる。 ・リーグ戦運営計画立案 ②

ルール等を理解し、試合の運用や審 ・リーグ戦に向けた練習試合

12 判の仕方について言ったり書き出した ②
りしている。

13 自己のチームや相手チームの特性を ・リーグ戦
①

14 踏まえた作戦や戦術を選んでいる。 運営は生徒が行う。
② ② ①

15 相手を尊重するなどのフェアなプレ チームごとに作戦を考える。
③

イを大切にしようとしている。

６ 本時の計画（４／１５時間）
（１）授業のねらい

〇自己やチームの課題を発見し、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができる。
（思考力、判断力、表現力等）①

（２）展 開
段 階 生 徒 の 活 動 形 態 教 師 の 支 援 評 価（方法）

１ バレーボールの特性の確 一斉 ・学習カードを使いながら、この単元

導 入 認や、授業の見通しを確認す で達成したい姿をイメージさせる。

( 5分) る。

２ 本時の学習課題、流れを 一斉 ・本時は気付きが大切であることを説

確認する。 明する。

１

バレーボールを使用したウ 二人組 ・ボールの様々な軌道がスキルアップ

ォーミングアップの実施。 につながることを確認する。

２ オーバーハンドパス、 二人組 ・それぞれのパスの特性から、注意点

展 開 アンダーハンドパスの実施。 を意識させ、互いの意見が出しやすい

(37分) 雰囲気をつくる。 【思考・判断】

３ ３対３のミニゲーム実践。 三人 ・オーバーハンド、アンダーハンドパ ねらったところに

ｸﾞﾙｰﾌﾟ スでゲームを展開する。 ボールを送るため

・ボールを送る場所を意識したゲーム にはどうしたら良

を心がけるよう促す。 いかを考え、様々

１ 学習カードに本時の振り 個 別 ・ささいな発見を書き出せるよう声掛 な効果的な方法を

返りを行う。 ↓ けする。 他者と共有するこ

まとめ ｸﾞﾙｰﾌﾟ ・個人の意見を大切にし、グループ内 とができる。(話

( 8分) ２ 各グループで出た「発見」 ↓ で本時の発見の確認をまとめる。 合い、学習シート)

「収穫」を共有する。 一斉 ・グループの発見を他と共有する。

本時の目標：ねらったところにボールを送るためにはどうしたら良いか。

- 40 -



中堅教諭等資質向上研修を終えて

金森 道

１ 研修を終えて

採用から１２年目を迎えての研修実施となった。前年にぜひとも同期採用の面々と研修を供に行

いたかったが、叶わぬ状況となってしまった。しかし、今まで面識のない先生方との交流は新しい

出会いの連続であり、貴重な経験となった。まずは本研修のメンバーに感謝したい。

昨年から続くコロナ禍の影響もあり、予定していた研修は中止を余儀なくされるものもあった。部

活動の大会等も重なり、一堂に会して研修ができたのは1回のみであった。ちょうどⅣ期がそれにあ

たり、キャリア教育・情報教育・道徳教育が研修内容であったため、他校の実情や取り組み、個人

の考えを知る有意義な時間となった。

この研修を通して考えさせられたのは、学校経営上での「ミドルリーダー」という立ち位置である。

スキルアップシートでも研修当初から自らの課題として浮き彫りになったが、一貫してその課題の達

成には至っていないと感じていた。様々な経験を積んできたとはいえ、主体的かつ自覚的にそのこ

とを意識して学校経営に取り組む事はとてもハードルが高かった。考えは持てども実践力がはたし

てどの程度あったかは振り返ってみても自覚するに及んでいない。今回の研修で個人のスキルアッ

プはもちろんのこと、学校全体を考えた組織への貢献をいかに意識して仕事に取り組んでいくかを

認識した。更に研究と修養を積んでいきたいと感じた有意義な研修となった。最後に、この研修で

お世話になったすべての方々に感謝を述べたい。

２ 選択研修について

（１）研修先 株式会社BooBooファクトリー

（２）主な研修内容 接客業務・施設メンテナンス・作業体験

（３）研修の成果

この研修では、広く定義されている「サービス業」について理解を深めたかったことに加え、専門

技術を間近で見たり、資格や適性を理解することで、キャリア教育の基礎知識として生徒に還元し

たいと考えお願いをした。内容として車両の整備はもちろん、板金や溶接、塗装に至るまで幅広い

業務内容あり、想像より作業量が多い中での手際の良さに感銘を受けた。現場の職員の作業を見

て感じた事は、心のこもった工程を施していることだ。安全・安心を提供することは基本中の基本と

しながら、お客様の満足につながる細かい配慮があり、サービス業の真髄を見ることができた。仕事

に対する情熱や使命感を肌で感じ、教諭としての仕事にも大きな影響を与えた。

サービス業は成果がすぐに表れなかったり、形に見えづらい部分もある。だからこそ我々教育者

は根気強く生徒や物事に取り組む必要がある。10年という節目を迎え、今一度生徒に対する真心

や、物事に対する純粋さと情熱をもち、誇りをもって仕事に取り組みたいと感じた研修であった。こ

の研修を引き受けてくださったBooBooファクトリーの皆さんに改めて感謝申し上げたい。
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令和３年度中堅教諭等資質向上研修

特 定 課 題 研 究 レ ポ ー ト

所 属 校 秋田県立秋田南高等学校 職・氏名 教諭 ・ 金森 道

Ａ：本県の教育課題に関する研究 Ｂ：マネジメントに関する研究

Ｃ：生徒指導に関する研究 Ｄ：教科指導に関する研究

研 究 内 容 Ｅ：道徳教育に関する研究 Ｆ：特別活動に関する研究

Ｇ：総合的な探究（学習）の時間に関する研究 Ｈ：特別支援教育に関する研究

Ｉ：その他

研究テーマ 生徒主体の授業実践に向けての授業改善

１ 研究の概要

中堅教諭研修を受講するにあたり、教科指導の充実を図ることは重要な目標であると位置づけた。定

期的に実施計画されている授業研修とは別に、毎時の授業を充実させることは自らの力量を高めるとと

もに、生徒の資質・能力向上に直接反映されるものと考える。そこで年度当初の生徒実態と授業アンケ

ートをもとに、生徒の変容を見ていくことにした。今回は保健に着目し、効果的な授業形態や方法を見

いだす実践をした。

上記から見えてきた課題として、(1)発言・発問について、(2)主体的な問題解決方法の模索、(3)ア

ウトプットの重要性の３つがあげられた。本県が取り組む「問い」を発する子どもの育成の観点から、

どうすれば「より良い授業」になるかを生徒とコミュニケーションをとり、実践方法を決定した。そこ

で以下の内容で授業を展開し、生徒が主体的に取り組む環境の構築を行った。

①学習の見通しをもつなか、自らがより深く問題解決に取り組みたい内容を調べる。

②同じ内容でグループを作り、調査内容を話し合い、まとめる。

③解決した問題、分かった事、新たな問題等を発表する。

④発表を聞いての相互意見交換及び、質問タイム。

⑤教師の支援及び補足説明。

⑥まとめ

２ 成果と課題

以上のプロセスから成果を〇、課題を▲でまとめた。

〇教科書を更に掘り下げるような内容の紹介や、興味を引く資料の提示が見られた。

〇発表者・グループへの質問が増え、活発な意見交換が展開できた。

〇「問い」を発する機会が増え、アウトプットの時間が増した。

▲意見交換の時間が増え、授業時数が次回に伸びてしまうことがあった。

▲教師の的確な支援がより必要だと感じた。

授業アンケート結果では上記(1)～(3)に関係する項目に値の上昇が見られた。生徒が主体的に授業へ

臨むなかに、より良い授業の答えが見つかった気がした。これからも深い学びに向けて、研究と修養に

努めていきたい。事後アンケートから見えてきた変容と、学力が比例することが重要である。これから

学年末の考査が実施される。その結果を成果指標の一つに加え、この特定課題研究のまとめにしたい。
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教育情報部 第２回ＩＣＴ研修（職員研修）報告

教諭 佐藤 英徳

１ はじめに

コロナ禍が続く中、リモートでの授業やＨＲ活動、ＰＴＡが市内各校で実施される機会が増えてい

る。また、本校では４月からGIGAスクール構想関連事業が始まり、１人１台ＰＣ（高校Chromebook・

中等部WindowsPC）が配備され、各教室から高速回線でWi-Fi接続できる環境が整った。

一方、リモート授業や集会を実施するにあたり、教員が接続方法や操作方法などを習得し、スムー

ズに実行できるよう準備する必要がある。また、経験を積み、自信を持って（リモート会議を含めた）

ＩＣＴを普段から活用できる教員を増やすことで、教科指導やＨＲ活動の質の向上に繋げることが期

待できる。こうした狙いから、教育情報部ではリモート会議システム「Google Meet」や学習支援シ

ステム「Classi NOTE」の利用法・活用法に関するＩＣＴ研修を実施した。

２ 研修実施要項

６月１７日（木）１３：００～１４：００および６月２１日（月）１５：００～１６：００（考査

期間中）に３年Ａ組教室で実施。両日合わせて３２名の教員が参加した。当日は職員用Chromebookの

台数が足りないことから、参加者は生徒のChromebookを使用した。

教員は全員e-akita.ed.jpのアカウントを所有し、動画とe-ラーニングでの研修を完了しているが、

まだChromebookの利用経験が少ない教員も多く、研修では教育情報部員が適宜フォローを行った。

３ 研修当日の状況

講師を教育情報部員が務め、プレゼン用のＰＣと職員用タブレットの画面を交互にプロジェクター

で投影しながら、研修の流れを参加者に伝えつつ、Google MeetやClassi NOTEの実際の動作画面を確

認してもらった。

始めに、今年度全国的にＩＣＴが導入されている背景やそのねらい等について確認したのち、前半

はリモート授業の概要を確認し、Google MeetやZoomなどのリモート会議システムを利用する同時双

方向型の他、授業録画や教材をオンラインで公開し、生徒が随時アクセスして受講するオンデマンド

型のリモート授業について紹介した。また、リモート授業実施の際、生徒が学校のタブレット端末を

持ち帰り自宅利用できるよう調整中であること、配付したe-akita.ed.jpのＩＤを自宅のＰＣやタブ

レットから利用してリモート授業に参加することが可能であること、自宅にネット環境が無い生徒に

は県がモバイルWi-Fiルーターを貸し出す制度を準備していることを紹介した。

後半は学習支援システム「Classi NOTE」の概要を紹介し、利用の様子を参加者に見ていただいた。

Classi NOTEでは、授業中の演習などで生徒の答えや気づいた点などを一覧表示して黒板に投影した

り、その中から教員がピックアップしたものを大きく映したりすることが、リアルタイムで可能にな

る。また、生徒の解答や思考プロセスが蓄積されるので、生徒自身の振り返りや、指導者の生徒評価

の材料として用いることができる。これらの機能を紹介し、講師が世界史の授業でClassi NOTEを利

用した際の、生徒の書き込みログを実際に見ていただいた。
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４ まとめ

この研修直後の６月２３日から、陸上競技部の東北総体出場者を対象とした３日間のリモート授業

配信が行われ、その後も部活の大会や推薦入試受験など、他県を訪問し帰秋後に自宅待機となる生徒

へのフォローとしてリモート授業を実施した。特に吹奏楽部の東北大会・全国大会参加後のリモート

授業では高校全１９クラスからの授業配信という大規模なものになった。

当初は接続や操作のトラブルが散発したが、その都度対策を重ね、現在は全クラスでも十分に配信

が可能な体勢を整えることができた。そしてその過程では、ＩＣＴ研修で教員がリモート授業の概要

を把握し、予備知識や技術的情報を理解している教員が増えていたことが大きな支えとなった。

また、Classi NOTEやGoogle Jamboardなど、生徒の共働学習支援に活用できるＩＣＴについて教員

の理解を深めることは、後日そうした学習が有効な場面で、研修を活かしてＩＣＴ活用に挑戦しよう

とする教員が増えることに繋がる。今後も研修や情報発信で、そうした取り組みを支援していきたい。

今年度実施したリモート配信は全校集会や体験入学、生徒会役員選挙の立会演説会、さらに高２学

術探究成果発表会を児童会館から配信するなど多岐にわたったが、最大で中等部を含めた全２８クラ

スへの大規模な配信に際し、各クラスの担任・副担任が教育情報部作成の配信マニュアルをおおむね

適切に理解し、各教室での接続や端末の運用、生徒への指示を行える状態まで慣熟しており、教育情

報部からのサポートが最小限で済むようになっている。

今後コロナ禍が収束をみせ、対面の集会や授業が復旧したとしても、高大連携や国際交流、特別活

動や進路探究など、学校活動のあらゆる場面でＩＣＴの活用が今後もますます求められる。それらに

対応できる教員のＩＣＴスキル向上を支援できるよう、教育情報部でも研究を進めていきたい。
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生徒指導推進研修講座報告 

 

教諭 戸 坂 圭 子 

 

Ⅰ いじめ問題の危機管理 

  誠意を持って当たる・・・「誠意」とは目に見える具体的行動 

（１） リスクマネジメント：未然防止 

（２） クライシスマネジメント：危機対応 

（３） ナレッジマネジメント：再発防止 

 

１．いじめの定義 

・一定の人間関係 

・心理的・物理的な影響を与える行為 

・心身の苦痛を感じる 

  ※指導に当たる際はいじめという言葉を使わずに指導 

  ※心理的事実は受け入れてもいいが、共感はしない。 

  ※客観的要求は受け止めなくても良い。 

  

 ２．「脱いじめ」を目指す５つの基本姿勢 

  （１）何よりも日頃の姿勢が大切。 マインド（心）＞スキル（技） 

    ・人間は声かけや働きかけなしでは生きていけない。声かけや働きかけは心の食べ物。 

    ・名前は当人にとってもっとも大切な響きを持つ言葉 

    ・「３つの共かん」：共感・共歓・共汗 

  （２）心理的事実の受容・支援、誤った客観的事実の非共感 

  （３）どの子も必ずピカッと光る良いところを持っている。 

       良いところ探し ／ 例外探し ／ リフレーミング 

  （４）まずはしっかり傾聴＋気持ちを受け止め＋訊く姿勢 

  （５）自信を与える勇気づけ（現状＋気持ち）＝アドラ－心理学 

 

 ３．全校体制で取り組む「いじめ問題」・・・一人で何もかもできる人はいない 

  （１）組織マネジメントの推進（５Ｓ） 

   ①戦略共有（Strategy）：理念・方針・考え方の共通理解（いじめをなくすために） 

   ②制度確立(System)：規則・規程・計画等の策定・実施（どのような制度を作り） 

   ③組織整備(Structure)：組織・役割・連携等の整備（どのような組織を整え） 

   ④力量向上(Skill)：各人・部署・全体の力量向上（生徒指導力を身につけ） 

   ⑤人材活用(Staff)：校内外の人材活用・協働（チームとして進めるか） 

 （２）いじめ把握の３ルート 

   ①訴え ②発見 ③情報提供 ※全ての窓を全開に 
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 （３）コーディネーターの役割 

   ・３人で考える 

   ・保護者へ連絡するのは、保護者とともに行動するため 

 

Ⅱ 保護者との良好な関係を築く 

 １．保護者との良好な人間関係作り 

  ①リスペクト  ②リレーション  ③リソース（利用できるもの） 

２．とにかく保護者には連絡しなくてはならない。 

連絡しなかったというミスが非常に多い。小さなことでも連絡し、そのときにいいことを伝える。 

  

 【参考】保護者クレーム対応２０か条の中から 

   ・面接の３原則を守る 

     「人」：組織で対応する（一人で対応しない・させない・すまさない） 

     「場所」：学校 

     「時間」：決められた時間以外は会わない。（時間が合わない場合は文書でやりとり。） 

 

Ⅲ 不登校への対応 

 １．不登校をめぐる「４つの力」 

             １              ２ 

 

 

 

             ４              ３ 

 

  １：学校へ押し出す力  ２：学校が引きつける力 

  ３：学校が押し戻す力  ４：家庭が引きつける力 

家庭 本人 学校 
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情報教育推進研修講座を受講して 

 

教諭 伊 藤 栄 治・大 友 和 也 

 

１ はじめに 

 学習指導要領の改訂に基づき、小学校ではプログラミングが必修となるなど、ＩＣＴ活用能力が

児童・生徒にも求められるようになっている。本講座は、教員がＩＣＴを活用した「授業づくり」や「情報

モラル」についての理解を深めることを目的に、9 月 17 日に実施された。なお、県内における新型コロナウ

ィルス感染拡大状況を鑑み、オンラインの形態による実施となった。 

 

２ 研修の概要 

（１）授業でＩＣＴを活用するために 

秋田県学校教育の指針にあるように、ＩＣＴを活用した教育の推進は重要な位置付けの一つとなってい

る。授業でＩＣＴ機器を活用する場合、①指示を明確にする場面 ②モデルを提示する場面 ③情報を

共有する場面 ④繰り返しによる定着を図る場面 ⑤子どもの意欲を高める場面 での活用が効果的で

あると指摘されている。ＩＣＴ機器を用いることが大事なのではなく、それを用いる目的やねらいを常に意

識することが重要となる。 

 

(2)ＩＣＴ機器の活用状況について 

ＩＣＴ機器を用いた授業実践の様子について、研修に参加した先生方と意見交換を行った。校種によら

ず、それぞれの先生が授業の中にＩＣＴ機器を取り入れようと工夫していると感じられた。一方で、ＩＣＴ機

器を使うことが目的となってしまっているように見える取り組みもあり、ＩＣＴ機器を取り入れたことによる学

習効果については、評価する場面が少ないように感じられた。 

 

（3）「ＧＩＧＡスクールにおける新たな学びと情報活用能力の育成」 

 多くのデジタル機器は生活の中に根付いている。しかし、児童・生徒にとってそれらは遊びのた

めの道具であり、学習や探求的活動のために活用するための道具という意識は低い。ＧＩＧＡス

クール構想は、Society5.0時代を生きる子供たちに相応しい「新しい学び」を支えるものであり、

個別最適化された学びを実現させるための基盤となる。 

 

３ まとめ 

ICT 機器を用いた情報の提示は、これまでの板書を用いたこれまでの授業すべてを肩代わりするもので

はない。ＩＣＴを活用して「見て考える」「入力して記録に残す」活動と、従来通り児童・生徒がノートに「書く」

ことで思考を整理する活動の学習効果を最大化できるように、工夫した授業改善に取り組んでいく必要が

ある。ICT 機器は、使うことが目的なのではなく、学習効果を上げるための道具である。ＩＣＴを活用した授

業に目が向けられがちであるが、その授業がＩＣＴを活用しなかった場合に比べどのような学習効果をもた

らしているのかを検討することは今後の課題である。 

また、ＩＣＴ機器の活用には、使用者の活用スキル向上だけではなく、使用者の情報モラルの育成や使

用環境を整備することも重要となる。特に、これからの若者は現在よりもさらに情報技術が進化した社会環

境で生活をしていくことになるから、学校教育段階において確かな情報モラルを身につけるとともに、情報

を自分のために活用するスキルの習得という視点からも指導を行っていく必要がある。 
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センターＢ講座報告「各教科等の指導における言語活動の充実」

教諭 小 林 明 人・小 山 光 春

１ はじめに

「言語活動を位置付けた指導の実際」について、午前中に講義を、午後から各校種に分かれてリモート

による協議の形式で研修が進められた。

２ 言語活動を位置付けた指導の実際（講義・協議）

【内容】 １ 「言語活動の充実」の背景 【研修のねらい】

２ 学習指導要領における「言語活動」の扱い 「言語活動の充実」の必要性を再確認し、

３ 「言語活動」の設定のポイント 基本的な考え方をおさえる。

国内外の学力調査の結果から、文章の内容と資料の情報とを関係付けて正しく読み取る力や、情報活

用力に課題があることが分かった。同時に、これからの時代に必要となる新しい学力を育成する手立ての

一つとしてクローズアップされるようになる。

言語活動の基盤となるものは、数式などを含む広い意味での言語である。要となる国語科だけでなく、

例えば理科の観察・実験レポートや、社会科の社会見学レポートの作成や推敲、発表・討論などすべて

の教科で取り組まれるべきものである。そうすることで子どもたちの言語に関する能力は高められ、思考力

・判断力・表現力等を効果的に育成することができる。

思考力・判断力・表現力等を育むためには、①体験から感じ取ったことを表現する、②事実を正確に理

解し伝達する、③概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする、④情報を分析・評価し、論述

する、⑤課題について、構想を立て実践し、評価・改善する、⑥互いの考えを伝え合い、自らの考えや集

団の考えを発展させること、が重要である。

言語活動の設定する際は、指導のねらいと言語活動との関係がはっきりせず、どのような力が付いたか

不明確な場合があるため、注意が必要である。意図を持った位置付けをして、話合いやペアワークが形骸

化したり、画一的にならないよう配慮しなければならない。言語を基盤とした外化（知識のOUTPUT）のた

めに、内化（知識のINPUT）とうまく往還させる取り組みを、長期的な見通しを持って繰り返すことが大切で

ある。

言語活動は、目標実現の手立てであるから、評価の直接的な対象ではない。言語活動を通じて思考・

判断した過程や成果を目標に照らしてとらえ評価していくことが重要。言語活動が、実際に子供達の学び

をどのように質的に変化させたのかを、長期的に観察していくべきである。

３ まとめ

コロナ感染症対策のため、リモートによる研修に初めて参加させていただくことになった。研修の内容が

わかりやすく、ブレイクアウトルームでの意見交換もスムーズに進行し、充実した時間にすることができた。

実業高校の教科を横断した言語活動の実践例が、とても興味深く印象に残った。

中等部生のどんな資質・能力を育成するか、そのために、どのような言語活動を設定していくかをより意

識し、計画的、継続的な取り組みを工夫していきたい。

- 48 -



 

スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）ネットワーク事業について 
 

探究活動部主任 教諭 關 友明 

 

１ ＳＧＨネットワーク事業とは 

 秋田南高校は、平成２７年度より、５年間にわたって、文部科学省「スーパーグローバルハイスクール（ＳＧ

Ｈ）指定校」として、探究的な学びを通してグローバルリーダー育成に取り組んできた。令和３年度からは、

あらたに始まった「ＳＧＨネットワーク」事業の参加校として、ＳＧＨの取組を引き続き実施する高等学校等が

参加するネットワークを構築することとしている。本事業の設置期間は３年間である。 

 ＳＧＨネットワーク参加校は、目指すべきグローバル人物像を設定し、その育成のための発展的なカリキ

ュラムを編成し、国内外の高校・大学・国際機関等との連携により、より実践的で高度な学習活動が行うこと

としている。 また、生徒の主体的な学びを促すものとして、グループワーク、ディスカッション、論文作成、

プレゼンテーション、プロジェクト型学習等の手法を効果的に取り入れることが求められている。 

 

２ 本校の探究活動について 

 本校が育成を目指すグローバルリーダーとは、身に付けた知識・技能を活用して、世界や日本、地域の

諸課題を論理的に考察し、他者と協働しながら解決に向けて実践・発信していくことができる人間である。

身に付けることのできる資質・能力として「基本的知識・技能・習慣」、「探究力」、「協働力」の３つを設定し

ている。特に「探究力」については具体的に、課題設定能力、課題探究能力、論理的思考力、プレゼンテ

ーション能力、実践力の５つと捉えている。上記の資質・能力については学校の教育活動全体で育成する

ものとして、各教科等の年間指導計画に位置付けている。 

こうしたグローバルリーダーを育成するため、「総合的な探究の時間」において、全生徒を対象とした探

究活動を各学年で行っている。全体のテーマを「現代的諸課題の解決と学術の探究 ～ふるさとや世界に

貢献するグローバルリーダーへ～」として、多様なテーマについて研究しながら、グローバルリーダーに求

められる資質・能力の育成を図っている。 

高１「国際探究」ではＳＤＧｓをテーマにグローバル課題の解決策を提案するグループ研究を行って、探

究活動の一連のサイクルを全生徒が経験する。高２～３では２コース選択制として、「総合探究」コースでは、

自身が将来深めたい学問分野について個人で研究する。高い進路目標をもった生徒を対象に選抜する

「学術探究」コースでは、大学等との外部連携により、幅広い社会課題や学術的問題を専門的にグループ

で研究する。特に高２では１単位増として、発展的に探究に取り組むこととしている。 
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３ 今年度の取組 

【各学年の探究活動について】 

 今年度も、新型コロナウイルス感染症拡大のため、計画通りに実施できない事業があった。外部講師が

来校できなかったり、校外での活動が制限されたりしたが、講座やフィールドワークをリモートで実施するな

ど、新たな試みも進めることができた。また、今年度から県立学校には一人一台、タブレット端末が配付され

た。生徒はインターネット調査やスライド作成などに活用できるようになった。ただし、こうした制限の影響で、

研究内容について十分に深めることができなかった生徒も散見された。ウィズコロナの時代の探究活動の

在り方について、さらに検討が必要である。 

 

【実施記録】 

①高１ 国際探究 

4 月 7 日 オリエンテーション講座・探究活動について 

4 月 7 日 探究活動前年度優秀グループ発表 

4 月 15 日 タブレット端末の活用について 

5 月 13 日 

 

ＳＤＧｓ入門講座 

 講師：JICA 東北 秋田デスク 国際協力推進員 野口 聡子 氏 

5 月 20 日 探究スキル講座Ⅰ・課題設定能力 ～課題意識をもつ～ 

5 月 27 日 探究スキル講座Ⅱ・課題探究能力 ～情報の選択と収集～ 

6 月 3 日 探究スキル講座Ⅲ・論理的思考力 ～情報の分析と仮設の検証～ 

7 月 15 日 

 

 

 

 

専門講座 

秋田経済研究所 専務理事・所長 相原 学 氏 

 一般社団法人フードバンクあきた 代表理事 林 多実 氏 

 秋田大学大学院理工学研究科准教授 カビール ムハムドゥル 氏 

 秋田プライドマーチ実行委員会共同代表（国際教養大学３年） 伊藤 月菜 氏 

（夏期休業中） 個人レポート作成 

9 月２日  高３「総合探究」最終発表会参観 

9 月 9 日～16 日  グループ編成 

10 月 14 日～26 日  テーマ設定 

11 月 4 日 

 

研究概論講座  

講師：秋田県立大学 理事兼副学長 吉澤 結子 氏 

11 月 11～25 日  グループ別探究活動 

11～12 月  班別フィールドワーク 

12 月 9 日 プレゼンテーションセミナー 株式会社ソフトアドバンス 代表取締役 菅原 亘 氏 

1 月 20 日 中間発表会 

2 月 3 日 発表準備 

2 月 5 日 プレゼンテーションセミナーⅡ 株式会社ソフトアドバンス 代表取締役 菅原 亘 氏 

2 月 10 日 発表準備 

2 月 28 日 成果発表会 
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②高２ 学術探究 

4 月 7 日 探究活動前年度優秀グループ発表 

4 月 8 日 学術探究ガイダンス 

4 月 15 日 タブレット端末の活用について 

5 月 6 日 グループ編成 

5 月 12 日・19 日  テーマ検討 

5 月 27 日 テーマ検討・先輩たちからのアドバイス 

6 月 3 日 テーマ発表準備 

6 月 10 日 研究テーマ発表会 

6 月 26 日 
English Seminar 

 講師 本校 ALT ブライス・ファウラ－ 

6 月 30 日 グループ研究推進 

7 月 7 日 

 

 

探究スキル特別講座（博士号教員出張授業） 

「探究活動におけるアンケート調査および統計処理」 

 講師：横手清陵高校 教諭 須田 宏 先生  

7 月 15 日 グループ研究推進・フィールドワーク準備 

（夏期休業中）   班別フィールドワーク 

9 月 1 日 グループ研究推進・フィールドワークのまとめ 

9 月 2 日 高３「総合探究」最終発表会 参観 

9 月８・９・15 日  グループ研究推進・発表準備 

9 月 16 日 

 

プレゼン個別指導 

 講師：ソフトアドバンス株式会社 代表取締役 菅原 亘 氏 

10 月 6 日 発表準備 

10 月 14 日 校内成果発表会 

10 月 16 日 

 

プレゼン直前指導 

 講師：ソフトアドバンス株式会社 代表取締役 菅原 亘 氏 

10 月 20・21・27 日  発表準備 

10 月 28 日 

 

 

 

 

公開成果発表会 

会場 秋田県児童会館みらいあ 子ども劇場けやきシアター 

審査員 秋田県立大学生物資源科学部 准教授 志村 洋一郎 氏、秋

田県教育委員会高校教育課 主任指導主事 小林 正英 氏、秋田南ＧＳＯ

（国際教養大学４年） 篠木 春菜 氏、秋田南高校 校長  伊藤 雅和 

11 月 4 日 論文作成基礎講座 

11 月 16 日～12 月 16 日  論文作成 

11 月 13 日 京都府ＷＷＬ高校生サミット 

12 月 19 日 全国高校生フォーラム 

1 月 13・20 日・2 月 3 日  論文作成 

2 月 10 日 中３クリエイティブ・サイエンス校内発表会参観 

※当初予定していたアカデミック・ツアーは、感染防止のため中止 
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③高２ 総合探究 

4 月 8 日 総合探究ガイダンス 

4 月 15 日 タブレット端末の活用について 

5 月 6 日 研究分野グループ編成 

5 月 13 日 学問分野調査 

5 月 20 日～6 月 3 日  研究計画書作成 

6 月 10 日 研究計画書発表会 

6 月 24 日 大学研究室調査ガイダンス   講師：リクルート 比佐 勝海 氏 

7 月 1 日～15 日  個人研究推進・大学研究室調査 

9 月 2 日 高３「総合探究」最終発表会 参観 

9 月 9・16 日  個人研究推進 

10 月 6・14・21 日  個人研究推進・中間発表会に向けて 

10 月 28 日 高２「学術探究」公開成果発表会 参観 

11 月 4～25 日  発表準備 

12 月 9 日 中間発表会 

12 月 16 日 レポート作成 

1 月 13・20 日  レポート作成 

2 月 3・10 日 レポート作成 

 

④高３ 学術探究 

4 月 8 日 研究内容再検討 

4 月 15 日 タブレット端末の活用について 

5 月 6 日 研究内容再検討 

５月 13 日～６月 24 日  グループ研究推進 

7 月 1 日 秋南祭展示準備 

7 月 3 日 秋南祭 探究活動展示 

７月８日～15 日  論文集中指導 

9 月 2 日 高３「総合探究」最終発表会 参観 

9 月 9 日 活動の振り返り 

※当初予定していたグローカル・ミーティングは、感染防止のため中止 

 

⑤高３ 総合探究 

4 月 8 日 総合探究ガイダンス 

4 月 15 日 タブレット端末の活用について 

5 月 6 日 研究計画作成 

5 月 13 日～7 月 1 日  個人研究推進・発表準備 

7 月 8 日 クラス成果発表会 

7 月 15 日 活動の振り返り 

9 月 2 日 高３「総合探究」最終発表会参観 
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【外部大会・発表会等】 

 高２学術探究コースの公開成果発表会にて上位入賞した２グループが、以下の発表会に参加した。コロ

ナ禍のため、いずれもオンラインでの開催であった。 

 

①全国高校生フォーラム 

日時 令和３年 12/19(日) 13:00～17:30 

場所 会議室よりオンラインにて参加 

概要 文部科学省・筑波大学が主催する、全国のＷＷＬ校・ＳＧＨネットワーク校の生徒のみが参加するフ

ォーラム。身近な地球規模の課題について事前に英語でポスタープレゼンテーションを行い、動画を送付。 

参加生徒 高２学術探究 ４班 （公開成果発表会 優秀賞受賞グループ） ４名 

２Ｄ 馬場浩太郎、伊藤温翔、佐藤佑、新山璃空 

Promoting At-home Care with “Narrative Book Akita”  

『「ナラティブブック秋田」を活用した在宅医療・介護の普及に向けて』 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

②WWL・SGH×探究甲子園 2022 

日時 令和４年３月１９日（土）９：００～１６：００  

場所 会議室よりオンラインにて参加 

概要 関西学院大学・大阪教育大学等が主催する、探究活動の発表会。ＳＤＧｓをテーマとした探究活動

について、オンライン上で英語によるプレゼンテーションを行う。本選では表彰は行わない。 

参加生徒 高２学術探究 ７班 （公開成果発表会 最優秀賞受賞グループ） ６名 

   ２Ｄ 細川英佳、佐々木瑞穂、須藤麻帆、高野竜乃介、絹川航、葛西小雪 

Sustaining Festivals in Akita  『秋田の祭の継承』  

 ※書類選考を突破し、探究活動プレゼンテーション部門（英語）に出場（全国から１０校が選抜）。 
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【ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業 「京都府ＷＷＬコンソーシアム」】 

 本校は、令和２年４月より、京都府立鳥羽高校を開発拠点校とする「京都府ＷＷＬコンソーシアム」の連携

校となっている。これは、世界で活躍できるイノベイティブなグローバル人材を育成するために文部科学省

が令和２年度より開始した「ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業」によるもので、

これまでのＳＧＨ事業の取組の実績等、グローバル人材育成に向けた教育資源を活用し、高等学校の先

進的なカリキュラムの研究開発・実践と持続可能な取組とするための体制整備をしながら、高等学校等の

国内外の大学、企業、国際機関等が協働し、テーマを通じた高校生国際会議の開催等、高校生へ高度な

学びを提供する仕組み（ＡＬネットワーク）の形成を目指す取組。以下に今年度の取組を挙げる。 

 

①京都府ＷＷＬ高校生サミット 

日時 令和３年 11 月 13 日（土） 

場所 Zoom によるオンラインで開催し、参加生徒は在籍校から接続 

参加校 鳥羽高校、福知山高校、洛北高校、嵯峨野高校、洛西高校、西乙訓高校、東宇治高校、峰山高

校、秋田県立秋田南高校・九里学園高校・沖縄県立那覇国際高校 （計 11 校） 

参加者 日本語ディスカッション 40 名（９グループ）、英語ディスカッション  27 名（９グループ） 

留学生 ９名（京都大学大学院、関西大学、関西大学大学院、京都外国語大学） 

内容 「『豊かさ』の価値の再創造による持続的な未来社会の創出」を大きなテーマとし、生徒達は SDGs の

目標を踏まえた３つのディスカッションテーマから１つを選び、事前に持続的な未来社会の創出に

向けて何が課題であるのかを調べ、「私たちにできること」を考えた。サミットでは自分の調査した情

報を基に、主に他校の生徒とグループを組み、日本語または英語で議論した。 

・領域Ⅰ「文化遺産の戦略的活用による活力ある未来社会の創出」 

・領域Ⅱ「科学技術と自然が調和する豊かな未来社会の創出」 

・領域Ⅲ「多文化共生による平和で安心な未来社会の創出」 

・“Creating a vibrant society in the future, makingstrategic use of cultural heritage”【英語】 

・“Creating a secure and peaceful society where people from various backgrounds and origins can live 

together in the future”【英語】 

 

②第１回「京都府ＷＷＬ教員研修」  

日時 令和３年７月３０日（金）13:15～14:45 

場所 会議室よりオンライン参加 

講師 大阪大谷大学教育学部教育学科 専任講師 江上直樹氏  

「探究学習を通して身につけることを目指す能力とは」 

概要 ＷＷＬ連携校の教員を対象としたオンライン研修 

内容 探究学習の基本的な概念の確認、高校卒業後に必要とされる能力、前述の能力を探究学習でどの

ように身につけるのか 

 

③「京都府ＷＷＬフォーラム」（教員対象のオンライン・フォーラム）  

日時 令和３年７月３０日（金）15:00～16:30  

テーマ：「Society 5.0 の未来社会に向けた人材育成 －高等学校教育に求めるもの－」 
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【その他の取組】 

①「AKITA グローバルネットワーク事業」ＧＮ研究発表交流会  ※開催中止 

主催：秋田県教育庁高校教育課 

日時：令和４年２月８日（火）１３：２０～１５：２０ オンライン開催 

場所：本校地学実験室（予定）  

参加生徒：高２学術探究コース 探究甲子園出場グループ ６名 

内容：高校教育課「AKITA グローバルネットワーク事業」指定校４校（大館国際情報学院・能代松陽・由利・

横手清陵）の各グループが、各校で進めてきた探究活動の成果をオンライン発表する。本校生徒は各

校の発表を参観し、質疑応答に参加する（本校生徒は発表は行わない）。 

 

②「ライフプランと地域の未来を考えるワークショップ ～秋田南高校探究活動特別講座～」  ※開催中止 

主催：秋田市（企画財政部 人口減少・移住定住対策課）、株式会社秋田銀行 

日時：令和４年１月３０日（日）１３：００～１５：４５ 

場所：中等部体育館棟 大教室（開会行事・閉会行事）、選択教室１～４（テーマ別分科会） 

対象：高１・２の希望生徒 

内容：秋田市が進めている、中長期的な視点での移住定住の促進の取組のひとつとして実施する。秋田

銀行と連携し、高校生のシビックプライド（まちへの誇りと当事者意識）の醸成を図ることを目的とする。

また、合わせて本校生徒の探究活動に関わる特別講座として、地域課題をテーマとした社会人講師

による講座・ワークショップを開催し、高校生が各自の探究活動を深めるとともに、自身の生き方・あり

方を考える機会とする。講座は４テーマに分かれて分科会形式で実施。 

 

③高校教育課 AKITA グローバルネットワーク事業 「How To 海外留学リモート座談会」 

主催 秋田大学（地方創生センター） 

日時 １２月１５日（水） 放課後 16:00～16:45 

場所 秋田南高校会議室 オンライン開催 

趣旨 秋田大学国際資源学部から海外に留学中（または帰国後）の学生を講師として、オンラインにて座

談会を開催し、海外留学の実態や制度を学ぶことで、高校生が主体的に進路を考えるきっかけをつく

るとともに、学習により熱心に取り組むきっかけにする。 

対象 AKITA グローバルネットワーク事業指定校（大館国際情報、能代松陽、由利、横手清陵）、ＳＧＨネ

ットワーク参加校（秋田南） ※本校からは、１８名の生徒が参加（高１：９名、高２：７名、高３：２名）  

内容 大学生による留学体験談、インタビュー、国際資源学部の取組・留学制度の説明、質問タイムなど 

講師 海外留学中・帰国後の秋田大学生（国際資源学部）２名（留学先：ドイツ・フィリピン） 
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④チャレンジ模擬国連 in 山形東高校（オンライン） 

日時 令和４年３月２５日（金）９：００～１６：００ 

主催 山形県立山形東高等学校 探究部  ※同校生徒が主体となって開催 

場所 生徒は、自宅または学校（会議室）からオンライン参加 

参加生徒 東北各県の高校生 約 90 名 ※本校からは１６名が参加（高１：12 名、高２：４名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

①文部科学省Ｗｅｂサイト掲載について 

令和３年４月、本校ＳＧＨ事業の取組が、「成果を挙げているＳＧＨ指定校」として紹介された。平成 27 年

度指定校 56 校のうち 14 校の事例が紹介されたもの。 

「調査結果について(1)」では、本校が５年間のＳＧＨ事業を通して開発した指導方法等のオリジナルツー

ルとして、特に Classi 等を活用した外部連携の仕組みと、平成 30 年度の高３グループの取組を例として中

高の異学年交流の活動が取り上げられた。また、「調査結果について(2)」では、ＳＧＨ指定校の卒業生へ

のインタビュー調査が行われており、本校からは原田雄生さん（平成 30 年３月卒・米デポー大学に進学）

へのインタビューが掲載された。そのほか、本校の成果普及の取組として、一昨年度発行した冊子『探究

的な学び 実践事例集』も紹介された。 

 

②令和３年度地域を支える人材育成事業「地域連携強化事業」について 

高校教育課高校改革推進班が実施する事業で、各学校が、特別活動（ホームルーム活動、生徒会活動、

学校行事）や総合的な探究（学習）の時間、部活動等において、地域社会との結び付きを強化するための

取組を推進することにより、地域連携や学校間連携を通したキャリア教育を行うことを目的とする。 

 本校の探究活動のうち以下の携事業について、この事業に該当するものとして予算が配当となった。 

 (1)高３「学術探究」グローカル・ミーティング  報償費 ３３，０００円   ※開催中止 

 (2)高２「学術探究」公開成果発表会       会場・バス使用料 ６３，０００円 

 

③ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業・ＳＧＨネットワーク 令和３年度連絡協議会について 

日時 令和３年６月３０日（水） 

場所 オンライン開催 

参加者 探究活動部主任が出席 

概要 文部科学省ならびにＷＷＬ幹事管理機関である筑波大学が主催する連絡協議会。ＷＷＬコンソー

シアム開発拠点校やＳＧＨネットワーク参加校が出席するもの。本校は後者として出席。 

内容 ＷＷＬ・ＳＧＨ校の事例発表、文部科学省事務局による事業説明、関係者による意見交換、文部科

学省施策説明等 
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各教科との関連 地域等との連携

学習評価

　　《 高１ 国際探究 》

持続可能な社会に向けて、グローバル課題の解決策を提案する。

自身が将来深めたい学問分野のテーマについて、個人で研究する。
　　《 高２ 総合探究 》

幅広い社会課題や学術的問題を、専門的にグループで研究する。
　　《 高２ 学術探究 》

・レポート、成果発表等の相互評価の実施。
・活動の振り返りやポートフォリオを活用した自己評価
の充実。

対象

指導体制

学習内容

目標

学術探究

・クラスやグループに対する共通の指導。
・生徒の課題意識を引き出し発展させる声がけ。
・ICTを活用した調査と協働的な活動の充実。
・各教科・科目と関連した指導の工夫。
・フィールドワークなど体験的な活動の重視。
・外部講師によるプレゼンテーションの基礎の指導。

・各教科・科目の年間計画に、探究活動に活用できる学習
内容を明示するとともに、総合的な探究の時間の年間学習
計画にも各教科・科目の学習の活用場面を位置付け、教
科横断的な指導となるようにする。
・探究活動を通して学びの意義を実感させ、各教科・科目
の学習に対する意欲と進路意識の向上を図る。

中学校や進学先等との連携

・本校中等部３年生の学校設定教科「クリエイティブサイエ
ンス」での探究活動との連携。
・成果発表会等への中等部生の参加。
・大学生等、卒業生（秋田南ＧＳＯ）の活用。
・English Village等の講座や研究室訪問等、大学との連携。
・学校祭や体験入学・オープンスクール等で研究発表を行
い、成果を地域の小中学生や保護者に発信。

高校２・３年生　総合探究コース
各学年 ５クラス

・レポート、成果発表等の相互評価の実施。
・活動の振り返りやポートフォリオを活用した自己評価の充
実。

（２年次）
 ・個人テーマ設定・学問分野グルーピング
 ・研究計画作成
 ・研究テーマ発表会
 ・大学現地調査（オープンキャンパス参加）
 ・中間発表会
 ・個人レポート作成
（３年次）
 ・成果発表会（下級生にも発信）
 ・進路実現に向けた実践的活動

将来学びたい学問分野についてテーマを定めて個人で探
究する活動を通して、その分野の現状や課題を知り、解決
に向けて調査・考察を進め、成果をまとめて表現する力を
身に付ける。自身の将来の学びや進学先を主体的に考
え、具体的な進路選択に結びつける機会とする。

・学年部教員による指導チームを編成。
・学問分野別に活動場所を設定。関連したテーマをもつ生
徒同士が相互に情報交換や発表し合って探究活動を深め
るようにする。
・学問分野ごとに担当教員を配置して個別に支援。
・大学や専門機関の研究の動向について、文献調査やイ
ンターネット調査の実施。図書室の活用。
・オープンキャンパス等を活用した実地調査を行う。

・教員と生徒との対話を中心とした個別の支援。
・生徒の課題意識を引き出し発展させる声がけ。
・ICTを活用した調査と協働的な活動の充実。
･各教科・科目と関連した指導の工夫。
・自身の生き方在り方を考え主体的な進路選択につなげる
指導の充実。

・各種発表、研究論文等の相互評価の実施。
・活動の振り返りやポートフォリオを活用した自己評価の充
実。

・グループ担当教員による対話を中心とした個別の支援。
・生徒の課題意識を引き出し発展させる声がけ。
・ICTを活用した調査と協働的な活動の充実。
・英語科等、各教科・科目と関連した指導の工夫。
・外部機関等を活用した専門的・発展的な研究の推進。
･多様な表現手法や発表機会の重視。

（２年次）
 ・グループ編成、テーマ設定
 ・テーマ発表会（イングリッシュセミナー）
 ・アカデミックツアー（大学・研究機関等での現地調査）
 ・公開成果発表会（公共ホールで英語発表）
 ・研究論文作成
（３年次）
 ・実践・発信活動（グローカル・ミーティング）
 ・研究論文完成
 ・進路実現に向けた実践的活動

社会や学術の諸問題について協働的・専門的に探究するグ
ループ研究を通して、課題の背景や要因から論理的に解決
策を考察して、英語でプレゼンテーションし、また論文にまと
め、成果を社会に発信・還元する力を身に付けるとともに、将
来の専門的な研究につなげる。

・学年部教員４名による指導チームを編成。
・グループごとに担当教員を配置して個別に支援。
・大学教員と連携し、メール・オンライン等を活用して専門的な
指導を受ける。
・フィールドワークは研究機関・グローバル企業等と連携した
アカデミックツアーとして実施。
・府立鳥羽高校を拠点校とする京都府WWLコンソーシアムと
連携し、研究の専門性を高める交流や発表の機会とする。

・大学教員や社会人講師等による講座や専門的な連携指導
の実施。
・フィールドワークや実践・発信活動にて地域の企業や行政機
関と連携。成果発表会の参観。
・地域のイベントやボランティア等への参加。
・京都府ＷＷＬコンソーシアムとの連携。
・ＳＧＨネットワークを活用した校外での発表機会の充実。

・学年部教員による指導チームを編成。
・クラスごとの講座は担任・副担任が指導。
・グループ研究は、各グループに担当教員を配置して
個別に支援。
・フィールドワークは、地域の研究機関や行政機関
等、外部と連携し集中的に実施。
・プレゼン指導や英語力向上をねらいとした外部講師
による講座を実施。

指導方法

現代的諸課題の解決と学術の探究
～ふるさとや世界に貢献するグローバルリーダーへ～

育成を目指す５つの能力 （重点目標に掲げる「探究力」の具体的な力）探究課題　（扱う研究テーマ）

総合探究国際探究

・ガイダンス
・SDGs講座
・探究スキル講座
・大学教員等による専門講座
・夏休み個人レポート作成
・グループ編成、研究テーマ設定
・フィールドワーク（現地調査活動）
・AIU English Village 参加
・プレゼンテーションセミナー
・研究成果発表会

SDGｓに代表される現代的なグローバル課題をテーマ
として、課題の背景や要因を考察し、論理的に解決策
を提案する力を育成する。また、国際社会の多様性や
異なる文化などに対する理解を深め、広い視野と課題
意識を育むとともに、基本的な探究の方法を身に付け
る。

高校２・３年生　学術探究コース
各学年 １クラス

高校１年生
７クラス

名称

学　習　活　動

令和３年度　「総合的な探究の時間」　全体計画
秋田県立秋田南高等学校

・県内屈指の進学校として、各界で
活躍する同窓生を多数輩出してい
る。

・ほぼ１００％の生徒が大学への進
学を希望している。

・部活動加入率が高く、学業との両
立を目指している。

・その時点での学力に応じた大学
への進学を志望する傾向が強い。

・スーパーグローバルハイスクール
（ＳＧＨ）事業（H27～R1）の成果とし
て、主体性や発信力を備えた生徒
が育っている。また、探究活動に対
して大きな期待感をもって入学して
くる生徒が多い。

・令和３年度から、文部科学省ＳＧ
Ｈネットワーク参加校として、引き続
きグローバル人材の育成に取り組
んでいる。

生徒と学校の実態

令和３年度の重点目標

教育目標

校　訓

高い志を貫き、目標の実現に向けて主体的に取り組む態度を育てるとともに、ふるさとや世
界に貢献するグローバルリーダーとしての資質・能力を育む

＜グローバルリーダーとして身に付けさせたい３つの資質・能力＞
  ①基礎的知識・技能・習慣 ：　探究・協働に必要な(かつその過程で養われる)力
  ②探究力 ：　主体的に課題を発見・探究・解決する力
  ③協働力 ：　対話を通して良好な人間関係を構築し、仲間とともに探究・創造する力

教育基本法並びに教育に関する公法の精神に則り、獨立自尊の精神を養い、健全な心身
と豊かな個性を育て、郷土・国家および国際社会の発展に役立つ有為な人材を育成する。

獨　立　自　尊
（人に頼らずに自己の人格と尊厳を保つこと）

総合的な探究の時間の目標

各教科・科目で身に付けた知識・技能を活かしながら、現代的な諸課題や幅広い学問分野などのテーマについて、グローバルな視点をもって課題解決を目指す協働
的な探究活動を行い、成果を地域や国際社会に向けて発信・実践することを通して、グローバルリーダーに不可欠な資質・能力の育成を図る。

基本理念

郷土や国家を支える高い志と国際的な視野を備えたグローバルリーダーの育成

地域・保護者の願い

・地域有数の進学校として、
卒業後の進路を大学進学に
見定め、高校生活を文武両
道にわたって充実させ、地域
や日本および国際社会のリー
ダーとして、その発展に寄与
する人材を育成することが求
められている。
　
・保ＰＴＡ活動への関心が高
い護者が多く、生徒の進路実
現や教育内容の充実などの
ためにきわめて協力的であ
る。

・進学を軸とする中高一貫教
育校となって６年目を迎えて
おり、本校の教育活動やその
成果、進学実績等に対する
地域や保護者の注目度は非
常に高いものがある。

課題設定能力

課題探究能力

論理的思考力

プレゼンテーション能力

実践力

課題意識をもつ
グローバルな視点の獲得

情報の選択と収集
コミュニケーションと協働

情報の分析と仮説の検証
根拠を明確にして考察

考えや思いを伝える力
英語での発表と交流

研究成果の発信と提言
社会への還元・実践
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高１「国際探究」について 

 ～ 一人一台タブレット端末と探究活動 ～ 
 

探究活動部 教諭 伊藤 栄治 

 

 今年度、県立高校にも一人一台タブレット端末が配布された。これにより、インターネット上の情報に接続

することが容易になり、本校の探究活動の可能性は大きな広がりをみせた。 

 これまで講座を行う際は、講師の先生からいただいた資料を印刷物として生徒に配布して行うことが多か

った。５月に行ったＳＤＧｓ入門講座では、講師のＪＩＣＡ秋田デスク野口聡子先生のご提案により、資料デー

タを生徒のタブレット端末にダウンロードすることでデータを共有し、ペーパーレスで実施した。ペーパーレ

スで実施した本講座は、「国際探究」のテーマであるＳＤＧｓにつながる取組であったと言える。 

また、フィールドワークの実施についても大きな変化があった。４月当初は、フィールドワーク実施日を設

定し、県内の各企業や機関を訪問し、実地調査を行う画を立てていた。しかし、タブレット端末の利用が可

能になったことで、Google Meet などを用いたビデオ会議サービスによるオンライン上でのフィールドワーク

の実施が可能となった。その結果、フィールドワーク先として秋田県内に限らず、全国各地の企業や大学、

研究機関も対象として実施することができた。 

一人一台タブレット端末は、探究活動の成果発表会にも大きな変化をもたらした。これまでの成果発表

会では、ステージ発表班には電子データを用いたプレゼン資料の作成を課していたが、教室発表班につ

いては紙による発表と電子データによる発表は選択制としていた（昨年度は紙での発表25班、電子データ

での発表 22 班）。しかし、今年度は 53 の班すべてが電子データによるプレゼン資料を作成し、これまでの

探究活動の成果を発表した。交通障害によって定期考査の日程が延びたことで、成果発表会に向けた準

備期間を全く取ることができず心配されたが、各班ともフィールドワークを通して学んだことを織り交ぜなが

ら自分たちの探究テーマや問題点、改善に向けた提案策を分かり易く発表していた。 

発表後の生徒の振り返りには、「達成感があったのはここまでの努力を出し切れたからだと思う」、「今日

の発表では、自分達の課題に向かって探究を続けた約半年間の集大成となる発表が出来たと思う」といっ

た探究活動に対するやりがいに対するコメントや、「班員各々がより良い案を出し合うことで充実した探究に

なりました」、「私たちの手で地球規模の問題に取り組んで行きたいと強く思いました」のような協働性につ

いてのコメント、これからの日常生活への意識の変化を感じさせるコメントも寄せられた。 

次年度からは、学術探究コース、総合探究コースに分かれて探究活動を継続していくことになる。生徒

それぞれの興味関心を大切にしながら、充実した探究活動を実施できるように工夫していきたい。 

 

    

資料閲覧にタブレット端末を活用したＳＤＧｓ入門講座    オンライン（Google Meet）でのフィールドワーク      
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【「国際探究」成果発表会 審査結果】 

 

①教室発表  

優秀班 

・33 班 「秋田の観光産業を盛り上げる」 

１Ｄ佐藤弥恵・１Ｂ木村高子・１G 松本大翼 

 

・40 班 「コンポストを利用して豊かな食を届ける」 

１C 飯坂悠斗・１B 浅野友那・１D 佐々木穂乃・１Ｇ佐藤悠喜 

 

・11 班 「フードドライブ革命」 

１B 今野惺琶・１D 佐藤弘徳・１E 穴倉友理江・１F 白川大翔・１G 佐藤輝空 

 

・36 班 「フランスをモデルとした日本で住み続けられる街づくり」 

１F 島﨑萌恵・１C 磯崎咲菜・１D 菅生琢巳・１G 小松稜太 

 

・54 班 「虐待を受けている子供を減らすために ～今の私たちにできること～」 

１A 本田蘭・１G 花田幸夢 

 

・49 班 「廃棄野菜で海の豊かさを守る！」 

１F 五十嵐快翔・１B 伊藤彩乃・１C 佐藤優衣莉・１D 山田菜桜・１G 二階堂陽依 

 

②ステージ発表（代表班） 

最優秀賞 

 24 班 「FOR ME FOR YOU ...」 

１Ｄ飯尾月葉・１Ｂ須田風香・１Ｄ上田青空・１Ｅ大井ひかる・１Ｅ安達紗羅・１Ｆ進藤希美 

 

優秀賞  

31 班 「Clean Society by NH3 Power Generation」 

１Ｂ奈良勇希・１Ｂ齊藤直紀・１Ｃ藤田南穂・１Ｇ小玉朔太郎 

 

第３位 

41 班 「Mission 廃棄野菜を減らせ！」 

１Ｃ佐川葵・１Ｂ斎藤真桜・１Ｅ金澤泰子・１Ｇ平野亜子 

 

    
             教室発表                        ステージ発表 
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高２「学術探究」について

探究活動部 教諭 林 克至

１ 新型コロナウイルス２年目と探究活動

学術探究クラスは文系生徒15名・理系生徒25名によって編制された。

４月のオリエンテーション以降、自己紹介や探究したいテーマ内容のすり

合わせを行いながら、最終的に７つの班が確定したが、文・理や中入生・

高入生、運動部員や文化部員、生徒会執行部などが混在した班が多く、

各班ともに個性溢れるメンバーが揃った。

今年度も昨年度に引き続いた新型コロナウイルスの影響によって、学習

計画の変更や縮小化を余儀なくされたが、その一方で、県の施策より一人

一台のパソコンが支給されるなど、情報機器環境が整備されたこともあり、

効率的に必要な情報を収集する能力や、分かりやすいスライドを作成する

能力などの向上が見られた。また、他県の企業や大学等を訪問する「アカ

デミックツアー」の実現こそ見送られたものの、夏休み中には各班がそれ

ぞれのテーマに関わる事業所等にアポイントメントをとったうえで訪問し、

現地見学や調査を行う「フィールドワーク」を実施することができた。昨年度

からこれまで、各種文献やネット上の資料を探究の拠り所としてきた生徒に

とって、専門的知識や経験をもつ方々との交流は大変に刺激的であった

らしく、なかには一回目の訪問後に生まれた疑問を解決するために、後日

再訪問する班も見られた。

２ 公開成果発表会の実施

昨年度同様、ソフトアドバンス株式会社の菅原社長によるプレゼンテー

ション指導や校内発表会での付箋紙を用いた相互評価などによる改善を

経てすべての班が秋田県児童会館でこれまでの探究活動の成果を披露

した。各班とも発表の寸前まで舞台袖で練習を重ねていた姿が印象的で

あった。発表会終了後は、「質疑応答における想定外の質問への対応」や

「原稿の暗記でなく、観客の反応を見ながら臨機応変にスライドの内容を

説明するべきだった」などの反省が見られたが、それでも各生徒は一定の

成就感を得た様子であった。

なお、優秀賞に選出された４班の４名は、12月末日にオンラインで開催

された「全国高校生フォーラム」に参加。さらに、最優秀賞に輝いた７班の

６名は、全国より10校が選抜される書類選考を突破し、３月にオンラインで

開催される「WWL・SGH×探究甲子園２０２２」（これまでの「ＳＧＨ甲子園」）

への出場することが決定している。

来年度は秋田市役所等を訪れ、これまでの探究成果を披露したうえで、

課題解決に向けて協議する「グローカルミーティング」が予定されている。

自分たちが探究してきた内容を適切伝えたうえで多様な意見を受け入れ、

時代に即した解決策を提案できるよう今後とも指導していきたい。

意見交換をする生徒

秋田洋上風力発電（株）を
訪問した１班の生徒

校内発表会で記した付箋を
模造紙に貼る生徒

公開成果発表会の
オープニングを努める生徒

全国高校生フォーラムで
オンライン協議をする４班
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高２「総合探究」について 

 

探究活動部 教諭 伊藤 孝紘 

 

１ はじめに 

【高校２年生の目標】 

将来学びたい学問分野についてテーマを定めて個人で探究する活動を通して、その分野の現

状や課題を知り、解決に向けて調査・考察を進め、成果をまとめて表現する力を身に付ける。自身

の将来の学びや進学先を主体的に考え、具体的な進路選択に結びつける機会とする。 

 

２ 活動内容 

【概要】 

４月…ガイダンス 

５月…学問分野調査、研究計画書作成 

６月…研究計画書発表会、大学調査ガイダンス 

７月～個人研究活動 

１２月…中間発表会 

１月～レポート作成 

３月…レポート提出 

 

【本年度の活動について】 

今年から生徒一人につき一台 Chromebook 端末が配付されたことと、教室の Wi-Fi 環境が

整ったことにより、個人の探究活動を非常に円滑に進めることができた。集めてきた資料は

Google Drive に保管し、中間発表では Google スライドを活用した。レポートはデータで提出を

することによって休校など不測の事態があっても柔軟に対応することができた。コロナ禍で実

際に大学や企業を訪問して学びを得る機会はなかったが、ICT を活用してできる範囲で最大

限の取り組みができたと思う。 

 

３ まとめ 

 研究を始めるにあたり、生徒の探究活動への期待は大きかったように思う。自分の興味のあ

ることについて１年間研究を続けることができるということは、グループ活動となる国際探究や

学術探究とはまた違った利点があり、生徒はテーマ選択に迷いながらも充実した探究活動を

行っていた。研究自体は個人で進めるものの、活動は似たようなテーマの生徒が同じ教室で

行うことで情報や意見の交換を活発にすることができた。今後の課題としては進路選択に直結

する活動であるため、進路指導部との連携と HR 担任との情報共有が挙げられる。進路の活

動である第一志望宣言を計画の中に体系的に組み込み、大学や研究室調べを充実させるこ

とによって、より実りのある総合探究の活動にしていきたい。 

中間発表の様子 
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高３「学術探究」について 

 

探究活動部 教諭 關 友明 

 

１ 今年度の活動について 

【内容】  

自らが将来学びたい学問分野について研究テーマを定め、個人研究を行って、課題を追

究するとともに、進路実現に向けて実践的に取り組む。 

 

【ねらい】 

 各教科・科目で身に付けた知識・技能を活かしながら、自らが将来学びたい学問分野をテー

マとした個人での探究活動を行い、その成果をまとめ、発表する活動を通して、グローバルリ

ーダーに不可欠な資質・能力のうち、特に論理的思考力・プレゼンテーション能力・実践力を

重点的に育成する。また、研究した学問分野や身に付けた資質・能力を活用し、進路実現に

向けた学習に実践的に取り組む。 

  

２ 所感 

 初めての「学術探究」コース３年生である。昨年度に続くコロナ禍の中で、多くの事業が計画

段階から変更を余儀なくされた。特に、社会人に対する発信・交流を中心とするグローカル・ミ

ーティングについては、高３学術探究の中心となる事業だっただけに、実施できなかったのは

痛恨の極みであった。 

 しかしながら、今年度から一人一台タブレット端末が配付されたことで、生徒たちは各自で探

究活動を深めることができた。追加実験やアンケートを行ったグループもあった。また、高２の

学術探究コースの後輩に対しては、テーマ設定の段階で、自分たちの経験を伝える場面を設

定した。他に伝えることで、改めて自分たちの活動を振り返ることにもつながったようであった。 

最終的に、各グループの研究は、研究論文として完成させることができた。また、今年度は

この論文を秋南祭で展示した。秋南祭はコロナ禍のため一般公開はできなかったが、研究論

文については例年同様に論文集として学校ウェブサイトにて公開した。 

昨年度からスタートした「学術探究」は、まだまだ発展途上の状態であると言える。コロナの

影響もあるが、生徒は意欲的に取り組んでおり、今後は運営方法や活動内容を精査し、よりよ

いものにしていければと考えている。 

 

 

 

 

 

    

    後輩へのアドバイス      追加実験を行うグループ      秋南祭での論文展示 
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高３「総合探究」について 

 

探究活動部 教諭 松田 達也 

 

１ はじめに 

【活動のねらい】 

各教科・科目で身に付けた知識・技能を活かしながら、自らが将来学びたい学問分野や仕事に

したいことをテーマとした、個人での探究活動を行うことを通して、グローバルリーダーとしての資

質・能力を育成する。また、関心のある学問分野について見識を深め、将来の学びや職業選択に

活かす。 

 

２ 年間計画・活動内容 

【活動内容】 

①４月 ガイダンス 

研究分野ごとに分かれて活動していた昨年度とは異なり、３年生となった今年度は、クラスご

とでの活動となった。９月までの活動計画を知り、活動の見通しをもった。また、今年度から配

付になった Chromebook 端末や、Google Classroom などの活用法について学んだ。 

 

②５月 今年度の研究計画作成 

 それぞれの研究テーマとゴールを確認し、発表までの実施回数から逆算しながら、活動の予

定を組んだ。一部には、自身の将来学びたいことや進学先を見据えて、研究テーマを変更す

る生徒もおり、意欲的に研究に向かおうとする姿が見られた。 

 

③５～７月 個人研究推進 

 それぞれの研究テーマについて、書籍やインターネットなどを通して調査活動を行った。独

自にアンケートなどを行う生徒もおり、各自で研究を深めながら、調査方法や考え方について、

他の生徒と協働で学ぶ姿が見られた。 

 

④７月 クラス成果発表会 

 昨年度に作成したレポートを基にして、プレゼンテーション資料を制作し、各クラス内で発表

会を行った。それぞれ工夫を凝らして発表を行うとともに、相互に質疑応答を通して内容を深

め合った。 

 

⑤９月 最終発表会 

各クラスで優れた発表を行った生徒５名を選出し、学年代表として全校生徒に向けて発表会

を行った。新型コロナウイルス感染症対策として、他学年についてはリモートでの発表とした。

スクリーン越しの発表であったが、発表生徒はＢＧＭを付けたり、聴衆に問いかけたりして、楽

しみながら、自分たちの研究内容をしっかり伝えようと努力していた。 
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３ まとめ 

昨年度からスタートした「総合探究」は、今年度初めて３年生での活動を迎えた。前例のない

中で探究活動の進め方を模索してきた。新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される中で、

発表会を開催することができたことは生徒にとって本当に良かったと思う。生徒の振り返りから

も、この活動を通して、グローバルリーダーに求められる３つの資質、５つの能力を高めること

ができたのではないかと感じた。 

 

 

【最終発表会 代表発表者一覧】 

鎌田蒼太 「VR 技術×ロボット」 （※当日は公欠） 

嵯峨丈太郎 「自粛要請がもたらす経済への影響」 

笹森陽太 「高校生の骨折をしやすい部位とその防止方法」 

柴田結 「スポーツコーチングについて」 

田川拓杜 「Σ計算の教科書の延長」 

二木雄大 「認知症予防について」 

井上空音 「芸術がコロナうつを救う」 

工藤洸 「ホームスクールで現代の教育問題を解決する」 

斉藤凱 「新たな穀物で秋田を豊かに」 

三浦日向 「雷を持続可能エネルギーとして利用する方法」 

安田果奈 「チーム医療と薬剤師が果たすべき役割」 

渡部順成 「脳のシステムを利用する」 

伊藤英夫 「磁気単極子」 （※当日は公欠） 

小松田実希 「自動運転であおり運転問題を改善する」 

天野祐晴 「なぜ日本のフェアトレード普及率が低いのか」 （※当日は公欠） 

石田聖 「日本史への新たなアプローチ（怨霊編）」 

木村優斗 「秋田を豊かに」 

田中旭 「秋田県の交通機関を利用して観光立県を目指す」 

阿部優作 「中高生の反抗期について」 

塩崎拓人 「ベーシックインカムと格差による少子化」 

鈴木遼叶 「死刑制度の是非」 

鷹照惇哉 「カント哲学における神の存在証明と諸宗教への適応」 

田口いろり 「秋田の観光をより発展させる」 

田中あい子 「LGBTQ+と現代日本」 

佐藤美咲 「宗教が日本社会に及ぼす影響」 

進藤美穂 「なぜ課題があるのに後回しにしてしまうのか？」 

菅原愛実 「高校生の私たちが自分の不安と付き合うために」 

瀬下暖貴 「鮫肌加工の乗物への応用」 

髙橋尚刀 「秋田県下野領の図示化」 

中島南深 「日本語は世界一難しい？」 （※当日は公欠） 
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【生徒の振り返りより】 

・探究活動を通して自分自身の研究の仕方やプレゼン力も磨けたし他の人の発表を聞くこと

で様々な社会問題について学ぶことが出来た。これらの経験を大学での研究や勉強につな

げて、最終的には自分の仕事のことにも生かせると思った。（高３） 

 

・同学年の人の発表を聞いて、それぞれが自分なりの考えをしっかりもって、それをデータなど

で理論づけていて、聞いている側としてとても分かりやすく納得しやすい構成だったと思いま

した。また、ただ原稿を読むのではなくて、臨機応変に自分で言葉を補って発表していたとこ

ろもすごいと思いました。自分も、根拠を述べるときはデータを活用し、自分の意見を周囲に

納得してもらえるようにしたいです。（高３） 

 

・大学に行けば自分の研究結果を話す機会は必ずやって来るので、その練習になった。今日

のように、相手に何かを伝える時ははっきりと述べることを心がけたい。（高３発表者） 

 

・質問された時は相手がどのような回答を求めているか、確認する必要があると思った。自分

の行いたい活動をすることが一番楽しいのだとわかった。（高３発表者） 

 

 

【最終発表会の様子】 
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今年度のクリエイティブサイエンスを振り返って

教諭 中 山 つづか

１ はじめに

クリエイティブサイエンス（以下ＣＳ）は本校独自の教科として、「日常生活や社会との関わりなどから数学や

理科に関する課題を見付け、探究的な学習のプロセスを通して課題の解決に取り組むことで、数学や理科へ

の関心を高めるとともに、科学的な思考力や表現力を養う」ことをねらいに、中３生が週１時間行っている。今

年度が実施４年目の教科である。

２ 今年度のＣＳの進め方

過去３年間の実施を基本としながら進め、さらに、本年度の状況を踏まえて調整を図った。年度当初の

担当者打合せの実施が困難だったため、紙面で次の内容について連絡し、共通理解を図ることにした。

（１）指導体制について

生徒の課題研究に対する指導は、数学分野、理科分野それぞれ６人、計１２人が担当する。また、中

等部数学科主任と理科主任は、ＣＳの全体計画やガイダンス・発表会等の企画・運営を行う。

（２）通常の授業について

①授業は、全クラス水曜日５校時に行う。ただし、１１月の中間発表会、２月の校内発表会前は、昼休

みのうちに帰りの会を行い、５校時終了後も続けて活動できるようにする。

②３クラス同時展開で、学級を解体して授業を進める。各分野でグループをつくり、課題研究を進め

る。生徒の内訳は、数学分野３５人、理科分野４４人（物理８、化学１９、生物８、地学９）。４～５人で１

グループをつくることを想定している。

③ガイダンス等、８０人が同時に同じ内容を行うときは、中等部棟大教室やアリーナで行う。通常、数学

分野の生徒は中３の３教室、物理分野は物理実験室、化学分野は中等部理科室、生物分野は生

物実験室、地学分野は地学実験室で行う。また、中等部ＰＣ室、教室に保管されているタブレットを

用いて必要な情報の収集や発表資料の作成等ができるようにする。

（３）学習成果（研究成果）の発表について

１１月に中間発表会、２月に校内発表会を実施する。中間発表会は３年生の生徒の相互参観、校

内発表会は中等部１、２年生のほか、高校生、保護者にも参観してもらう。中間発表会はポスター形

式、校内発表会はプレゼンテーションソフトを使っての発表とし、いずれの発表会も発表時間は１０分、

質疑応答５分とする。担当の先生には、研究に対する助言、指導のほか、プレゼンテーションの指導も

お願いする。

（４）評価について

前期と後期の２回、観点別評価を行い、通年で５段階の評定を行う。評価の観点は、「数学や理科

に関する課題を設定し、課題の解決に向けて意欲的に取り組んでいるか（数理探究への関心・意欲・

態度」「探究的な学習を通して、事象を論理的・実証的・客観的に考察したり、表現したりするなど数理

的な見方や考え方を身に付けているか（数理的な思考・表現）」の２つとする。
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（５）学習計画について

一年間のおおまかな流れは、「ガイダンス→テーマ設定→課題追究→中間発表→課題追究→校内発

表→研究レポートの作成」となる。週１時間（年間３５時間）の授業のほか、必要に応じて長期休業中の活

動も行うこととする。

◎ 年度当初の学習計画

月 単元（題材）と時数 主な学習活動 ※学習形態

４ ○ガイダンス（１時間） ○１年間の学習(研究）の流れの確認 ※全体

○課題研究の進め方（１時間） ○テーマの選び方（探究方法や事例について学ぶ） ※分野ごと

５ ○課題研究の進め方（２時間） ○テーマ設定（グループテーマの設定） ※分野ごと

６ ○課題研究Ⅰ（テーマの調査、探究活動にむ ○グループ研究（情報収集） ※研究グループ

けての準備）（３時間）

７ ○課題研究Ⅱ（予備実験・研究）（２時間） ○グループ研究（実験、観察、情報収集） ※研究グループ

<夏休みの研究>

８ ○課題研究Ⅲ（本実験・研究）（１時間） ○グループ研究（実験、観察、情報収集、および、収 ※研究グループ

集したデータや情報の考察、検証）

９ ○課題研究Ⅲ（本実験・研究）（３時間） ○グループ研究（実験、観察、情報収集、および、収 ※研究グループ

集したデータや情報の考察、検証）

10 ○中間ポスター発表会に向けた準備（４時間） ○ポスター制作と発表練習 ※研究グループ

11 ◎中間ポスター発表会（２時間） ○発表 ※全体

○課題研究Ⅲ（本実験・研究）継続（２時間） ○グループ研究（再実験、収集したデータや情報の考 ※研究グループ

察、再検証）

12 ○課題研究Ⅳ（まとめ）（２時間） ○グループ研究（再実験、収集したデータや情報の考 ※研究グループ

<冬休みの研究> 察、再検証）

１ ○校内発表会に向けた準備（２時間） ○発表資料の制作と発表練習 ※研究グループ

２ ○校内発表会に向けた準備（１時間） ○発表資料の制作と発表練習 ※研究グループ

◎中等部校内発表会 （６時間） ○発表 ※全体

○課題研究Ⅴ（補充・修正・まとめ）（２時間） ○課題研究レポートの作成 ※研究グループ
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３ 今年度のＣＳの成果と課題

【成果】

○ＣＳ４年目となり、教員も生徒も一定の見通しをもって指導、探究活動を進めることができた。

○生徒は１、２年次に参観した校内発表会を覚えていて、Ｃ

Ｓの学習に期待をもっていた。理科室前廊下に掲示して

ある中間発表会のポスターも目にしていて、意欲的に学

習を開始することができた。折に触れポスターを参考にし

て活動を進めた。

○「課題設定→探究活動→まとめ」の一連の過程を経験す

ることで、探究活動の楽しさを味わうことができた。また、前

年度の成果の一つに「各教科での学びがＣＳに活かされ

ている」とある。授業では、ＣＳでの学びが学習に活かされ

ると感じる場面もあり、相互によい作用を与えている。

○今年も、数学分野のグループには、一般財団法人理数教育研究所主催のＭＡＴＨコン（＝算数・数学

の自由研究）に向けてのレポート作成を夏季休業中の課題とした。数学分野全７グループが応募し

て、そのうち１グループが秋田県最優秀賞を受賞した。

○進路の決定した高校３年生に発表会を参観してもらうことができた。内容に関する質問のほか、研究の

進め方や発表の仕方などの助言をもらった。高３生の中には、中等部１期生としてかつてこの場で発

表した生徒もいて、ＣＳで試行錯誤した経験がその後に役立ったと感じていた。

○昨年度のアンケートから、保護者は生徒たちの研究成果や発表の仕方に感心していて、発表会を好

意的に評価していることが分かった。今年度、保護者が研

究内容に触れることができなかったので、参観に代えて研

究レポート集を作成し、配付することにした。

○校内発表会の閉会行事で、高校２年生の学術探究公開

成果発表会最優秀賞を受賞したグループから発表（英

語）をしてもらうことにした。コロナ禍のため学術探究の発

表を直接聴くことができなかったので、２年ぶりである。会

場にいる中等部生は、高校生の発表に真剣に耳を傾け

質疑応答では、中等部生も英語で質問や感想を述べる

姿が見られた。

高校生と相互に発表を参観することで、探究活動における中高連携を進めることができた。

○今年度は生徒一人に一台のタブレットが支給された。情報収集、写真や動画の撮影、プレゼンテーシ

ョンや原稿の作成のため、活動場所に持ち運んで使用でき、スムーズに活動を進めることができた。

【課題】

▲高度な知識が必要と思われる研究、学校の実験機材で研究するには限界がある、すでに先行研究さ

れている、などの理由でテーマの決定までの時間にグループ差が生じた。ただ、担当の先生方には丁

寧に指導していただいた。

▲生徒達の自主的な探究活動に対する教師側の関わりについて、どのタイミングで、何について、どの

程度、助言や指導が必要なのか難しいところである。

▲外部への情報発信という点から、校内発表会を外部の人に見せたいという話題が出ている。次年度以

降、外部の人の参観の有無を始めとする様々な点で、検討が必要になると考えられる。

▲自身の学年の指導など、ＣＳ以外にたくさんの業務がある中、担当教員の負担が大きい。

１人１台タブレットを活用した情報収集

中間発表会（数学分野）
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授業アンケートについて 

 

教育研究部 教諭 虻川 玲子 

１ はじめに 

昨年度はコロナ禍で実施されなかった授業アンケートだが、今年度は、９月と２月の２回実施した。 

タブレット端末が導入されたことを受け、google classroom で実施したが、1 回目は配信方法や集計方

法などで課題が多く見つかった。また、中等部は 1 回目にタブレットの導入が間に合わず、紙面にて

実施した。1 回目の反省を踏まえ、2 回目は Classi でも配信し、改善して実施した。一昨年度までは、

教科毎に集計を行っていたが、科目毎にすることでより授業改善に生かしたいと考え、質問項目と集

計方法を一新している。 

 

２ アンケートの目的について 

①  生徒自身の授業への取り組み方や理解度について把握し、授業の課題等を明確化する。 

②  教師の指導方法を生徒の視点から確認し、授業改善に生かす。 

③  １回目のアンケート結果を分析して授業改善を図り、それを２回目のアンケートで検証する

ことでさらに授業の質を高める。 

 

３ アンケート集計結果について 

 科目毎に集計を行い、1回目の集計後に各教科で分析を行った。どの教科、科目も生徒の授業に取り

組む意欲は概ね良好であるという結果であった。ICT の活用についての課題が多くあげられているの

で、学校全体として取り組んでいく必要がある。 

 

４ まとめ 

 今年度は、新たな実施方法と集計方法に変えたことで、準備や集計に時間がかかった。しかし、来年

度以降の実施に向けて、基盤を作れたと感じている。今後、さらに集計結果のフィードバックを早め、

より授業改善に生かせる環境を作っていきたい。 

 集計結果と分析結果については次のページ以降に掲載している。 
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令和 3年度 授業アンケート①結果（高校）（１） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【国語】
高校1年　国語総合（現代文）

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 165 回答数 165 165

1 そう思う 46.7% 32.1% 8.5% 20.6% 15.8% 10.3% 57.0% 69.7% 75.2% 64.8% 45.5% 60.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 3.0%

2 だいたいそう思う 44.8% 38.8% 31.5% 47.9% 44.8% 21.8% 40.0% 27.9% 23.6% 33.9% 43.6% 38.8% 2 やや速い（やや難しい） 9.1% 37.6%

3 あまりそう思わない 7.9% 24.2% 44.8% 20.0% 27.3% 21.2% 3.0% 2.4% 1.2% 1.2% 9.7% 0.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 83.0% 59.4%

4 そう思わない 0.6% 4.8% 15.2% 10.9% 11.5% 46.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.6% 4 やや遅い（やや簡単） 7.9% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　国語総合（古典）
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 176 176 176 176 176 176 176 176 176 176 176 176 回答数 176 176

1 そう思う 46.6% 20.5% 3.4% 38.6% 19.9% 7.4% 56.3% 56.3% 61.9% 51.7% 43.8% 53.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.6% 2.8%

2 だいたいそう思う 46.6% 45.5% 19.3% 46.0% 50.0% 22.2% 38.6% 39.8% 34.1% 39.8% 44.9% 40.3% 2 やや速い（やや難しい） 13.6% 55.1%

3 あまりそう思わない 6.3% 28.4% 58.0% 10.2% 23.9% 23.9% 5.1% 4.0% 4.0% 8.5% 9.7% 5.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 79.0% 42.0%

4 そう思わない 0.6% 5.7% 19.3% 4.0% 5.7% 46.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 1.1% 4 やや遅い（やや簡単） 6.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.6% 0.0%

高校２年　現代文B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 158 158 158 158 158 158 158 158 158 158 158 158 回答数 158 158

1 そう思う 25.9% 17.1% 6.3% 4.4% 6.3% 3.8% 36.1% 58.2% 68.4% 50.6% 25.9% 43.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 7.0%

2 だいたいそう思う 60.8% 46.8% 29.7% 32.9% 33.5% 6.3% 51.3% 32.9% 28.5% 44.9% 51.9% 44.9% 2 やや速い（やや難しい） 8.9% 34.8%

3 あまりそう思わない 11.4% 28.5% 45.6% 39.2% 45.6% 11.4% 9.5% 6.3% 2.5% 4.4% 13.9% 5.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.6% 58.2%

4 そう思わない 1.9% 7.6% 18.4% 22.8% 13.9% 78.5% 3.2% 2.5% 0.6% 0.0% 8.2% 6.3% 4 やや遅い（やや簡単） 0.6% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.6% 0.0%

高校２年　古典B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 263 263 263 263 263 263 263 263 263 263 263 263 回答数 263 263

1 そう思う 24.0% 14.4% 1.9% 16.7% 9.1% 11.0% 28.9% 46.8% 56.3% 33.1% 21.3% 33.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.4% 5.7%

2 だいたいそう思う 62.4% 45.6% 16.0% 49.0% 40.7% 18.3% 58.6% 43.0% 33.5% 55.1% 55.5% 53.6% 2 やや速い（やや難しい） 40.7% 52.1%

3 あまりそう思わない 12.5% 30.8% 52.1% 25.9% 43.0% 23.2% 11.4% 8.7% 7.6% 10.6% 19.0% 11.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 55.1% 42.2%

4 そう思わない 1.1% 9.1% 30.0% 8.0% 6.8% 47.5% 1.1% 1.5% 2.7% 1.1% 4.2% 1.5% 4 やや遅い（やや簡単） 0.8% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　現代文B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 261 回答数 261 261

1 そう思う 46.4% 25.3% 10.0% 19.2% 8.0% 14.9% 39.8% 52.9% 70.1% 42.1% 34.5% 51.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.4% 3.4%

2 だいたいそう思う 44.1% 46.4% 33.7% 28.4% 38.3% 24.1% 46.4% 39.5% 26.8% 41.8% 50.2% 40.6% 2 やや速い（やや難しい） 10.7% 34.1%

3 あまりそう思わない 9.2% 25.3% 44.1% 25.3% 35.6% 22.2% 11.5% 7.3% 3.1% 14.2% 12.6% 6.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.0% 59.4%

4 そう思わない 0.4% 3.1% 12.3% 26.8% 18.0% 38.7% 2.3% 0.4% 0.0% 1.9% 2.7% 0.8% 4 やや遅い（やや簡単） 6.5% 3.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.4% 0.0%

高校３年　古典B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196 196 回答数 196 196

1 そう思う 58.7% 29.1% 8.2% 58.7% 17.9% 15.8% 66.8% 71.4% 69.4% 62.2% 45.9% 62.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.5% 1.5%

2 だいたいそう思う 36.2% 50.0% 24.0% 35.2% 48.5% 24.0% 31.1% 25.5% 27.6% 32.7% 42.9% 31.1% 2 やや速い（やや難しい） 21.4% 30.6%

3 あまりそう思わない 4.6% 16.8% 49.5% 5.1% 31.1% 26.5% 2.0% 3.1% 2.6% 5.1% 10.2% 5.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 76.5% 67.9%

4 そう思わない 0.5% 4.1% 18.4% 0.5% 2.6% 33.7% 0.0% 0.0% 0.5% 0.0% 1.0% 0.5% 4 やや遅い（やや簡単） 1.5% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【数学】
高校1年　数学Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 168 168 168 167 166 142 168 168 168 168 168 168 回答数 168 168

1 そう思う 51.2% 32.1% 8.3% 25.7% 41.0% 27.5% 56.5% 48.2% 46.4% 28.0% 43.5% 59.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 7.7% 16.1%

2 だいたいそう思う 42.3% 39.3% 29.8% 33.5% 48.8% 29.6% 39.9% 46.4% 47.0% 57.1% 46.4% 38.7% 2 やや速い（やや難しい） 41.1% 54.8%

3 あまりそう思わない 6.0% 22.6% 38.7% 28.1% 9.6% 26.1% 3.6% 4.8% 6.5% 14.3% 10.1% 1.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 47.6% 28.0%

4 そう思わない 0.6% 6.0% 23.2% 12.6% 0.6% 16.9% 0.0% 0.6% 0.0% 0.6% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.6% 1.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　数学A
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 202 202 202 202 201 172 202 202 202 202 202 202 回答数 202 202

1 そう思う 51.0% 30.2% 7.4% 35.1% 33.3% 22.7% 59.9% 57.9% 54.0% 43.6% 51.5% 63.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.5% 6.9%

2 だいたいそう思う 43.6% 45.0% 29.7% 33.7% 51.2% 33.1% 39.1% 38.1% 38.6% 45.0% 41.6% 36.6% 2 やや速い（やや難しい） 20.3% 54.0%

3 あまりそう思わない 4.5% 20.8% 47.5% 20.3% 12.9% 25.6% 1.0% 3.0% 7.4% 9.4% 6.4% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 74.8% 37.6%

4 そう思わない 1.0% 4.0% 15.3% 10.9% 2.5% 18.6% 0.0% 1.0% 0.0% 2.0% 0.5% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.0% 1.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.5% 0.0%

高校２年　数学ⅡB
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 203 回答数 203 203

1 そう思う 49.3% 29.6% 10.3% 10.3% 36.5% 32.0% 53.7% 47.3% 59.6% 40.9% 45.3% 63.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 5.9% 15.3%

2 だいたいそう思う 43.8% 34.0% 25.6% 33.0% 46.8% 33.0% 40.9% 42.9% 32.0% 36.9% 37.4% 32.0% 2 やや速い（やや難しい） 37.9% 43.3%

3 あまりそう思わない 5.9% 26.6% 35.0% 42.9% 12.3% 18.7% 3.4% 8.9% 7.4% 14.8% 11.3% 3.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 53.7% 39.9%

4 そう思わない 1.0% 9.9% 29.1% 13.3% 3.4% 16.3% 2.0% 1.0% 1.0% 7.4% 5.9% 1.5% 4 やや遅い（やや簡単） 2.5% 1.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　数学Ⅲ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 122 回答数 122 122

1 そう思う 68.0% 45.9% 11.5% 20.5% 41.8% 48.4% 66.4% 52.5% 48.4% 41.8% 46.7% 62.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 3.3%

2 だいたいそう思う 27.0% 40.2% 38.5% 42.6% 43.4% 32.8% 27.9% 37.7% 41.0% 35.2% 42.6% 35.2% 2 やや速い（やや難しい） 17.2% 46.7%

3 あまりそう思わない 4.9% 12.3% 38.5% 27.9% 10.7% 12.3% 4.9% 8.2% 10.7% 21.3% 9.0% 2.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 73.8% 46.7%

4 そう思わない 0.0% 1.6% 11.5% 9.0% 4.1% 6.6% 0.8% 1.6% 0.0% 1.6% 1.6% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 8.2% 3.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.8% 0.0%

高校３年　探求数学
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 116 116 116 116 116 116 116 116 116 116 116 116 回答数 116 116

1 そう思う 68.1% 50.0% 12.1% 50.9% 40.5% 37.9% 59.5% 49.1% 52.6% 40.5% 45.7% 62.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 31.0% 37.9% 47.4% 34.5% 43.1% 36.2% 37.9% 26.7% 27.6% 23.3% 44.8% 32.8% 2 やや速い（やや難しい） 8.6% 25.9%

3 あまりそう思わない 0.9% 11.2% 37.1% 10.3% 14.7% 22.4% 1.7% 19.0% 18.1% 23.3% 8.6% 4.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.1% 70.7%

4 そう思わない 0.0% 0.9% 3.4% 2.6% 1.7% 3.4% 0.9% 5.2% 1.7% 12.9% 0.9% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 4.3% 3.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　発展数学
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 91 回答数 91 91

1 そう思う 57.1% 27.5% 5.5% 28.6% 31.9% 46.2% 68.1% 63.7% 64.8% 51.6% 45.1% 67.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.1% 8.8%

2 だいたいそう思う 39.6% 37.4% 16.5% 48.4% 51.6% 31.9% 28.6% 33.0% 27.5% 37.4% 47.3% 29.7% 2 やや速い（やや難しい） 13.2% 45.1%

3 あまりそう思わない 3.3% 33.0% 41.8% 17.6% 14.3% 18.7% 3.3% 2.2% 6.6% 8.8% 6.6% 2.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.3% 46.2%

4 そう思わない 0.0% 2.2% 36.3% 5.5% 2.2% 3.3% 0.0% 1.1% 1.1% 2.2% 1.1% 1.1% 4 やや遅い（やや簡単） 4.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【英語】
高校1年　コミュニケーション英語Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 回答数 246 246
1 そう思う 63.8% 39.8% 15.4% 52.4% 30.1% 15.9% 58.5% 77.2% 80.5% 76.8% 57.7% 72.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.4% 0.4%

2 だいたいそう思う 34.6% 45.9% 41.5% 35.4% 47.2% 27.6% 36.6% 19.9% 17.9% 21.1% 34.6% 24.4% 2 やや速い（やや難しい） 8.9% 33.7%

3 あまりそう思わない 1.2% 13.4% 36.6% 9.8% 20.3% 24.0% 4.1% 2.8% 0.8% 2.0% 6.9% 2.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.6% 64.6%

4 そう思わない 0.4% 0.8% 6.5% 1.6% 1.6% 32.5% 0.8% 0.0% 0.8% 0.0% 0.8% 0.4% 4 やや遅い（やや簡単） 1.2% 0.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.8% 0.4%

高校1年　英語表現Ⅰ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 195 回答数 195 195
1 そう思う 56.9% 35.9% 9.7% 54.4% 29.2% 14.9% 54.4% 58.5% 52.8% 66.2% 36.9% 51.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.5% 0.5%

2 だいたいそう思う 36.9% 40.0% 40.5% 34.4% 44.1% 26.2% 39.0% 32.3% 31.3% 29.2% 48.7% 41.5% 2 やや速い（やや難しい） 14.4% 39.5%

3 あまりそう思わない 5.6% 20.5% 40.5% 9.7% 22.6% 27.7% 5.1% 6.7% 11.8% 4.1% 12.8% 5.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.6% 58.5%

4 そう思わない 0.5% 3.6% 9.2% 1.0% 3.1% 31.3% 1.5% 2.6% 4.1% 0.5% 1.5% 1.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.1% 1.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.5% 0.5%

高校２年　コミュニケーション英語Ⅱ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142 142 回答数 142 142
1 そう思う 47.2% 28.2% 11.3% 24.6% 16.9% 8.5% 41.5% 76.8% 73.2% 67.6% 37.3% 53.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.7% 7.0%

2 だいたいそう思う 45.8% 52.1% 32.4% 38.0% 42.3% 17.6% 49.3% 21.1% 26.1% 29.6% 49.3% 40.1% 2 やや速い（やや難しい） 14.1% 31.0%

3 あまりそう思わない 6.3% 16.2% 45.8% 27.5% 35.9% 22.5% 6.3% 1.4% 0.0% 2.1% 11.3% 4.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 83.8% 60.6%

4 そう思わない 0.7% 3.5% 10.6% 9.9% 4.9% 51.4% 2.8% 0.7% 0.7% 0.7% 2.1% 2.1% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　英語表現Ⅱ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 78 回答数 78 78
1 そう思う 55.1% 30.8% 11.5% 47.4% 17.9% 7.7% 44.9% 69.2% 69.2% 74.4% 29.5% 53.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.6%

2 だいたいそう思う 42.3% 47.4% 26.9% 37.2% 52.6% 14.1% 48.7% 24.4% 24.4% 21.8% 52.6% 39.7% 2 やや速い（やや難しい） 33.3% 44.9%

3 あまりそう思わない 1.3% 20.5% 47.4% 9.0% 23.1% 19.2% 5.1% 6.4% 3.8% 3.8% 15.4% 5.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 65.4% 51.3%

4 そう思わない 1.3% 1.3% 14.1% 6.4% 6.4% 59.0% 1.3% 0.0% 2.6% 0.0% 2.6% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　コミュニケーション英語Ⅲ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 213 213 213 213 213 213 213 213 213 213 213 213 回答数 213 213
1 そう思う 63.8% 46.0% 15.0% 10.8% 23.0% 28.6% 59.6% 78.4% 78.9% 66.2% 56.8% 65.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.4%

2 だいたいそう思う 34.7% 42.3% 37.1% 46.0% 54.9% 29.6% 37.1% 20.7% 18.8% 25.8% 37.6% 31.5% 2 やや速い（やや難しい） 8.5% 21.1%

3 あまりそう思わない 0.9% 9.4% 39.9% 33.3% 17.8% 25.4% 2.3% 0.0% 1.9% 6.6% 5.2% 1.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.8% 76.5%

4 そう思わない 0.5% 2.3% 8.0% 9.9% 3.8% 16.4% 0.9% 0.9% 0.5% 1.4% 0.5% 0.9% 4 やや遅い（やや簡単） 2.3% 0.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.4% 0.0%

高校３年　英語表現Ⅱ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 155 回答数 155 155
1 そう思う 64.5% 34.8% 9.0% 73.5% 25.8% 20.0% 66.5% 71.0% 73.5% 81.9% 52.9% 65.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 34.8% 49.0% 39.4% 24.5% 54.8% 21.9% 30.3% 25.2% 20.6% 16.1% 40.0% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 5.2% 25.2%

3 あまりそう思わない 0.6% 15.5% 41.9% 1.9% 17.4% 32.9% 3.2% 3.9% 5.2% 1.9% 6.5% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 91.6% 74.2%

4 そう思わない 0.0% 0.6% 9.7% 0.0% 1.9% 25.2% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 0.6% 0.6% 4 やや遅い（やや簡単） 3.2% 0.6%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【家庭】
高校1年　家庭基礎

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 235 235 235 235 235 235 235 235 235 235 回答数 235 235
1 そう思う 69.8% 49.4% 11.9% 48.5% 72.3% 83.0% 86.0% 80.4% 54.0% 61.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 0.9%

2 だいたいそう思う 28.1% 44.3% 48.1% 33.6% 26.8% 15.7% 13.2% 18.7% 40.4% 34.5% 2 やや速い（やや難しい） 10.2% 31.5%

3 あまりそう思わない 2.1% 6.0% 35.3% 11.5% 0.9% 0.9% 0.9% 0.9% 3.4% 3.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.5% 66.8%

4 そう思わない 0.0% 0.4% 4.7% 6.4% 0.0% 0.4% 0.0% 0.0% 2.1% 0.9% 4 やや遅い（やや簡単） 0.4% 0.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【情報】
高校1年　社会と情報

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 171 171 171 171 171 171 171 171 171 171 171 171 回答数 171 171
1 そう思う 56.7% 43.9% 12.9% 0.6% 0.6% #### 71.3% 32.2% 43.3% 53.8% 52.6% 76.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.9% 2.3%

2 だいたいそう思う 49.7% 57.3% 60.8% 0.6% 1.2% 7.0% 36.8% 32.2% 46.2% 42.1% 43.3% 30.4% 2 やや速い（やや難しい） 4.7% 12.9%

3 あまりそう思わない 3.5% 8.2% 29.2% 0.0% 0.0% 1.2% 2.9% 31.0% 15.2% 8.8% 11.1% 2.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.3% 81.9%

4 そう思わない 0.6% 1.2% 4.7% 1.2% 1.2% 0.6% 0.0% 14.0% 4.7% 4.7% 2.3% 0.6% 4 やや遅い（やや簡単） 4.1% 2.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.6%- 72 -
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【理科】
高校1年　化学基礎

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 132 回答数 132 132
1 そう思う 50.8% 37.1% 6.8% 2.3% 23.5% 24.2% 59.8% 34.1% 36.4% 24.2% 46.2% 52.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 7.6% 3.8%

2 だいたいそう思う 45.5% 40.2% 35.6% 24.2% 54.5% 19.7% 34.8% 47.7% 42.4% 38.6% 38.6% 43.2% 2 やや速い（やや難しい） 53.8% 67.4%

3 あまりそう思わない 3.8% 20.5% 44.7% 43.9% 17.4% 18.9% 5.3% 15.9% 20.5% 30.3% 14.4% 4.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 37.1% 27.3%

4 そう思わない 0.0% 2.3% 12.9% 27.3% 3.0% 37.1% 0.0% 2.3% 0.8% 6.8% 0.8% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　生物基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 246 回答数 246 246
1 そう思う 45.5% 27.2% 4.1% 6.5% 23.2% 39.8% 56.9% 38.2% 51.6% 35.8% 39.4% 50.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.0% 13.0%

2 だいたいそう思う 47.2% 43.1% 16.3% 26.8% 45.1% 41.5% 37.8% 48.0% 39.4% 44.7% 44.3% 39.4% 2 やや速い（やや難しい） 25.6% 65.4%

3 あまりそう思わない 7.3% 27.2% 58.5% 41.1% 23.6% 13.8% 4.9% 13.4% 8.5% 19.1% 15.0% 8.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 71.5% 21.1%

4 そう思わない 0.0% 2.4% 21.1% 21.1% 3.7% 4.9% 0.4% 0.4% 0.4% 0.4% 1.2% 1.2% 4 やや遅い（やや簡単） 0.8% 0.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　物理基礎（物理）
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 126 126 126 126 126 126 126 126 126 126 126 126 回答数 126 126
1 そう思う 55.6% 46.0% 13.5% 6.3% 19.0% 27.0% 59.5% 63.5% 68.3% 57.9% 57.9% 67.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 8.7% 5.6%

2 だいたいそう思う 41.3% 39.7% 30.2% 23.8% 52.4% 34.1% 36.5% 31.7% 27.0% 34.1% 38.9% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 25.4% 42.9%

3 あまりそう思わない 3.2% 12.7% 43.7% 45.2% 18.3% 15.1% 4.0% 4.0% 4.0% 7.1% 3.2% 1.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 65.9% 50.0%

4 そう思わない 0.0% 1.6% 12.7% 23.8% 10.3% 23.8% 0.0% 0.8% 0.8% 0.8% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.6%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　物理基礎（生物）
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 回答数 29 29
1 そう思う 48.3% 48.3% 3.4% 0.0% 13.8% 3.4% 55.2% 65.5% 65.5% 51.7% 65.5% 65.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.4% 17.2%

2 だいたいそう思う 48.3% 44.8% 27.6% 17.2% 48.3% 0.0% 44.8% 27.6% 31.0% 34.5% 31.0% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 41.4% 65.5%

3 あまりそう思わない 3.4% 6.9% 58.6% 44.8% 31.0% 0.0% 0.0% 3.4% 3.4% 10.3% 3.4% 3.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 51.7% 17.2%

4 思わない 0.0% 0.0% 10.3% 37.9% 6.9% 31.0% 0.0% 3.4% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　地学基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 109 109 109 109 109 109 109 109 109 109 109 109 回答数 109 109
1 そう思う 30.3% 18.3% 16.5% 0.9% 5.5% 18.3% 41.3% 27.5% 33.0% 19.3% 31.2% 43.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 1.8%

2 だいたいそう思う 59.6% 66.1% 54.1% 5.5% 38.5% 24.8% 50.5% 48.6% 49.5% 45.0% 50.5% 45.9% 2 やや速い（やや難しい） 3.7% 5.5%

3 あまりそう思わない 10.1% 13.8% 26.6% 33.9% 33.0% 33.0% 7.3% 22.9% 17.4% 33.9% 14.7% 9.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 78.0% 83.5%

4 思わない 0.0% 1.8% 2.8% 59.6% 22.9% 23.9% 0.9% 0.9% 0.0% 1.8% 3.7% 1.8% 4 やや遅い（やや簡単） 16.5% 8.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.9% 0.9%

高校２年　化学
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 回答数 74 74
1 そう思う 21.6% 16.2% 8.1% 2.7% 16.2% 5.4% 31.1% 9.5% 8.1% 4.1% 25.7% 33.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 4.1% 14.9%

2 だいたいそう思う 56.8% 44.6% 17.6% 25.7% 48.6% 12.2% 52.7% 33.8% 25.7% 25.7% 51.4% 45.9% 2 やや速い（やや難しい） 40.5% 60.8%

3 あまりそう思わない 17.6% 27.0% 45.9% 37.8% 20.3% 16.2% 14.9% 35.1% 39.2% 43.2% 13.5% 17.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 52.7% 24.3%

4 思わない 4.1% 12.2% 28.4% 33.8% 14.9% 66.2% 1.4% 21.6% 27.0% 27.0% 9.5% 2.7% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　生物
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 29 29 29 29 29 10 29 29 29 29 29 29 回答数 29 29
1 そう思う 48.3% 48.3% 3.4% 0.0% 13.8% 3.4% 55.2% #### 65.5% 51.7% 65.5% 65.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.4% 17.2%

2 だいたいそう思う 48.3% 44.8% 27.6% 17.2% 48.3% 0.0% 44.8% 80.0% 31.0% 34.5% 31.0% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 41.4% 65.5%

3 あまりそう思わない 3.4% 6.9% 58.6% 44.8% 31.0% 0.0% 0.0% 10.0% 3.4% 10.3% 3.4% 3.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 51.7% 17.2%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 10.3% 37.9% 6.9% 31.0% 0.0% 10.0% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

高校３年　発展生物基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 98 98 98 96 97 64 97 98 98 98 98 98 回答数 98 98
1 そう思う 39.8% 25.5% 8.2% 2.1% 19.6% 4.7% 57.7% 36.7% 45.9% 23.5% 34.7% 46.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.0% 2.0%

2 だいたいそう思う 57.1% 44.9% 31.6% 19.8% 53.6% 10.9% 35.1% 44.9% 41.8% 39.8% 51.0% 46.9% 2 やや速い（やや難しい） 15.3% 38.8%

3 あまりそう思わない 3.1% 28.6% 54.1% 51.0% 19.6% 29.7% 6.2% 13.3% 12.2% 26.5% 9.2% 4.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 80.6% 58.2%

4 そう思わない 0.0% 1.0% 6.1% 27.1% 7.2% 54.7% 1.0% 5.1% 0.0% 10.2% 5.1% 2.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.1% 1.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　物理
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 62 62 62 62 62 62 62 62 62 62 62 62 回答数 62 62
1 そう思う 58.1% 38.7% 11.3% 4.8% 29.0% 25.8% 64.5% 50.0% 35.5% 17.7% 45.2% 64.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.6%

2 だいたいそう思う 32.3% 41.9% 25.8% 21.0% 51.6% 27.4% 35.5% 35.5% 50.0% 46.8% 46.8% 35.5% 2 やや速い（やや難しい） 22.6% 53.2%

3 あまりそう思わない 9.7% 19.4% 46.8% 53.2% 16.1% 25.8% 0.0% 14.5% 14.5% 33.9% 8.1% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 74.2% 41.9%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 16.1% 21.0% 3.2% 11.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.2% 3.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　生物
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 23 23 23 23 22 15 23 23 23 23 23 23 回答数 23 23
1 そう思う 34.8% 39.1% 0.0% 4.3% 22.7% 13.3% 65.2% 73.9% 69.6% 60.9% 47.8% 52.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 56.5% 52.2% 34.8% 47.8% 54.5% 26.7% 34.8% 21.7% 30.4% 34.8% 47.8% 47.8% 2 やや速い（やや難しい） 34.8% 60.9%

3 あまりそう思わない 8.7% 8.7% 52.2% 39.1% 22.7% 20.0% 0.0% 4.3% 0.0% 4.3% 4.3% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 65.2% 39.1%

4 思わない 0.0% 0.0% 13.0% 8.7% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　地学基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 回答数 86 86
1 そう思う 55.8% 43.0% 19.8% 2.3% 18.6% 11.6% 50.0% 34.9% 45.3% 19.8% 44.2% 53.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 39.5% 51.2% 39.5% 15.1% 45.3% 14.0% 46.5% 47.7% 44.2% 32.6% 51.2% 45.3% 2 やや速い（やや難しい） 2.3% 5.8%

3 あまりそう思わない 3.5% 4.7% 38.4% 44.2% 32.6% 58.1% 3.5% 14.0% 9.3% 43.0% 4.7% 1.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.9% 93.0%

4 思わない 1.2% 1.2% 1.2% 38.4% 3.5% 16.3% 0.0% 3.5% 1.2% 4.7% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 10.5% 1.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.3% 0.0%

高校３年　化学
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 回答数 36 36
1 そう思う 47.2% 33.3% 2.8% 2.8% 25.0% 8.3% 55.6% 22.2% 16.7% 13.9% 27.8% 38.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 19.4%

2 だいたいそう思う 44.4% 38.9% 25.0% 30.6% 52.8% 22.2% 27.8% 38.9% 19.4% 13.9% 55.6% 41.7% 2 やや速い（やや難しい） 27.8% 38.9%

3 あまりそう思わない 8.3% 19.4% 50.0% 55.6% 19.4% 30.6% 13.9% 36.1% 58.3% 58.3% 16.7% 19.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 72.2% 41.7%

4 そう思わない 0.0% 8.3% 22.2% 11.1% 2.8% 38.9% 2.8% 2.8% 5.6% 13.9% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【地歴公民】
高校1年　現代社会

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 179 回答数 179 179
1 そう思う 52.0% 46.4% 16.2% 2.8% 14.5% 11.7% 43.6% 52.5% 50.3% 49.7% 44.7% 50.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.8% 1.7%

2 だいたいそう思う 21.2% 25.7% 35.2% 7.8% 35.8% 13.4% 29.1% 20.1% 19.6% 20.1% 25.7% 20.1% 2 やや速い（やや難しい） 8.9% 14.5%

3 あまりそう思わない 26.3% 25.1% 22.3% 20.1% 19.0% 12.3% 22.9% 29.1% 29.6% 29.1% 25.7% 27.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 64.8% 58.7%

4 そう思わない 0.6% 0.0% 2.2% 30.7% 6.1% 6.1% 0.6% 0.0% 1.1% 1.1% 0.6% 1.1% 4 やや遅い（やや簡単） 0.6% 1.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.6%

高校２年　世界史A
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 80 80 80 70 70 80 80 80 80 80 80 80 回答数 80 80
1 そう思う 31.3% 20.0% 10.0% 5.0% 7.5% 44.3% 47.1% 40.0% 46.3% 45.0% 26.3% 31.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.8% 5.0%

2 だいたいそう思う 32.5% 37.5% 17.5% 7.5% 20.0% 31.4% 27.1% 26.3% 17.5% 22.5% 38.8% 36.3% 2 やや速い（やや難しい） 6.3% 18.8%

3 あまりそう思わない 8.8% 12.5% 37.5% 22.5% 23.8% 1.4% 5.7% 2.5% 3.8% 1.3% 3.8% 2.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 60.0% 43.8%

4 そう思わない 1.3% 3.8% 8.8% 32.5% 16.3% 7.1% 4.3% 5.0% 6.3% 5.0% 5.0% 3.8% 4 やや遅い（やや簡単） 2.5% 5.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.3% 1.3%

高校２年　世界史B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 69 69 69 69 69 69 69 69 69 69 69 69 回答数 69 69
1 そう思う 43.5% 31.9% 15.9% 7.2% 11.6% 52.2% 55.1% 53.6% 62.3% 60.9% 37.7% 43.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 5.8% 7.2%

2 だいたいそう思う 43.5% 46.4% 23.2% 11.6% 24.6% 37.7% 33.3% 36.2% 26.1% 31.9% 50.7% 46.4% 2 やや速い（やや難しい） 5.8% 21.7%

3 あまりそう思わない 10.1% 15.9% 49.3% 26.1% 31.9% 1.4% 5.8% 2.9% 4.3% 1.4% 4.3% 4.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.6% 62.3%

4 そう思わない 2.9% 5.8% 11.6% 46.4% 23.2% 8.7% 5.8% 7.2% 7.2% 5.8% 7.2% 5.8% 4 やや遅い（やや簡単） 2.9% 5.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.9% 2.9%

高校２年　日本史A
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 36 回答数 36 36
1 そう思う 75.0% 61.1% 11.1% 2.8% 52.8% 25.0% 83.3% 52.8% 72.2% 33.3% 69.4% 69.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.8% 2.8%

2 だいたいそう思う 22.2% 33.3% 47.2% 13.9% 41.7% 11.1% 16.7% 33.3% 19.4% 55.6% 30.6% 27.8% 2 やや速い（やや難しい） 25.0% 52.8%

3 あまりそう思わない 2.8% 5.6% 36.1% 41.7% 2.8% 13.9% 0.0% 11.1% 8.3% 11.1% 0.0% 2.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 72.2% 41.7%

4 思わない 0.0% 0.0% 5.6% 41.7% 2.8% 50.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 2.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　日本史B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 66 66 66 66 66 66 66 66 66 66 66 66 回答数 66 66
1 そう思う 84.8% 74.2% 24.2% 4.5% 47.0% 31.8% 69.7% 57.6% 62.1% 30.3% 60.6% 65.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 3.0%

2 だいたいそう思う 15.2% 24.2% 43.9% 16.7% 45.5% 19.7% 28.8% 37.9% 36.4% 60.6% 37.9% 33.3% 2 やや速い（やや難しい） 18.2% 34.8%

3 あまりそう思わない 0.0% 1.5% 28.8% 48.5% 3.0% 15.2% 1.5% 4.5% 0.0% 9.1% 1.5% 1.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.8% 62.1%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 3.0% 30.3% 3.0% 33.3% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　地理B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 112 112 112 111 110 112 112 112 112 112 112 112 回答数 112 112
1 そう思う 43.8% 33.9% 7.1% 1.8% 15.5% 12.5% 48.2% 44.6% 51.8% 42.0% 43.8% 46.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.7% 3.6%

2 だいたいそう思う 51.8% 52.7% 43.8% 24.3% 41.8% 17.9% 45.5% 45.5% 36.6% 44.6% 43.8% 43.8% 2 やや速い（やや難しい） 12.5% 25.9%

3 あまりそう思わない 4.5% 11.6% 42.0% 49.5% 30.0% 25.0% 5.4% 7.1% 9.8% 9.8% 9.8% 6.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.1% 67.9%

4 思わない 0.0% 1.8% 7.1% 24.3% 12.7% 44.6% 0.9% 2.7% 1.8% 3.6% 2.7% 3.6% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 2.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　世界史B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 回答数 27 27
1 そう思う 63.0% 55.6% 7.4% 0.0% 22.2% 44.4% 63.0% 59.3% 51.9% 48.1% 44.4% 44.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 3.7%

2 だいたいそう思う 33.3% 37.0% 22.2% 22.2% 51.9% 40.7% 37.0% 40.7% 44.4% 48.1% 51.9% 48.1% 2 やや速い（やや難しい） 18.5% 40.7%

3 あまりそう思わない 3.7% 3.7% 55.6% 37.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 3.7% 3.7% 3.7% 7.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 74.1% 55.6%

4 そう思わない 0.0% 3.7% 14.8% 37.0% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 7.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　日本史B
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 回答数 52 52
1 そう思う 51.9% 44.2% 11.5% 5.8% 30.8% 7.7% 65.4% 11.5% 11.5% 7.7% 40.4% 34.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.9%

2 だいたいそう思う 44.2% 46.2% 42.3% 19.2% 38.5% 21.2% 34.6% 42.3% 32.7% 26.9% 51.9% 59.6% 2 やや速い（やや難しい） 9.6% 19.2%

3 あまりそう思わない 3.8% 9.6% 34.6% 44.2% 17.3% 34.6% 0.0% 36.5% 48.1% 51.9% 7.7% 5.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 90.4% 78.8%

4 思わない 0.0% 0.0% 7.7% 32.7% 9.6% 11.5% 0.0% 9.6% 5.8% 13.5% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校３年　倫理政経
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 86 回答数 86 86
1 そう思う 57.0% 57.0% 15.1% 0.0% 20.9% 0.0% 69.8% 69.8% 50.0% 50.0% 57.0% 52.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 41.9% 38.4% 51.2% 9.3% 52.3% 0.0% 29.1% 29.1% 37.2% 40.7% 38.4% 41.9% 2 やや速い（やや難しい） 12.8% 17.4%

3 あまりそう思わない 1.2% 4.7% 27.9% 36.0% 19.8% 0.0% 1.2% 1.2% 12.8% 8.1% 4.7% 5.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.2% 81.4%

4 思わない 0.0% 0.0% 5.8% 53.5% 5.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【芸術】
高校1年　音楽Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 124 124 124 124 124 124 124 124 124 124 回答数 124 124
1 そう思う 75.0% 75.0% 24.2% 40.3% 75.8% 79.0% 64.5% 65.3% 59.7% 66.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.8% 0.8%

2 だいたいそう思う 23.4% 23.4% 57.3% 33.1% 21.0% 20.2% 29.8% 29.0% 33.1% 31.5% 2 やや速い（やや難しい） 0.8% 5.6%

3 あまりそう思わない 1.6% 1.6% 16.9% 11.3% 3.2% 0.8% 5.6% 5.6% 5.6% 2.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 95.2% 87.9%

4 思わない 0.0% 0.0% 0.0% 13.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 3.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校１年　美術Ⅰ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 133 133 133 133 133 133 133 133 133 133 回答数 133 133
1 そう思う 89.5% 78.9% 24.1% 62.4% 67.7% 75.2% 80.5% 87.2% 66.2% 69.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 10.5% 18.8% 43.6% 31.6% 30.1% 22.6% 19.5% 12.8% 33.8% 30.1% 2 やや速い（やや難しい） 12.8% 32.3%

3 あまりそう思わない 0.0% 2.3% 27.1% 4.5% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 85.0% 67.7%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 5.3% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【保健体育】
高校１年　保健

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 138 138 138 138 138 138 138 138 138 138 回答数 138 138
1 そう思う 68.1% 42.0% 10.9% 53.6% 73.2% 63.0% 69.6% 69.6% 56.5% 64.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.2% 0.7%

2 だいたいそう思う 31.2% 52.9% 58.7% 29.7% 26.1% 28.3% 26.8% 25.4% 40.6% 29.0% 2 やや速い（やや難しい） 13.0% 10.9%

3 あまりそう思わない 0.7% 5.1% 29.0% 6.5% 0.7% 8.0% 2.9% 4.3% 2.9% 6.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.9% 84.8%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 1.4% 10.1% 0.0% 0.7% 0.7% 0.7% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.9% 2.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.7%

高校１年　体育
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 回答数 197 197
1 そう思う 77.7% 56.9% 20.8% 12.2% 57.4% 39.1% 54.8% 35.5% 52.3% 65.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.0% 2.5%

2 だいたいそう思う 18.8% 31.0% 35.0% 24.4% 37.1% 41.1% 38.1% 37.6% 40.1% 28.9% 2 やや速い（やや難しい） 5.6% 17.8%

3 あまりそう思わない 3.6% 11.2% 28.4% 20.8% 5.6% 15.7% 6.1% 19.3% 6.1% 5.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 90.9% 77.2%

4 思わない 0.0% 1.0% 15.7% 42.6% 0.0% 4.1% 1.0% 7.6% 1.5% 1.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.5% 2.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　保健
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 136 136 136 136 136 136 136 136 136 136 136 136 回答数 136 136
1 そう思う 44.9% 19.9% 11.8% 18.4% 72.8% 51.5% 44.9% 33.8% 44.1% 52.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.5% 1.5%

2 だいたいそう思う 48.5% 59.6% 52.9% 33.1% 25.0% 36.0% 40.4% 43.4% 49.3% 43.4% 2 やや速い（やや難しい） 8.8% 12.5%

3 あまりそう思わない 5.9% 19.1% 31.6% 10.3% 0.7% 10.3% 13.2% 19.9% 5.9% 2.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.2% 80.9%

4 そう思わない 0.7% 0.7% 4.4% 27.9% 0.7% 2.2% 0.7% 2.2% 0.7% 1.5% 4 やや遅い（やや簡単） 0.7% 3.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　体育
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 226 226 226 226 226 226 226 226 226 回答数 226 226
1 そう思う 70.8% 62.8% 23.9% 62.8% 36.7% 47.8% 27.4% 52.7% 61.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.1% 4.0%

2 だいたいそう思う 27.9% 29.2% 37.2% 31.4% 38.1% 39.8% 39.4% 38.5% 29.2% 2 やや速い（やや難しい） 5.3% 17.7%

3 あまりそう思わない 1.3% 7.1% 30.1% 4.9% 19.9% 10.2% 26.5% 6.6% 4.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 89.4% 72.1%

4 思わない 0.0% 0.9% 8.8% 0.4% 4.9% 1.8% 6.2% 1.3% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 1.8% 4.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.3%

高校３年　体育
項目 1-1 1-2 1-3 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 214 214 214 214 214 214 214 214 214 回答数 214 214
1 そう思う 86.0% 73.8% 32.7% 65.9% 51.4% 60.7% 43.0% 58.4% 68.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 6.1% 5.1%

2 だいたいそう思う 12.6% 21.0% 36.4% 27.6% 29.9% 29.0% 26.6% 30.8% 26.6% 2 やや速い（やや難しい） 4.7% 9.3%

3 あまりそう思わない 0.9% 3.7% 19.2% 4.7% 15.4% 9.3% 22.4% 8.4% 4.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.9% 82.7%

4 思わない 0.5% 1.4% 10.3% 1.9% 3.3% 0.9% 7.9% 2.3% 0.9% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.4%
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令和 3年度 授業アンケート①結果（中等部）（１） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【国語】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 55.7% 30.4% 6.3% 22.8% 41.8% 17.7% 87.3% 84.8% 87.3% 83.5% 73.4% 84.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 43.0% 57.0% 34.2% 39.2% 43.0% 20.3% 12.7% 13.9% 12.7% 16.5% 25.3% 15.2% 2 やや速い（やや難しい） 6.3% 27.8%

3 あまりそう思わない 1.3% 10.1% 50.6% 25.3% 10.1% 11.4% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 91.1% 72.2%

4 思わない 0.0% 2.5% 8.9% 12.7% 5.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 53 回答数 53 53
1 そう思う 32.1% 18.9% 1.9% 1.9% 20.8% 20.8% 54.7% 39.6% 64.2% 58.5% 37.7% 54.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 3.8%

2 だいたいそう思う 52.8% 47.2% 43.4% 28.3% 52.8% 41.5% 39.6% 47.2% 28.3% 34.0% 52.8% 41.5% 2 やや速い（やや難しい） 1.9% 22.6%

3 あまりそう思わない 9.4% 24.5% 43.4% 50.9% 17.0% 28.3% 3.8% 9.4% 7.5% 7.5% 7.5% 3.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 94.3% 73.6%

4 思わない 5.7% 9.4% 11.3% 18.9% 9.4% 9.4% 1.9% 3.8% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.8% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 回答数 52 52
1 そう思う 50.0% 26.9% 3.8% 19.2% 46.2% 15.4% 92.3% 88.5% 92.3% 88.5% 61.5% 80.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 46.2% 50.0% 46.2% 46.2% 42.3% 11.5% 7.7% 11.5% 7.7% 11.5% 38.5% 19.2% 2 やや速い（やや難しい） 3.8% 23.1%

3 あまりそう思わない 3.8% 19.2% 46.2% 30.8% 11.5% 19.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 96.2% 76.9%

4 思わない 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【数学】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 69.6% 41.8% 24.1% 49.4% 72.2% 0.0% 86.1% 78.5% 81.0% 62.0% 70.9% 91.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.5% 3.8%

2 だいたいそう思う 30.4% 41.8% 29.1% 31.6% 20.3% 0.0% 13.9% 20.3% 19.0% 32.9% 27.8% 8.9% 2 やや速い（やや難しい） 21.5% 36.7%

3 あまりそう思わない 0.0% 15.2% 36.7% 13.9% 5.1% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 5.1% 1.3% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 65.8% 51.9%

4 思わない 0.0% 1.3% 10.1% 5.1% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 5.1% 5.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.5% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 77 77 77 77 77 25 77 77 77 77 77 77 回答数 77 77
1 そう思う 62.3% 50.6% 19.5% 29.9% 46.8% 72.0% 66.2% 66.2% 76.6% 59.7% 58.4% 70.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.6% 3.9%

2 だいたいそう思う 37.7% 29.9% 33.8% 37.7% 39.0% 28.0% 32.5% 29.9% 22.1% 27.3% 33.8% 26.0% 2 やや速い（やや難しい） 22.1% 37.7%

3 あまりそう思わない 0.0% 18.2% 33.8% 24.7% 9.1% 0.0% 0.0% 2.6% 1.3% 10.4% 6.5% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 67.5% 53.2%

4 思わない 0.0% 1.3% 13.0% 7.8% 5.2% 0.0% 1.3% 1.3% 0.0% 2.6% 1.3% 2.6% 4 やや遅い（やや簡単） 5.2% 5.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.6% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 回答数 77 77
1 そう思う 55.8% 41.6% 9.1% 33.8% 36.4% 22.1% 62.3% 70.1% 89.6% 74.0% 67.5% 88.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.9% 2.6%

2 だいたいそう思う 40.3% 40.3% 29.9% 45.5% 46.8% 48.1% 33.8% 27.3% 9.1% 22.1% 28.6% 9.1% 2 やや速い（やや難しい） 26.0% 39.0%

3 あまりそう思わない 3.9% 16.9% 46.8% 19.5% 16.9% 1.3% 2.6% 2.6% 1.3% 3.9% 3.9% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 68.8% 58.4%

4 思わない 0.0% 1.3% 14.3% 1.3% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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令和 3年度 授業アンケート①結果（中等部）（２） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【英語】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 60.8% 45.6% 22.8% 32.9% 53.2% 46.8% 67.1% 75.9% 83.5% 64.6% 68.4% 81.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 3.8%

2 だいたいそう思う 34.2% 41.8% 26.6% 43.0% 34.2% 38.0% 29.1% 24.1% 13.9% 29.1% 26.6% 17.7% 2 やや速い（やや難しい） 10.1% 25.3%

3 あまりそう思わない 5.1% 11.4% 39.2% 15.2% 6.3% 1.3% 3.8% 0.0% 2.5% 6.3% 3.8% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.3% 62.0%

4 思わない 0.0% 1.3% 11.4% 8.9% 6.3% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 6.3% 8.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 回答数 80 80
1 そう思う 58.8% 50.0% 18.8% 22.5% 36.3% 77.5% 85.0% 87.5% 72.5% 67.5% 72.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 6.3%

2 だいたいそう思う 32.5% 27.5% 26.3% 41.3% 48.8% 20.0% 13.8% 11.3% 26.3% 27.5% 21.3% 2 やや速い（やや難しい） 22.5% 35.0%

3 あまりそう思わない 6.3% 17.5% 42.5% 26.3% 12.5% 2.5% 1.3% 1.3% 1.3% 5.0% 6.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 72.5% 56.3%

4 思わない 2.5% 5.0% 12.5% 10.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.8% 2.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.3% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 回答数 76 76
1 そう思う 68.4% 55.3% 47.4% 21.1% 23.7% 78.9% 75.0% 88.2% 78.9% 63.2% 69.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.3%

2 だいたいそう思う 30.3% 43.4% 32.9% 26.3% 57.9% 21.1% 22.4% 11.8% 21.1% 34.2% 27.6% 2 やや速い（やや難しい） 11.8% 40.8%

3 あまりそう思わない 1.3% 1.3% 19.7% 39.5% 18.4% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 2.6% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.2% 57.9%

4 思わない 0.0% 0.0% 0.0% 13.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【理科】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 回答数 77 77
1 そう思う 59.7% 66.2% 15.6% 14.3% 39.0% 83.1% 81.8% 84.4% 70.1% 77.9% 80.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 36.4% 26.0% 49.4% 48.1% 49.4% 16.9% 18.2% 13.0% 28.6% 20.8% 19.5% 2 やや速い（やや難しい） 9.1% 26.0%

3 あまりそう思わない 3.9% 7.8% 31.2% 23.4% 6.5% 0.0% 0.0% 2.6% 1.3% 1.3% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 89.6% 70.1%

4 思わない 0.0% 0.0% 3.9% 14.3% 5.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 3.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 回答数 77 77
1 そう思う 67.5% 63.6% 23.4% 11.7% 40.3% 85.7% 80.5% 83.1% 77.9% 71.4% 79.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.6%

2 だいたいそう思う 28.6% 31.2% 48.1% 27.3% 46.8% 13.0% 18.2% 14.3% 18.2% 26.0% 18.2% 2 やや速い（やや難しい） 9.1% 9.1%

3 あまりそう思わない 2.6% 2.6% 26.0% 48.1% 7.8% 1.3% 1.3% 2.6% 3.9% 2.6% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.3% 87.0%

4 思わない 1.3% 2.6% 2.6% 13.0% 5.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 回答数 72 72
1 そう思う 50.0% 29.2% 6.9% 4.2% 33.3% 76.4% 72.2% 87.5% 73.6% 66.7% 75.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 47.2% 55.6% 40.3% 20.8% 47.2% 22.2% 26.4% 11.1% 25.0% 30.6% 22.2% 2 やや速い（やや難しい） 6.9% 37.5%

3 あまりそう思わない 2.8% 15.3% 47.2% 59.7% 19.4% 0.0% 1.4% 1.4% 1.4% 2.8% 2.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 93.1% 62.5%

4 思わない 0.0% 0.0% 5.6% 15.3% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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令和 3年度 授業アンケート①結果（中等部）（３） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【社会】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 69.6% 45.6% 2.5% 16.5% 51.9% 89.9% 82.3% 97.5% 87.3% 87.3% 89.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.3%

2 だいたいそう思う 29.1% 45.6% 44.3% 49.4% 36.7% 8.9% 12.7% 2.5% 12.7% 11.4% 8.9% 2 やや速い（やや難しい） 29.1% 58.2%

3 あまりそう思わない 1.3% 7.6% 44.3% 24.1% 8.9% 1.3% 5.1% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 70.9% 40.5%

4 思わない 0.0% 1.3% 8.9% 12.7% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 回答数 76 76
1 そう思う 63.2% 67.1% 25.0% 6.6% 32.9% 13.2% 84.2% 67.1% 88.2% 84.2% 73.7% 80.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.6%

2 だいたいそう思う 34.2% 25.0% 28.9% 34.2% 47.4% 14.5% 15.8% 30.3% 11.8% 15.8% 23.7% 18.4% 2 やや速い（やや難しい） 5.3% 21.1%

3 あまりそう思わない 1.3% 6.6% 38.2% 46.1% 15.8% 2.6% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 2.6% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 92.1% 72.4%

4 思わない 1.3% 1.3% 7.9% 13.2% 3.9% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 3.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 74 回答数 74 74
1 そう思う 58.1% 41.9% 8.1% 5.4% 35.1% 16.2% 82.4% 78.4% 82.4% 82.4% 51.4% 67.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 40.5% 43.2% 41.9% 27.0% 51.4% 56.8% 16.2% 21.6% 17.6% 17.6% 44.6% 32.4% 2 やや速い（やや難しい） 9.5% 21.6%

3 あまりそう思わない 1.4% 14.9% 48.6% 48.6% 12.2% 23.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 4.1% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 89.2% 77.0%

4 思わない 0.0% 0.0% 1.4% 18.9% 1.4% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【保体】
中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 78 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 70.9% 51.9% 84.8% 83.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 77.2% 64.6%

2 だいたいそう思う 29.1% 44.3% 15.2% 16.5% 40.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2 やや速い（やや難しい） 21.5% 31.6%

3 あまりそう思わない 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 54.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 1.3% 3.8%

4 思わない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 80 80 79 80 回答数 80 80
1 そう思う 68.8% 51.3% 77.2% 72.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 76.3% 56.3%

2 だいたいそう思う 30.0% 46.3% 21.5% 25.0% 2 やや速い（やや難しい） 23.8% 38.8%

3 あまりそう思わない 1.3% 2.5% 1.3% 2.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 0.0% 5.0%

4 思わない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 75 75 76 回答数

1 そう思う 65.8% 48.0% 74.7% 69.7% 1 速すぎる（難しすぎる）
2 だいたいそう思う 31.6% 42.7% 24.0% 26.3% 2 やや速い（やや難しい）
3 あまりそう思わない 2.6% 9.3% 1.3% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い）
4 思わない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単）

5 遅すぎる（簡単すぎる）
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【芸術】
音楽　中学1～3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 235 235 235 235 235 235 235 235 235 235 235 235 回答数 235 235
1 そう思う 74.5% 68.9% 16.2% 87.2% 74.9% 88.5% 74.0% 66.0% 78.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.6%

2 だいたいそう思う 24.3% 25.5% 39.6% 12.8% 23.8% 11.5% 24.3% 31.5% 20.9% 2 やや速い（やや難しい） 10.6% 28.9%

3 あまりそう思わない 0.9% 4.7% 33.6% 0.0% 1.3% 0.0% 1.7% 2.6% 0.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 86.0% 64.7%

4 思わない 0.4% 0.9% 10.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.1% 3.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

美術　中学１年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 78 78 78 78 78 78 78 78 78 回答数 78 78
1 そう思う 64.1% 48.7% 9.0% 75.6% 56.4% 69.2% 28.2% 61.5% 74.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 34.6% 41.0% 35.9% 21.8% 34.6% 26.9% 44.9% 35.9% 23.1% 2 やや速い（やや難しい） 11.5% 26.9%

3 あまりそう思わない 1.3% 10.3% 47.4% 2.6% 9.0% 3.8% 26.9% 2.6% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.1% 71.8%

4 思わない 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 6.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.3%

美術　中学２年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 79 79 79 79 79 79 79 79 79 回答数 79 79
1 そう思う 67.1% 55.7% 12.7% 73.4% 40.5% 65.8% 40.5% 50.6% 68.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.5%

2 だいたいそう思う 31.6% 39.2% 34.2% 25.3% 46.8% 30.4% 43.0% 44.3% 27.8% 2 やや速い（やや難しい） 5.1% 20.3%

3 あまりそう思わない 0.0% 3.8% 44.3% 0.0% 10.1% 2.5% 15.2% 3.8% 3.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.6% 75.9%

4 思わない 1.3% 1.3% 8.9% 1.3% 2.5% 1.3% 1.3% 1.3% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 5.1% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

美術　中学３年
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 75 75 75 75 75 75 回答数 75 75
1 そう思う 58.7% 49.3% 14.7% 78.7% 56.0% 81.3% 62.7% 45.3% 73.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.3%

2 だいたいそう思う 40.0% 38.7% 36.0% 21.3% 44.0% 18.7% 37.3% 52.0% 25.3% 2 やや速い（やや難しい） 9.3% 18.7%

3 あまりそう思わない 1.3% 12.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 89.3% 78.7%

4 思わない 0.0% 0.0% 9.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.3%
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国語科

地歴・公民科

数学科

理科

保健体育科

芸術科

家庭科

情報科

英語科

国語科

地歴・公民科

数学科

理科

保健体育科

芸術科

家庭科

情報科

英語科 ICT活用の教材研究をすすめ科内で共有する。

・意欲と得意不得意とが対応してはいないが、「科目が好き」という生徒の割合が比較的高い。
・ＩＣＴ活用の結果は参考程度のものである。教材の提示、板書などの活用が増え、アンケート自体もタブレットの活用も
進んできた。

ICTの活用など、図表の提示が工夫されるようになってきている。

・「科目は好き」と回答した生徒の割合が高い。
・ICTを効果的に活用していると回答した生徒がどの学年も9割を越えている。

・理科に関して、総じて意欲的に取り組んでいる生徒が多い。
・概ねどの科目も授業の進み方は、「やや早い」、「ちょうど良い」であった。また、難易度は「やや難しい」、「ちょうど良
い」であった。地学基礎は高2、高3とも進む速さ、授業の難易度とも「ちょうど良い」というアンケート結果であった。「やや
遅い」、「やや易しい」と感じている生徒は少なく、レベル高めの授業を展開していると感じている生徒が多い。
・復習を重視している生徒の割合が多い。
・授業を深めるためにＩＣＴを効果的に活用しているかどうかに対する回答では、普段から活用している教師の授業におい
ては、「そう思う」、「だいたいそう思う」が多い。
・「何を学ぶかわかる授業ですか」という質問に対しては、ほとんどの回答が肯定的であった。普段から学習の目当て、
目標を明確にして授業の最初に提示している先生が多い。
・「授業者と対話する機会がある授業ですか」、「他者と考えを共有した学びがある授業ですか」という質問についても、
ほとんどの回答が肯定的であった。意識して対話的で深い学びによる授業を進めている先生が多い。

・体育において、「この科目に意欲的に取り組んでいますか」「この科目は好きですか」という質問に対して全学年「そう
思う」「だいたいそう思う」の割合が高かった。
・保健において、「何を学ぶかがわかる授業ですか」という質問に対して「そう思う」の割合が高かった。

授業の進度、スピードに対し８～９割の生徒がちょうど良いと回答している。

・予習、復習についての指導の充実を図り、学習時間の確保、習慣化が課題である。
・意欲、得意・不得意が科目間、学年間で差があり、個別の分析と対応を行う。
・中高一貫の指導の体制を進め、ＩＣＴ活用を含めた指導方法の充実を目指していく。

“中高一貫”の視点が希薄になってきている。教科目にかかわらず中等部の授業の相互参観がなされていない。

ほぼすべての質問に対し肯定的な回答を得ている中で、ICTの項目についてはまだ改善すべき点があるように思われ
る。今後研修等で活用方法を研究し、より効果的な授業を実践できるよう心がけたい。

「科目を好き」と肯定的に捉えた生徒は９０％を超えているものの、不得意と答えた生徒は４０％いることから、今後実習
等で実践力を高めていきたい。

自分の意見を発表する機会が少ないと感じていた生徒がやや多くいた。グループでの調べ学習から発表まで時間が少
なく、十分に議論ができなかった点（時間の確保と課題の工夫）や、全体指導が多かった点（生徒への課題の問いか
け）を改善点とする。

・ＩＣＴの活用を今年度から本格的に開始したため、効果的に活用していると回答した生徒が多かった。
・ほぼどの項目も生徒の満足度は高いことから、今後も継続して取り組んでいきたい。

年間指導計画において、概ね予定通りに進むことができたが、生徒も授業のスピードがちょうど良いと感じてくれた。

授業の進度がちょうど良いという回答が８割近い。各学年適切に授業が展開されていると考える。

令和3年度　授業アンケート分析

第１回授業アンケートの結果から、良かった点についてご記入ください。

第1回授業アンケートの結果から、見つかった課題と改善策についてご記入ください。

「得意」と回答した生徒の割合が低い。改善策は，教師側の授業の組み立てを見直し，興味・関心を高める工夫をする。

・意欲的に取り組んでいる生徒が比較的多いが、得意としている生徒は少ない。振り返り等を利用して、基礎力をしっか
り定着させることで得意とする生徒数の改善を図りたい。一部の科目では、意欲的に取り組んでいる生徒が少ない。この
点は、ＩＣＴを利用した授業改善を積極的に進め、興味・関心をもたせるような仕掛けをすることによって改善を図っていき
たい。
・一部の科目で「難しすぎる」と感じている生徒が15～20％おり、ＩＣＴを用いた分かりやすい授業や協働による学びを取り
入れるなどにより、理解力向上に努めたい。
・総じて予習をして授業に臨んでいる生徒の割合が少なく、復習をすることで定着を図っている生徒が多い。ＩＣＴを利用し
た反転授業を展開するなどして、予習に取り組みやすい環境を整え、改善を図りたい。
・ＩＣＴを活用している先生においても、効果的に活用しているかに対する解答では、「あまりそう思わない」、「そう思わな
い」と答えている生徒もおり、より改善して活用方法を磨く必要がある。また、ＩＣＴを活用していない先生は、試しに活用を
してみるところからのスタートを切ることが大切である。
・一部の科目で、「対話する機会がある授業ですか」、「他者と考えを共有した学びがある授業ですか」という質問に対し
て、「あまりそう思わない」という回答がやや多かった。応答や発問の繰り返しによって、理解度の定着を確認するなど対
話を意識した授業展開や、グループでの協働による学びを仕掛けるなどを心がけることにより、改善を図っていきたい。

ＩＣＴの活用に関して、科内で取り組んでいきたい。
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【国語】

高校1年　国語総合（現代文）

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 187 187 187 187 185 87 187 186 183 185 185 187 回答数 187 187

1 そう思う 47.1% 29.9% 11.2% 19.3% 18.4% 11.5% 60.4% 69.4% 79.2% 68.6% 47.0% 65.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.1% 4.3%

2 だいたいそう思う 42.8% 39.0% 32.1% 46.5% 38.4% 23.0% 33.7% 27.4% 18.6% 27.0% 41.1% 31.6% 2 やや速い（やや難しい） 9.6% 39.6%

3 あまりそう思わない 9.1% 25.1% 42.2% 23.0% 35.1% 34.5% 5.9% 3.2% 1.6% 3.8% 9.7% 2.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 78.6% 55.1%

4 そう思わない 1.1% 5.9% 14.4% 11.2% 8.1% 31.0% 0.0% 0.0% 0.5% 0.5% 2.2% 1.1% 4 やや遅い（やや簡単） 9.6% 0.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.1% 0.5%

高校1年　国語総合（古典）

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 203 203 203 198 200 83 203 203 202 200 202 203 回答数 203 203

1 そう思う 0.48 33.5% 8.4% 42.4% 22.5% 12.0% 61.6% 67.0% 61.9% 55.0% 55.4% 60.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.0% 4.4%

2 だいたいそう思う 42.9% 34.0% 28.6% 42.4% 52.5% 30.1% 35.0% 27.6% 33.7% 34.5% 36.6% 36.0% 2 やや速い（やや難しい） 9.9% 44.3%

3 あまりそう思わない 7.9% 27.6% 49.3% 11.1% 22.5% 27.7% 3.4% 4.9% 4.0% 9.0% 6.4% 3.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 73.4% 50.7%

4 そう思わない 1.5% 4.9% 13.8% 4.0% 2.5% 30.1% 0.0% 0.5% 0.5% 1.5% 1.5% 0.5% 4 やや遅い（やや簡単） 11.3% 0.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 3.4% 0.0%

高校２年　現代文B

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 68 68 68 64 67 36 68 68 68 67 67 68 回答数 68 68

1 そう思う 36.8% 33.8% 23.5% 17.2% 20.9% 30.6% 61.8% 60.3% 64.7% 58.2% 50.7% 55.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 8.8% 10.3%

2 だいたいそう思う 47.1% 39.7% 41.2% 32.8% 35.8% 36.1% 29.4% 33.8% 20.6% 29.9% 34.3% 35.3% 2 やや速い（やや難しい） 13.2% 33.8%

3 あまりそう思わない 16.2% 17.6% 20.6% 21.9% 29.9% 16.7% 7.4% 5.9% 14.7% 10.4% 10.4% 5.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 73.5% 52.9%

4 そう思わない 0.0% 8.8% 14.7% 28.1% 13.4% 16.7% 1.5% 0.0% 0.0% 1.5% 4.5% 2.9% 4 やや遅い（やや簡単） 2.9% 1.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.5% 1.5%

高校２年　古典B

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 96 96 96 95 95 66 96 96 95 96 95 96 回答数 96 96

1 そう思う 32.3% 22.9% 15.6% 23.2% 21.1% 21.2% 44.8% 51.0% 62.1% 41.7% 43.2% 46.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 4.2% 10.4%

2 だいたいそう思う 51.0% 37.5% 22.9% 42.1% 35.8% 24.2% 43.8% 33.3% 26.3% 43.8% 37.9% 40.6% 2 やや速い（やや難しい） 32.3% 32.3%

3 あまりそう思わない 14.6% 31.3% 39.6% 25.3% 29.5% 30.3% 11.5% 15.6% 11.6% 13.5% 17.9% 11.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 61.5% 57.3%

4 そう思わない 2.1% 8.3% 21.9% 9.5% 13.7% 24.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.0% 1.1% 1.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.1% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【数学】

高校1年　数学Ⅱ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 226 226 226 226 225 165 226 226 226 225 226 226 回答数 226 226

1 そう思う 58.8% 39.8% 14.2% 13.7% 42.2% 51.5% 61.9% 52.7% 51.3% 31.6% 50.9% 67.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 6.6% 17.7%

2 だいたいそう思う 35.4% 33.2% 29.6% 36.7% 47.6% 32.7% 35.4% 35.0% 36.7% 42.7% 41.2% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 31.4% 52.2%

3 あまりそう思わない 5.3% 19.5% 33.6% 27.4% 6.7% 10.3% 2.7% 11.1% 10.2% 23.6% 7.1% 1.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 59.7% 29.2%

4 そう思わない 0.4% 7.5% 22.6% 22.1% 3.6% 5.5% 0.0% 1.3% 1.8% 2.2% 0.9% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.2% 0.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　数学A

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 185 185 185 185 185 129 185 185 185 185 185 185 回答数 185 185

1 そう思う 50.8% 32.4% 9.7% 21.6% 33.5% 51.2% 61.1% 49.2% 55.7% 39.5% 54.6% 67.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 4.3% 11.4%

2 だいたいそう思う 40.0% 31.9% 23.8% 35.1% 49.2% 29.5% 34.6% 35.1% 31.4% 36.8% 35.7% 29.2% 2 やや速い（やや難しい） 19.5% 52.4%

3 あまりそう思わない 8.6% 30.3% 48.6% 25.4% 14.6% 11.6% 3.8% 11.9% 9.2% 19.5% 7.0% 2.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 71.9% 35.7%

4 そう思わない 0.5% 5.4% 17.8% 17.8% 2.7% 7.8% 0.5% 3.8% 3.8% 4.3% 2.7% 1.1% 4 やや遅い（やや簡単） 3.8% 0.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.5% 0.0%

高校２年　数学ⅡB

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 184 184 184 181 183 142 184 184 184 182 184 184 回答数 184 184

1 そう思う 44.6% 28.3% 12.5% 10.5% 29.5% 37.3% 50.0% 49.5% 43.5% 45.1% 42.4% 53.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 6.0% 10.9%

2 だいたいそう思う 45.7% 37.0% 30.4% 35.9% 49.2% 37.3% 42.9% 40.8% 41.8% 35.2% 41.3% 39.7% 2 やや速い（やや難しい） 28.3% 48.9%

3 あまりそう思わない 8.2% 25.0% 31.5% 35.9% 15.8% 16.9% 6.5% 9.2% 14.1% 17.0% 15.2% 5.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 57.6% 39.1%

4 そう思わない 1.6% 9.8% 25.5% 17.7% 5.5% 8.5% 0.5% 0.5% 0.5% 2.7% 1.1% 1.6% 4 やや遅い（やや簡単） 7.1% 1.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.1% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【英語】

高校1年　コミュニケーション英語Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 221 221 221 218 217 128 221 221 217 220 221 221 回答数 221 221

1 そう思う 54.8% 36.2% 13.1% 54.1% 27.6% 18.0% 59.7% 73.8% 75.1% 69.1% 51.6% 67.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 0.9%

2 だいたいそう思う 40.3% 48.0% 37.6% 32.1% 50.2% 35.2% 35.3% 20.4% 20.7% 25.9% 40.3% 27.6% 2 やや速い（やや難しい） 10.9% 34.4%

3 あまりそう思わない 5.0% 13.6% 39.4% 9.6% 18.9% 27.3% 4.1% 5.0% 3.2% 3.6% 6.8% 2.7% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 86.0% 63.8%

4 そう思わない 0.0% 2.3% 10.0% 4.1% 3.2% 19.5% 0.9% 0.9% 0.9% 1.4% 1.4% 1.8% 4 やや遅い（やや簡単） 2.3% 0.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　英語表現Ⅰ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 180 180 180 180 180 104 180 180 180 179 180 180 回答数 180 180

1 そう思う 52.8% 31.7% 12.2% 58.3% 32.2% 11.5% 67.2% 58.3% 54.4% 67.6% 47.2% 59.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.2% 3.3%

2 だいたいそう思う 43.3% 42.8% 27.8% 30.6% 50.6% 27.9% 28.9% 33.9% 36.1% 30.7% 39.4% 36.1% 2 やや速い（やや難しい） 16.1% 47.2%

3 あまりそう思わない 3.9% 21.7% 49.4% 6.7% 14.4% 31.7% 3.9% 6.7% 6.7% 1.7% 11.7% 3.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 80.0% 49.4%

4 そう思わない 0.0% 3.9% 10.6% 4.4% 2.8% 28.8% 0.0% 1.1% 2.8% 0.0% 1.7% 0.6% 4 やや遅い（やや簡単） 1.7% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　コミュニケーション英語Ⅱ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 165 165 165 163 165 109 165 165 165 165 164 165 回答数 165 165

1 そう思う 49.7% 33.9% 9.7% 20.9% 17.0% 20.2% 50.3% 80.6% 84.2% 73.3% 47.6% 63.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.2% 2.4%

2 だいたいそう思う 46.1% 51.5% 37.6% 45.4% 50.9% 16.5% 43.6% 19.4% 14.5% 26.7% 45.7% 34.5% 2 やや速い（やや難しい） 13.3% 38.2%

3 あまりそう思わない 4.2% 12.7% 39.4% 23.3% 29.1% 36.7% 6.1% 0.0% 0.6% 0.0% 5.5% 1.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.8% 58.2%

4 そう思わない 0.0% 1.8% 13.3% 10.4% 3.0% 25.7% 0.0% 0.0% 0.6% 0.0% 1.2% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　英語表現Ⅱ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 110 110 110 110 110 79 110 110 110 110 109 110 回答数 110 110

1 そう思う 58.2% 28.2% 11.8% 57.3% 21.8% 7.6% 52.7% 57.3% 66.4% 65.5% 40.4% 60.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 3.6%

2 だいたいそう思う 38.2% 47.3% 29.1% 30.9% 45.5% 12.7% 43.6% 37.3% 32.7% 30.9% 48.6% 32.7% 2 やや速い（やや難しい） 18.2% 36.4%

3 あまりそう思わない 3.6% 23.6% 40.9% 5.5% 30.0% 34.2% 2.7% 5.5% 0.9% 3.6% 9.2% 6.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 79.1% 57.3%

4 そう思わない 0.0% 0.9% 18.2% 6.4% 2.7% 45.6% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 0.9% 4 やや遅い（やや簡単） 1.8% 2.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【家庭】

高校１年　家庭基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 227 227 227 27 25 209 227 223 225 223 224 225 回答数 227 227

1 そう思う 67.4% 47.6% 13.7% 7.4% 16.0% 65.1% 78.9% 75.8% 80.9% 74.4% 58.5% 68.9% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.8% 0.9%

2 だいたいそう思う 30.4% 42.7% 50.2% 25.9% 40.0% 29.7% 20.7% 22.4% 16.9% 24.2% 37.5% 28.9% 2 やや速い（やや難しい） 22.0% 19.4%

3 あまりそう思わない 2.2% 9.3% 32.6% 14.8% 20.0% 3.3% 0.4% 1.8% 1.8% 1.3% 3.6% 2.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 76.2% 78.9%

4 そう思わない 0.0% 0.4% 3.5% 51.9% 24.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.4% 0.0% 0.4% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.9%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【情報】
高校１年　社会と情報

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 229 229 229 0 0 229 229 229 229 229 229 229 回答数 229 229

1 そう思う 49.3% 41.0% 20.5% #### #### 82.1% 73.4% 40.2% 48.5% 65.9% 43.2% 69.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.2% 2.6%

2 だいたいそう思う 46.7% 52.0% 59.0% #### #### 16.6% 24.9% 38.4% 39.3% 30.6% 45.9% 29.7% 2 やや速い（やや難しい） 4.8% 11.4%

3 あまりそう思わない 3.5% 7.0% 20.5% #### #### 1.3% 1.7% 16.6% 12.2% 3.5% 10.9% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 93.0% 86.0%

4 そう思わない 0.4% 0.0% 0.0% #### #### 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【理科】

高校1年　化学基礎

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 159 159 159 157 158 83 159 159 158 158 156 158 回答数 159 159

1 そう思う 45.3% 28.3% 13.2% 7.0% 23.4% 36.1% 61.0% 44.7% 48.1% 42.4% 55.1% 63.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 3.8% 15.1%

2 だいたいそう思う 42.8% 34.0% 24.5% 15.9% 46.2% 33.7% 35.8% 39.6% 30.4% 29.1% 37.2% 31.0% 2 やや速い（やや難しい） 36.5% 52.2%

3 あまりそう思わない 11.9% 33.3% 45.3% 42.7% 22.2% 22.9% 3.1% 11.3% 16.5% 23.4% 7.1% 4.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 57.9% 31.4%

4 そう思わない 0.0% 4.4% 17.0% 34.4% 8.2% 7.2% 0.0% 4.4% 5.1% 5.1% 0.6% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.6% 0.0%

高校1年　生物基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 228 228 228 220 221 213 228 228 225 225 227 226 回答数 228 228

1 そう思う 49.1% 26.3% 4.8% 3.2% 13.6% 56.8% 69.7% 46.9% 58.7% 42.2% 48.5% 62.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.8% 7.0%

2 だいたいそう思う 44.7% 47.4% 21.9% 15.9% 52.5% 34.7% 28.9% 42.1% 36.0% 44.9% 40.5% 32.3% 2 やや速い（やや難しい） 16.7% 50.9%

3 あまりそう思わない 4.8% 24.1% 57.9% 39.1% 25.3% 6.1% 1.3% 10.1% 4.9% 12.4% 8.8% 4.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.1% 40.4%

4 そう思わない 1.3% 2.2% 15.4% 41.8% 8.6% 2.3% 0.0% 0.9% 0.4% 0.4% 2.2% 0.4% 4 やや遅い（やや簡単） 0.4% 1.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　地学基礎
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 9 9 9 7 7 5 9 9 9 8 9 9 回答数 9 9

1 そう思う 44.4% 44.4% 44.4% 14.3% 14.3% 40.0% 66.7% 66.7% 77.8% 75.0% 66.7% 77.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 44.4% 44.4% 11.1% 0.0% 14.3% 40.0% 22.2% 22.2% 22.2% 12.5% 22.2% 11.1% 2 やや速い（やや難しい） 11.1% 0.0%

3 あまりそう思わない 11.1% 0.0% 44.4% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 12.5% 11.1% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 77.8% 100.0%

4 そう思わない 0.0% 11.1% 0.0% 57.1% 42.9% 20.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 4 やや遅い（やや簡単） 11.1% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　物理
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 49 49 49 48 48 49 49 49 49 48 49 49 回答数 49 49

1 そう思う 71.4% 49.0% 20.4% 14.6% 31.3% 69.4% 69.4% 79.6% 71.4% 72.9% 75.5% 79.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 8.2% 12.2%

2 だいたいそう思う 26.5% 38.8% 38.8% 27.1% 39.6% 30.6% 26.5% 16.3% 26.5% 22.9% 16.3% 18.4% 2 やや速い（やや難しい） 30.6% 44.9%

3 あまりそう思わない 2.0% 8.2% 28.6% 43.8% 22.9% 0.0% 2.0% 4.1% 2.0% 4.2% 6.1% 2.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 61.2% 42.9%

4 そう思わない 0.0% 4.1% 12.2% 14.6% 6.3% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　化学
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 59 59 59 57 58 26 59 57 58 58 58 58 回答数 59 59

1 そう思う 28.8% 18.6% 11.9% 10.5% 12.1% 11.5% 35.6% 21.1% 17.2% 13.8% 29.3% 46.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 13.6% 18.6%

2 だいたいそう思う 59.3% 44.1% 27.1% 29.8% 56.9% 42.3% 54.2% 36.8% 32.8% 25.9% 43.1% 32.8% 2 やや速い（やや難しい） 27.1% 45.8%

3 あまりそう思わない 10.2% 28.8% 28.8% 36.8% 22.4% 19.2% 8.5% 26.3% 29.3% 34.5% 17.2% 17.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 57.6% 33.9%

4 そう思わない 1.7% 8.5% 32.2% 22.8% 8.6% 26.9% 1.7% 15.8% 20.7% 25.9% 10.3% 3.4% 4 やや遅い（やや簡単） 1.7% 1.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　生物

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 14 14 14 14 14 2 14 14 14 14 14 14 回答数 14 14

1 そう思う 78.6% 71.4% 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 50.0% 71.4% 78.6% 50.0% 64.3% 78.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 7.1% 7.1%

2 だいたいそう思う 21.4% 28.6% 28.6% 14.3% 42.9% 50.0% 50.0% 28.6% 21.4% 50.0% 35.7% 21.4% 2 やや速い（やや難しい） 14.3% 35.7%

3 あまりそう思わない 0.0% 0.0% 57.1% 50.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 71.4% 57.1%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 7.1% 35.7% 7.1% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 7.1% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【地歴・公民】
高校1年　現代社会

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 212 212 212 202 202 101 212 212 212 212 211 212 回答数 212 212

1 そう思う 58.0% 42.0% 15.1% 4.5% 17.3% 39.6% 52.4% 56.1% 53.8% 50.5% 53.6% 59.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 2.4%

2 だいたいそう思う 32.5% 38.7% 39.2% 11.4% 44.1% 34.7% 38.2% 31.1% 27.4% 31.6% 33.6% 31.6% 2 やや速い（やや難しい） 11.3% 17.9%

3 あまりそう思わない 9.0% 16.0% 41.5% 36.1% 26.7% 14.9% 7.1% 9.0% 16.0% 15.1% 9.5% 7.1% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 78.8% 75.5%

4 そう思わない 0.5% 3.3% 4.2% 48.0% 11.9% 10.9% 2.4% 3.8% 2.8% 2.8% 3.3% 2.4% 4 やや遅い（やや簡単） 6.6% 3.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.4% 0.5%

高校２年　世界史Ａ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 64 64 64 56 56 56 64 64 63 63 62 63 回答数 64 64

1 そう思う 34.4% 34.4% 14.1% 3.6% 12.5% 75.0% 56.3% 57.8% 61.9% 54.0% 54.8% 57.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.6% 0.0%

2 だいたいそう思う 56.3% 54.7% 32.8% 16.1% 30.4% 21.4% 42.2% 39.1% 36.5% 44.4% 40.3% 41.3% 2 やや速い（やや難しい） 15.6% 20.3%

3 あまりそう思わない 7.8% 9.4% 46.9% 35.7% 41.1% 0.0% 1.6% 3.1% 1.6% 1.6% 3.2% 1.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 79.7% 76.6%

4 そう思わない 1.6% 1.6% 6.3% 44.6% 16.1% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.1% 3.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　世界史Ｂ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 11 11 11 11 11 5 11 11 11 11 11 11 回答数 11 11

1 そう思う 63.6% 54.5% 18.2% 9.1% 18.2% 40.0% 81.8% 81.8% 81.8% 81.8% 81.8% 81.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 36.4% 45.5% 27.3% 9.1% 36.4% 0.0% 18.2% 18.2% 18.2% 9.1% 9.1% 9.1% 2 やや速い（やや難しい） 9.1% 36.4%

3 あまりそう思わない 0.0% 0.0% 36.4% 18.2% 27.3% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 90.9% 63.6%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 18.2% 63.6% 18.2% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　日本史Ｂ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 19 19 19 19 19 11 19 19 19 19 19 19 回答数 19 19

1 そう思う 57.9% 63.2% 21.1% 5.3% 42.1% 18.2% 89.5% 94.7% 47.4% 78.9% 68.4% 89.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 10.5% 5.3%

2 だいたいそう思う 42.1% 31.6% 42.1% 15.8% 36.8% 63.6% 10.5% 5.3% 26.3% 21.1% 31.6% 10.5% 2 やや速い（やや難しい） 26.3% 26.3%

3 あまりそう思わない 0.0% 5.3% 21.1% 15.8% 10.5% 9.1% 0.0% 0.0% 21.1% 0.0% 0.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 63.2% 68.4%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 15.8% 63.2% 10.5% 9.1% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校２年　地理Ｂ
項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 32 32 32 31 31 14 32 32 32 32 32 32 回答数 32 32

1 そう思う 53.1% 43.8% 28.1% 25.8% 35.5% 50.0% 68.8% 65.6% 62.5% 65.6% 62.5% 62.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 6.3% 6.3%

2 だいたいそう思う 37.5% 34.4% 40.6% 38.7% 29.0% 35.7% 28.1% 28.1% 34.4% 28.1% 31.3% 31.3% 2 やや速い（やや難しい） 12.5% 15.6%

3 あまりそう思わない 9.4% 21.9% 31.3% 22.6% 22.6% 7.1% 3.1% 6.3% 3.1% 6.3% 6.3% 6.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 78.1% 75.0%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 0.0% 12.9% 12.9% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.1% 3.1%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【芸術】

高校1年　音楽Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 123 123 123 0 0 0 123 123 123 123 123 123 回答数 123 123

1 そう思う 75.6% 71.5% 24.4% #### #### #### 74.0% 66.7% 52.8% 52.8% 63.4% 74.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 24.4% 27.6% 49.6% #### #### #### 24.4% 27.6% 42.3% 39.8% 29.3% 22.0% 2 やや速い（やや難しい） 0.8% 11.4%

3 あまりそう思わない 0.0% 0.8% 24.4% #### #### #### 1.6% 4.9% 4.9% 7.3% 6.5% 3.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 97.6% 87.8%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 1.6% #### #### #### 0.0% 0.8% 0.0% 0.0% 0.8% 0.8% 4 やや遅い（やや簡単） 1.6% 0.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校1年　美術Ⅰ

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 101 101 101 13 12 91 101 101 100 99 100 100 回答数 101 101

1 そう思う 79.2% 76.2% 24.8% 30.8% 41.7% 78.0% 75.2% 72.3% 83.0% 87.9% 75.0% 81.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 5.0% 5.0%

2 だいたいそう思う 20.8% 20.8% 40.6% 38.5% 33.3% 19.8% 23.8% 25.7% 17.0% 12.1% 23.0% 18.0% 2 やや速い（やや難しい） 10.9% 20.8%

3 あまりそう思わない 0.0% 3.0% 30.7% 7.7% 16.7% 1.1% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 2.0% 1.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.2% 72.3%

4 そう思わない 0.0% 0.0% 4.0% 23.1% 8.3% 1.1% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.0% 1.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.0% 1.0%

【保健体育】

高校１年　保健

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 151 151 151 17 16 105 151 151 151 150 149 150 回答数 151 151

1 そう思う 51.0% 27.2% 11.9% 17.6% 18.8% 68.6% 69.5% 52.3% 58.9% 57.3% 57.0% 58.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.0% 0.7%

2 だいたいそう思う 39.7% 51.0% 45.7% 23.5% 37.5% 24.8% 27.2% 26.5% 29.1% 29.3% 35.6% 35.3% 2 やや速い（やや難しい） 4.6% 10.6%

3 あまりそう思わない 9.3% 19.9% 36.4% 17.6% 12.5% 3.8% 2.6% 14.6% 10.6% 9.3% 6.7% 5.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 89.4% 85.4%

4 そう思わない 0.0% 2.0% 6.0% 41.2% 31.3% 2.9% 0.7% 6.6% 1.3% 4.0% 0.7% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 4.0% 3.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

高校１年　体育

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 172 172 172 10 9 45 172 170 169 168 170 168 回答数 172 172

1 そう思う 76.2% 61.0% 25.6% 20.0% 22.2% 17.8% 61.6% 42.9% 56.2% 33.3% 60.6% 66.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.2% 4.1%

2 だいたいそう思う 20.9% 27.3% 34.9% 30.0% 33.3% 20.0% 36.6% 38.2% 34.3% 30.4% 31.8% 29.8% 2 やや速い（やや難しい） 3.5% 19.8%

3 あまりそう思わない 2.9% 9.9% 26.7% 10.0% 22.2% 24.4% 1.7% 14.1% 8.9% 28.6% 6.5% 2.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 82.0% 66.3%

4 そう思わない 0.0% 1.7% 12.8% 40.0% 22.2% 37.8% 0.0% 4.7% 0.6% 7.7% 1.2% 1.8% 4 やや遅い（やや簡単） 11.0% 7.6%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 2.3% 2.3%

高校２年　保健

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 212 212 212 16 16 166 212 210 208 209 210 210 回答数 212 212

1 そう思う 43.9% 25.5% 11.3% 6.3% 12.5% 55.4% 61.8% 39.0% 45.2% 54.5% 43.3% 56.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.9% 0.5%

2 だいたいそう思う 52.4% 52.8% 47.2% 18.8% 18.8% 37.3% 35.8% 47.1% 45.2% 37.8% 46.7% 39.0% 2 やや速い（やや難しい） 5.2% 6.6%

3 あまりそう思わない 3.3% 20.8% 38.2% 12.5% 18.8% 4.8% 2.4% 11.4% 7.7% 5.7% 7.6% 3.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 91.5% 88.7%

4 そう思わない 0.5% 0.9% 3.3% 62.5% 50.0% 2.4% 0.0% 2.4% 1.9% 1.9% 2.4% 1.4% 4 やや遅い（やや簡単） 1.9% 3.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.5% 0.5%

高校２年　体育

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 213 213 213 18 17 54 213 209 208 207 210 209 回答数 213 213

1 そう思う 71.8% 58.2% 19.7% 16.7% 11.8% 7.4% 46.5% 27.3% 45.2% 22.7% 49.0% 55.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.4% 4.2%

2 だいたいそう思う 25.4% 31.0% 37.6% 5.6% 17.6% 9.3% 41.3% 37.8% 33.7% 25.6% 35.2% 34.9% 2 やや速い（やや難しい） 0.9% 11.7%

3 あまりそう思わない 2.3% 7.0% 30.0% 27.8% 17.6% 20.4% 9.4% 25.4% 17.3% 34.3% 11.4% 7.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 92.5% 79.3%

4 そう思わない 0.5% 3.8% 12.7% 50.0% 52.9% 63.0% 2.8% 9.6% 3.8% 17.4% 4.3% 2.9% 4 やや遅い（やや簡単） 4.7% 3.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.5% 1.4%

- 87 -



令和 3年度 授業アンケート②結果（中等部）（１） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【国語】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 73 73 73 73 72 43 73 73 73 72 73 72 回答数 73 73

1 そう思う 54.8% 26.0% 4.1% 5.5% 44.4% 27.9% 86.3% 84.9% 83.6% 80.6% 50.7% 73.6% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 42.5% 57.5% 37.0% 52.1% 38.9% 25.6% 12.3% 12.3% 15.1% 16.7% 45.2% 26.4% 2 やや速い（やや難しい） 15.1% 54.8%

3 あまりそう思わない 2.7% 15.1% 47.9% 27.4% 11.1% 18.6% 1.4% 2.7% 1.4% 2.8% 4.1% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.9% 43.8%

4 思わない 0.0% 1.4% 11.0% 15.1% 5.6% 27.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 76 76 76 76 74 76 76 76 75 76 76 回答数 76 76

1 そう思う 50.0% 26.3% 7.9% 2.6% 17.1% 24.3% 56.6% 55.3% 71.1% 64.0% 53.9% 64.5% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.6% 2.6%

2 だいたいそう思う 43.4% 48.7% 40.8% 27.6% 53.9% 56.8% 42.1% 35.5% 26.3% 32.0% 35.5% 30.3% 2 やや速い（やや難しい） 13.2% 25.0%

3 あまりそう思わない 3.9% 18.4% 42.1% 48.7% 22.4% 16.2% 0.0% 9.2% 2.6% 4.0% 10.5% 5.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 81.6% 72.4%

4 思わない 2.6% 6.6% 9.2% 21.1% 6.6% 2.7% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.6% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 49 49 49 48 49 23 49 49 49 48 49 49 回答数 49 49

1 そう思う 36.7% 26.5% 6.1% 0.0% 22.4% 17.4% 75.5% 75.5% 85.7% 58.3% 49.0% 71.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.02 0.02

2 だいたいそう思う 49.0% 40.8% 32.7% 29.2% 38.8% 34.8% 24.5% 22.4% 14.3% 35.4% 40.8% 26.5% 2 やや速い（やや難しい） 0.1 0.43

3 あまりそう思わない 12.2% 26.5% 46.9% 31.3% 32.7% 21.7% 0.0% 2.0% 0.0% 6.3% 10.2% 2.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 0.73 0.49

4 思わない 2.0% 6.1% 14.3% 39.6% 6.1% 26.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.14 0.06

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0 0

【数学】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 73 73 73 73 73 27 73 73 73 72 73 73 回答数 73 73

1 そう思う 71.2% 58.9% 28.8% 49.3% 64.4% 11.1% 80.8% 67.1% 68.5% 58.3% 68.5% 82.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.4% 0.0%

2 だいたいそう思う 27.4% 31.5% 34.2% 27.4% 26.0% 11.1% 17.8% 21.9% 23.3% 31.9% 28.8% 17.8% 2 やや速い（やや難しい） 16.4% 31.5%

3 あまりそう思わない 1.4% 6.8% 30.1% 16.4% 6.8% 29.6% 1.4% 11.0% 8.2% 9.7% 2.7% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 79.5% 61.6%

4 思わない 0.0% 2.7% 6.8% 6.8% 2.7% 48.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 5.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.4%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 75 75 51 75 75 75 75 74 75 回答数 75 75

1 そう思う 62.7% 42.7% 20.0% 36.0% 52.0% 37.3% 64.0% 57.3% 73.3% 42.7% 50.0% 69.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 32.0% 30.7% 30.7% 38.7% 32.0% 21.6% 32.0% 37.3% 25.3% 30.7% 36.5% 26.7% 2 やや速い（やや難しい） 21.3% 44.0%

3 あまりそう思わない 5.3% 22.7% 36.0% 18.7% 9.3% 11.8% 4.0% 5.3% 1.3% 26.7% 13.5% 4.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 68.0% 49.3%

4 思わない 0.0% 4.0% 13.3% 6.7% 6.7% 29.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 9.3% 6.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.3% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 49 49 49 49 49 30 49 49 49 49 49 49 回答数 49 49

1 そう思う 61.2% 42.9% 16.3% 46.9% 59.2% 33.3% 49.0% 55.1% 65.3% 40.8% 57.1% 83.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.0% 6.1%

2 だいたいそう思う 36.7% 28.6% 26.5% 36.7% 30.6% 50.0% 44.9% 34.7% 16.3% 44.9% 32.7% 16.3% 2 やや速い（やや難しい） 34.7% 51.0%

3 あまりそう思わない 2.0% 20.4% 36.7% 8.2% 8.2% 16.7% 6.1% 8.2% 18.4% 12.2% 10.2% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 63.3% 42.9%

4 思わない 0.0% 8.2% 20.4% 8.2% 2.0% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 2.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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令和 3年度 授業アンケート②結果（中等部）（２）

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【英語】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 70 70 70 70 70 57 70 70 69 69 69 70 回答数 70 70

1 そう思う 48.6% 34.3% 27.1% 31.4% 44.3% 56.1% 61.4% 71.4% 72.5% 56.5% 53.6% 75.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 7.1%

2 だいたいそう思う 41.4% 35.7% 14.3% 34.3% 38.6% 35.1% 30.0% 22.9% 24.6% 30.4% 33.3% 22.9% 2 やや速い（やや難しい） 20.0% 35.7%

3 あまりそう思わない 8.6% 27.1% 34.3% 25.7% 10.0% 5.3% 7.1% 5.7% 2.9% 13.0% 13.0% 1.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 72.9% 52.9%

4 思わない 1.4% 2.9% 24.3% 8.6% 7.1% 3.5% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 7.1% 4.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 75 75 73 75 74 75 75 74 75 回答数 75 75

1 そう思う 62.7% 53.3% 21.3% 30.7% 46.7% 68.5% 65.3% 66.2% 64.0% 62.7% 52.7% 74.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 1.3%

2 だいたいそう思う 33.3% 29.3% 20.0% 44.0% 41.3% 28.8% 32.0% 31.1% 32.0% 32.0% 43.2% 22.7% 2 やや速い（やや難しい） 12.0% 29.3%

3 あまりそう思わない 2.7% 14.7% 49.3% 21.3% 10.7% 2.7% 2.7% 2.7% 4.0% 5.3% 4.1% 2.7% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 85.3% 66.7%

4 思わない 1.3% 2.7% 9.3% 4.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 2.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 75 75 40 75 75 75 74 75 75 回答数 75 75

1 そう思う 53.3% 44.0% 17.3% 21.3% 25.3% 25.0% 69.3% 86.7% 88.0% 86.5% 61.3% 85.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.3%

2 だいたいそう思う 38.7% 36.0% 38.7% 40.0% 50.7% 42.5% 26.7% 12.0% 12.0% 13.5% 29.3% 13.3% 2 やや速い（やや難しい） 13.3% 33.3%

3 あまりそう思わない 8.0% 16.0% 29.3% 28.0% 20.0% 22.5% 4.0% 1.3% 0.0% 0.0% 8.0% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.0% 64.0%

4 思わない 0.0% 4.0% 14.7% 10.7% 4.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【理科】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 72 72 72 72 71 27 72 72 72 72 72 72 回答数 72 72

1 そう思う 59.7% 51.4% 15.3% 16.7% 38.0% 3.7% 81.9% 69.4% 72.2% 63.9% 72.2% 79.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.4% 1.4%

2 だいたいそう思う 34.7% 37.5% 44.4% 36.1% 46.5% 22.2% 18.1% 27.8% 20.8% 27.8% 25.0% 20.8% 2 やや速い（やや難しい） 13.9% 33.3%

3 あまりそう思わない 4.2% 6.9% 31.9% 31.9% 8.5% 40.7% 0.0% 2.8% 6.9% 8.3% 2.8% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 83.3% 63.9%

4 思わない 1.4% 4.2% 8.3% 15.3% 7.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 74 74 74 74 74 54 74 74 74 74 74 74 回答数 74 74

1 そう思う 56.8% 45.9% 17.6% 6.8% 29.7% 24.1% 68.9% 67.6% 73.0% 66.2% 62.2% 70.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 43.2% 44.6% 33.8% 29.7% 50.0% 24.1% 31.1% 32.4% 27.0% 32.4% 32.4% 27.0% 2 やや速い（やや難しい） 9.5% 33.8%

3 あまりそう思わない 0.0% 9.5% 41.9% 48.6% 16.2% 29.6% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 5.4% 2.7% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.8% 64.9%

4 思わない 0.0% 0.0% 6.8% 14.9% 4.1% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 48 48 48 48 48 27 48 48 48 48 48 48 回答数 48 48

1 そう思う 52.1% 33.3% 16.7% 10.4% 35.4% 37.0% 72.9% 66.7% 66.7% 70.8% 60.4% 79.2% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 43.8% 54.2% 41.7% 14.6% 39.6% 33.3% 25.0% 27.1% 29.2% 29.2% 35.4% 20.8% 2 やや速い（やや難しい） 2.1% 20.8%

3 あまりそう思わない 4.2% 8.3% 33.3% 50.0% 18.8% 29.6% 2.1% 6.3% 4.2% 0.0% 4.2% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 93.8% 75.0%

4 思わない 0.0% 4.2% 8.3% 25.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 4.2% 4.2%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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令和 3年度 授業アンケート②結果（中等部）（３） 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【社会】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 72 72 72 71 71 59 72 72 71 72 72 72 回答数 72 72

1 そう思う 68.1% 54.2% 13.9% 25.4% 52.1% 74.6% 90.3% 70.8% 88.7% 84.7% 77.8% 86.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 2.8%

2 だいたいそう思う 29.2% 33.3% 29.2% 39.4% 38.0% 16.9% 9.7% 22.2% 11.3% 11.1% 22.2% 12.5% 2 やや速い（やや難しい） 15.3% 45.8%

3 あまりそう思わない 2.8% 11.1% 45.8% 25.4% 4.2% 5.1% 0.0% 6.9% 0.0% 4.2% 0.0% 1.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.7% 50.0%

4 思わない 0.0% 1.4% 11.1% 9.9% 5.6% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 75 75 49 75 74 75 75 75 75 回答数 75 75

1 そう思う 65.3% 57.3% 28.0% 9.3% 32.0% 40.8% 68.0% 58.1% 73.3% 69.3% 60.0% 74.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 33.3% 32.0% 32.0% 24.0% 40.0% 16.3% 30.7% 33.8% 24.0% 28.0% 33.3% 22.7% 2 やや速い（やや難しい） 8.0% 14.7%

3 あまりそう思わない 1.3% 10.7% 33.3% 53.3% 22.7% 18.4% 1.3% 6.8% 2.7% 2.7% 6.7% 2.7% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.0% 82.7%

4 思わない 0.0% 0.0% 6.7% 13.3% 5.3% 24.5% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 4.0% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 1.3%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 77 77 77 76 76 34 77 77 77 77 77 76 回答数 77 77

1 そう思う 54.5% 36.4% 10.4% 5.3% 32.9% 26.5% 81.8% 72.7% 72.7% 63.6% 57.1% 73.7% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 39.0% 39.0% 44.2% 15.8% 47.4% 35.3% 13.0% 22.1% 24.7% 35.1% 36.4% 22.4% 2 やや速い（やや難しい） 5.2% 19.5%

3 あまりそう思わない 6.5% 22.1% 39.0% 48.7% 13.2% 26.5% 5.2% 5.2% 2.6% 1.3% 3.9% 2.6% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 93.5% 80.5%

4 思わない 0.0% 2.6% 6.5% 30.3% 6.6% 11.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

【保体】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 71 71 71 25 25 59 71 71 71 71 71 71 回答数 71 71

1 そう思う 54.9% 46.5% 14.1% 63.4% 47.9% 53.5% 33.8% 53.5% 71.8% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 4.2%

2 だいたいそう思う 33.8% 31.0% 21.1% 28.2% 32.4% 32.4% 22.5% 33.8% 23.9% 2 やや速い（やや難しい） 9.9% 32.4%

3 あまりそう思わない 11.3% 16.9% 43.7% 8.5% 19.7% 9.9% 33.8% 12.7% 4.2% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 88.7% 63.4%

4 思わない 0.0% 5.6% 21.1% 0.0% 0.0% 4.2% 9.9% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 76 76 76 35 34 45 76 75 75 74 75 回答数 76 76

1 そう思う 0.0% 47.4% 44.7% 28.9% 51.3% 41.3% 37.3% 20.3% 41.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 15.8% 2.6%

2 だいたいそう思う 0.0% 44.7% 30.3% 40.0% 40.8% 42.7% 42.7% 32.4% 48.0% 2 やや速い（やや難しい） 21.1% 5.3%

3 あまりそう思わない 0.0% 7.9% 22.4% 11.1% 7.9% 12.0% 18.7% 40.5% 9.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 42.1% 90.8%

4 思わない 0.0% 0.0% 2.6% 20.0% 0.0% 4.0% 1.3% 6.8% 1.3% 4 やや遅い（やや簡単） 21.1% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 16 16 37 75 75 75 74 74 75 回答数 75 75

1 そう思う 56.0% 53.3% 20.0% 58.7% 30.7% 37.3% 20.3% 48.6% 61.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.7% 5.3%

2 だいたいそう思う 34.7% 22.7% 26.7% 34.7% 38.7% 36.0% 32.4% 33.8% 29.3% 2 やや速い（やや難しい） 2.7% 24.0%

3 あまりそう思わない 5.3% 16.0% 30.7% 2.7% 18.7% 25.3% 33.8% 13.5% 6.7% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 90.7% 64.0%

4 思わない 4.0% 8.0% 22.7% 4.0% 12.0% 1.3% 13.5% 4.1% 2.7% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 6.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.3% 0.0%
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令和 3年度 授業アンケート②結果（中等部）（４） 

 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【芸術】

音楽　中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 0 0 0 75 75 75 75 75 75 回答数 75 75

1 そう思う 86.7% 74.7% 21.3% 93.3% 85.3% 89.3% 92.0% 70.7% 81.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.7% 2.7%

2 だいたいそう思う 12.0% 18.7% 37.3% 6.7% 14.7% 10.7% 8.0% 26.7% 17.3% 2 やや速い（やや難しい） 12.0% 33.3%

3 あまりそう思わない 1.3% 6.7% 34.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.0% 61.3%

4 思わない 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 2.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

音楽　中学2年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 80 80 80 0 0 0 80 80 80 80 80 80 回答数 80 80

1 そう思う 68.8% 61.3% 18.8% 92.5% 63.8% 80.0% 86.3% 48.8% 71.3% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 6.3%

2 だいたいそう思う 28.8% 27.5% 31.3% 7.5% 36.3% 18.8% 13.8% 41.3% 21.3% 2 やや速い（やや難しい） 13.8% 22.5%

3 あまりそう思わない 1.3% 8.8% 38.8% 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 10.0% 7.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 85.0% 68.8%

4 思わない 1.3% 2.5% 11.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 2.5%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

音楽　中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 72 72 72 0 0 0 72 72 72 72 72 72 回答数 72 72

1 そう思う 76.4% 65.3% 16.7% 93.1% 86.1% 87.5% 87.5% 69.4% 86.1% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.4%

2 だいたいそう思う 22.2% 31.9% 33.3% 6.9% 12.5% 12.5% 11.1% 25.0% 12.5% 2 やや速い（やや難しい） 2.8% 23.6%

3 あまりそう思わない 1.4% 2.8% 43.1% 0.0% 1.4% 0.0% 1.4% 5.6% 1.4% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 97.2% 73.6%

4 思わない 0.0% 0.0% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 0.0% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

美術　中学１年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 74 74 74 0 0 0 74 74 74 74 74 74 回答数 74 74

1 そう思う 63.5% 55.4% 10.8% 73.0% 55.4% 74.3% 51.4% 62.2% 78.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 36.5% 27.0% 31.1% 27.0% 35.1% 21.6% 35.1% 28.4% 21.6% 2 やや速い（やや難しい） 1.4% 23.0%

3 あまりそう思わない 0.0% 16.2% 43.2% 0.0% 8.1% 4.1% 13.5% 9.5% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 95.9% 75.7%

4 思わない 0.0% 1.4% 14.9% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 2.7% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

美術　中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 80 80 80 0 0 0 80 80 80 80 80 80 回答数 80 80

1 そう思う 66.3% 51.3% 12.5% 77.5% 57.5% 62.5% 42.5% 62.5% 65.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 2.5% 2.5%

2 だいたいそう思う 27.5% 42.5% 33.8% 21.3% 33.8% 31.3% 40.0% 31.3% 33.8% 2 やや速い（やや難しい） 6.3% 16.3%

3 あまりそう思わない 2.5% 2.5% 43.8% 1.3% 8.8% 6.3% 17.5% 6.3% 1.3% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 87.5% 77.5%

4 思わない 3.8% 3.8% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 3.8% 3.8%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

美術　中学３年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 73 73 73 0 0 0 72 72 72 72 72 72 回答数 73 73

1 そう思う 64.4% 52.1% 13.7% 79.2% 50.0% 77.8% 58.3% 55.6% 76.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 2.7%

2 だいたいそう思う 27.4% 35.6% 34.2% 18.1% 45.8% 20.8% 37.5% 33.3% 20.8% 2 やや速い（やや難しい） 19.2% 20.5%

3 あまりそう思わない 8.2% 11.0% 41.1% 2.8% 4.2% 1.4% 4.2% 9.7% 2.8% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 75.3% 75.3%

4 思わない 0.0% 1.4% 11.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 4.1% 0.0%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.4% 1.4%
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令和 3年度 授業アンケート②結果（中等部）（５） 

 

 

 

質問１－１ この科目に意欲的に取り組んでいますか。 質問２－１ 何を学ぶかがわかる授業ですか。
（学習の目当て・目標や学習の見通し・内容や流れが示されているか）

質問１－2 この科目は好きですか。 質問２－２ 授業者と対話する機会がある授業ですか。
（一方的な説明だけでなく、発問と応答の繰り返しや理解度の確認などがあるか）

質問１－３ この科目は得意ですか。 質問２－３ 他者と考えを共有した学びがある授業ですか。

質問１－４ あなたにとってこの科目の授業の進む速さはどうですか。 質問２－４ 自分の考えを発表する機会がある授業ですか。

質問１－５ あなたにとってこの科目の授業の難易度はどうですか。 質問２－５ 新たな興味や課題意識が生まれる授業ですか。

質問１－６ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の予習はしていますか。 質問２－６ 次のいずれかの力が高まる授業ですか。
「課題を見付ける力」
「課題解決のために深く考える力」
「筋道を立てて考える力」
「周囲に表現する力」
「学んだことを実践する力」

質問１－７ （国、数、英、理、社、地歴、公民の授業のみ回答）
授業の復習はしていますか。

質問１－８ （ICTを活用した授業のみ回答）
あなたはこの科目の授業の理解を深めるためにICTを効果的に活用していますか。

【質問項目】

【技術・家庭】

中学1年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 70 70 70 0 0 0 70 70 70 70 70 70 回答数 70 70

1 そう思う 64.3% 45.7% 8.6% 70.0% 54.3% 48.6% 35.7% 60.0% 81.4% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 1.4%

2 だいたいそう思う 32.9% 45.7% 45.7% 28.6% 35.7% 40.0% 32.9% 34.3% 15.7% 2 やや速い（やや難しい） 8.6% 45.7%

3 あまりそう思わない 2.9% 8.6% 35.7% 1.4% 10.0% 11.4% 28.6% 5.7% 2.9% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 90.0% 51.4%

4 思わない 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.4% 1.4%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%

中学２年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 75 75 75 25 25 37 75 74 74 74 74 74 回答数 75 75

1 そう思う 58.6% 48.6% 8.6% 53.3% 35.1% 32.4% 21.6% 44.6% 50.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 1.3% 2.7%

2 だいたいそう思う 37.1% 35.7% 45.7% 40.0% 47.3% 50.0% 41.9% 41.9% 36.5% 2 やや速い（やや難しい） 8.0% 13.3%

3 あまりそう思わない 10.0% 20.0% 45.7% 6.7% 14.9% 14.9% 29.7% 13.5% 13.5% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 84.0% 81.3%

4 思わない 1.4% 2.9% 7.1% 0.0% 2.7% 2.7% 6.8% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 5.3% 2.7%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 1.3% 0.0%

中学3年

項目 1-1 1-2 1-3 1-6 1-7 1-8 2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 項目 1-4 1-5

回答数 76 76 76 0 0 0 76 76 76 76 76 76 回答数 76 76

1 そう思う 64.5% 48.7% 23.7% 82.9% 76.3% 76.3% 65.8% 60.5% 75.0% 1 速すぎる（難しすぎる） 0.0% 0.0%

2 だいたいそう思う 35.5% 44.7% 34.2% 17.1% 19.7% 21.1% 22.4% 35.5% 25.0% 2 やや速い（やや難しい） 3.9% 14.5%

3 あまりそう思わない 0.0% 6.6% 40.8% 0.0% 3.9% 2.6% 9.2% 3.9% 0.0% 3 ちょうど良い（ちょうど良い） 94.7% 84.2%

4 思わない 0.0% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 4 やや遅い（やや簡単） 1.3% 1.3%

5 遅すぎる（簡単すぎる） 0.0% 0.0%
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編 集 後 記

令和３年度も、教育現場のみならず社会のあらゆる場面で、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けざるを得ませんでした。本校でも部活動の各種大会・コンクール等の中止、学校行事の縮小や

見直し等を余儀なくされましたが、その中でも生徒と教員が一丸となって知恵を出し合い、少しでも

充実した内容になるよう工夫がされたことが印象的です。様々な制約がある中でも、質を落とさずよ

り充実した内容を実践しようとする試みは多くの授業でも見られ、各教科あるいは各先生方の授業

改善への取り組みは着実に進んでいるようです。

生徒の進路目標達成に向けた取組も充実して行われた一年でした。全体的に難化傾向にあっ

た大学入学共通テストでも本校生は大変よく健闘しましたし、生徒は常に目標実現に向け、粘り強

く努力を続けていたと思います。校訓「獨立自尊」の精神が、生徒に真に浸透しているとことが窺わ

れる場面が多く見受けられました。

探究活動に関する取組でも多くの成果が見られました。２年学術探究コースの７グループによる

公開成果発表会で最優秀賞に輝いた班は、その後の書類審査を経て全国から１０校が選抜される

「WWL・SGH×探究甲子園」への出場権を、見事獲得しました。また、高校各学年、中等部でそれ

ぞれ探究活動の成果発表会が催され、いずれの発表も聴衆を十分に引きつけるような興味深い内

容であり、発表後には活発な質疑応答・意見交換がなされていました。グローバルリーダーの育成

に大きく寄与する取組と言えるのではないでしょうか。

本研修収録には、これまで述べてきた事柄に関連したことを中心に、先生方のさまざまな取り組

みが載せられております。今後の本校の教育活動に本研修集録が役に立てるなら幸いです。

最後になりますが、忙しい中、快く本研修収録に寄稿していただいた先生方に感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

令和４年３月 教育研究部 小山 光春 記
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